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(57)【要約】
　本発明は、少なくとも1種の式(I)（式中、Rx、Ryは、
各々水素を意味するか、または一緒になって化学結合を
意味し；R1は、シアノまたはニトロを表し；R2は、水素
、フッ素、塩素、C1-C2-アルキル、エテニルまたはC1-C

2-アルコキシを意味し；R3は、フッ素または水素を意味
し；R4は、メチルを意味し；R5は、水素、メチルまたは
エチルを意味し；R6は、水素、メチルまたはエチルを意
味し；R7は、水素またはハロゲンを意味する）で表され
るピペラジンジオン化合物と、b1)脂質生合成阻害剤；b
2)アセト乳酸合成酵素阻害剤(ALS阻害剤)；b3)光合成阻
害剤；b4)プロトポルフィリノーゲンIXオキシダーゼ阻
害剤；b5)白化除草剤(bleacher herbicides)；b6)エノ
ールピルビルシキミ酸3-リン酸合成酵素阻害剤(EPSP阻
害剤)；b7)グルタミン合成酵素阻害剤；b8)7,8-ジヒド
ロプテロイン酸合成酵素阻害剤(DHP阻害剤)；b9)有糸分
裂阻害剤；b10)長鎖脂肪酸合成阻害剤(VLCFA阻害剤)；b
11)セルロース生合成阻害剤；b12)脱共役除草剤；b13)
オーキシン除草剤；b14)オーキシン輸送阻害剤；b15)他
の除草剤、およびC)薬害軽減剤から選択される、少なく
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　A)　式I：
【化１】

（式中、
　Rx、Ryは、各々水素であるか、または一緒になって化学結合であり；
　R1は、シアノまたはニトロであり；
　R2は、水素、フッ素、塩素、C1-C2-アルキル、エテニルまたはC1-C2-アルコキシであり
；
　R3は、フッ素または水素であり；
　R4は、メチルであり；
　R5は、水素、メチルまたはエチルであり；
　R6は、水素、メチルまたはエチルであり；
　R7は、水素またはハロゲンである）
で表される少なくとも1種のピペラジンジオン化合物と、
　B)　以下のb1)～b15)のクラスの除草剤：
　b1) 脂質生合成阻害剤；
　b2) アセト乳酸合成酵素阻害剤(ALS阻害剤)；
　b3) 光合成阻害剤；
　b4) プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤、
　b5) 白化除草剤(bleacher herbicides)；
　b6) エノールピルビルシキミ酸3-リン酸合成酵素阻害剤(EPSP阻害剤)；
　b7) グルタミン合成酵素阻害剤；
　b8) 7,8-ジヒドロプテロイン酸合成酵素阻害剤(DHP阻害剤)；
　b9) 有糸分裂阻害剤；
　b10) 長鎖脂肪酸合成阻害剤(VLCFA阻害剤)；
　b11) セルロース生合成阻害剤；
　b12) 脱共役除草剤；
　b13) オーキシン除草剤；
　b14) オーキシン輸送阻害剤；
　b15) ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレノール-メチル、シンメチリン
、クミルロン、ダラポン、ダゾメット、ジフェンゾコート、ジフェンゾコート-メチルサ
ルフェート、ジメチピン、DSMA、ダイムロン、エンドタールおよびその塩、エトベンザニ
ド、フラムプロプ、フラムプロプ-イソプロピル、フラムプロプ-メチル、フラムプロプ-M
-イソプロピル、フラムプロプ-M-メチル、フルレノール、フルレノール-ブチル、フルル
プリミドール、ホサミン、ホサミン-アンモニウム、インダノファン、マレインヒドラジ
ド、メフルイジド、メタム、アジ化メチル、臭化メチル、メチル-ダイムロン、ヨウ化メ
チル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペラルゴン酸、ピリブチカルブ、キノク
ラミン、トリアジフラム、トリジファン、および6-クロロ-3-(2-シクロプロピル-6-メチ
ルフェノキシ)-4-ピリダジノール(CAS 499223-49-3)とその塩およびエステルからなる群
から選択される他の除草剤；ならびに、
　C)　薬害軽減剤（safeners）、ならびに、
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　前記活性化合物BおよびCの農業上許容可能な塩、カルボキシル基を有する場合には活性
化合物BおよびCの農業上許容可能な誘導体
から選択される少なくとも1種のさらなる活性化合物
とを含む除草活性組成物。
【請求項２】
　式IのRxおよびRyが一緒になって共有結合である、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　(Z)異性体の形態の式Iで表される化合物、またはZ異性体を主として含むZ異性体および
E異性体の混合物の形態の式Iで表される化合物を含む、請求項2に記載の組成物。
【請求項４】
　R5がメチルである、請求項1～3のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項５】
　R6がメチルである、請求項1～4のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項６】
　ピペラジンジオン化合物として式I.aa：
【化２】

（式中、R1、R2、R3、R4、R5、R6およびR7は上記の意味を有し、R7がフェニル環の結合点
に対してメタ位またはパラ位に位置する）
で表される化合物を含む、請求項1～5のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項７】
　エナンチオマーI.aa-S：

【化３】

（式中、R1、R2、R3、R4、R5、R6およびR7は上記の意味を有し、R7がフェニル環の結合点
に対してメタ位またはパラ位に位置する）
の形態で、あるいはSエナンチオマーを主として含有するエナンチオマーの混合物の形態
で式I.aaで表されるピペラジンジオン化合物を含む、請求項6に記載の組成物。
【請求項８】
　ピペラジンジオン化合物として式I.bb：
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【化４】

（式中、R1、R2、R3、R4、R5、R6およびR7は上記の意味を有し、R7はフェニル環の結合点
に対してメタ位またはパラ位に位置する）
で表される化合物を含む、請求項1～7のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項９】
　ピペラジン環の3位および6位のベンジル基がシス配置である、請求項8に記載の組成物
。
【請求項１０】
　(S,S)エナンチオマー（ここで、ピペラジン環の3位および6位の炭素原子はいずれの場
合にもS立体配置である）の形態の化合物I.bb、あるいはそれぞれエナンチオマー過剰ま
たはジアステレオマー過剰の(S,S)鏡像異性体を有する、鏡像異性体の混合物またはジア
ステレオマーの混合物の形態の化合物I.bbを含む、請求項8に記載の組成物。
【請求項１１】
　式Iで表されるピペラジンジオン化合物が次のものからなる群から選択される、請求項1
に記載の組成物：
　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]ベンゾニト
リル、
　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-フルオロ
ベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3,4-ジフル
オロベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-メトキシ
-ベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-エテニル
ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)l-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチ
ル]ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル
]-3-フルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル
]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル
]-3-メトキシベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル
]-3-エテニルベンゾニトリル、
　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオ
ン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピペラジ
ン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-エテニル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピペラジ
ン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピペラジ
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ン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピペ
ラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピペラジ
ン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメ
チルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチ
ルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメ
チルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-
ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]ベンゾ
ニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-フル
オロベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-メト
キシベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3,4-ジ
フルオロベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-メチ
ルベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]ベンゾニト
リル、
　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-フルオロ
ベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-メトキシ
ベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3,4-ジフル
オロベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-メチルベ
ンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]ベ
ンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3
-フルオロベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3
-メトキシベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3
,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3
-メチルベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]ベンゾ
ニトリル、
　2-[5-ベンジル-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-フ
ルオロベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-メ
トキシベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3,4-
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ジフルオロベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-メ
チルベンゾニトリル、
　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-
ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチルピペ
ラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチル
ピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチルピペ
ラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチルピペラ
ジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-エテニル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチルピペ
ラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-ジオ
ン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピペラジ
ン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピペ
ラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピペラジ
ン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピペラジン-
2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)-メチリデン]-3-エチル-1,4-ジメチルピペラジン
-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-ジメチル
ピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-ジメ
チル-ピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-ジメチル
-ピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-ジメチル-
ピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-エテニル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-ジメチル
-ピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-メチルピペラジン-2,5-
ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)-メチリデン]-3-エチル-1-メチルピ
ペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-メチル
ピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-メチルピペ
ラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-メチルピペラ
ジン-2,5-ジオン、および、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメ
チル]-ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメ
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チル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメ
チル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメ
チル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメ
チル]-3-メチルベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル
]ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル
]-3-フルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル
]-3-メトキシベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル
]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル
]-3-メチルベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-3-メチルベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3-メチルベンゾニトリル、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチルピペ
ラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-ト
リメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4
-トリメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-ト
リメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリ
メチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピペラジ
ン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメ
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チルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-
ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメ
チルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチ
ルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-ジメチ
ルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-
1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エ
チル-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-
1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,
4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-メチルピ
ペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-
1-メチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エ
チル-1-メチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-
1-メチルピペラジン-2,5-ジオン、および、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-
メチルピペラジン-2,5-ジオン。
【請求項１２】
　式Iで表されるピペラジンジオン化合物が2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキ
ソピペラジン-2-イリデンメチル]-ベンゾニトリルである、請求項11に記載の組成物。
【請求項１３】
　式Iで表されるピペラジンジオン化合物が次のものからなる群から選択される、請求項1
に記載の組成物：
　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]ベンゾニト
リル、
　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-フルオロ
ベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-メトキシ
ベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3,4-ジフル
オロベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]ベンゾニトリル
、
　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-フルオロベン
ゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-メトキシベン
ゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3,4-ジフルオロ
ベンゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]ベンゾニトリル
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、
　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-フルオロベン
ゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-メトキシベン
ゾニトリル、
　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3,4-ジフルオロ
ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル
]ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル
]-3-フルオロ-ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル
]-3-メトキシ-ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル
]-3,4-ジフルオロ-ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]ベ
ンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-
フルオロ-ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-
メトキシ-ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3,
4-ジフルオロ-ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]ベ
ンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-
フルオロベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-
メトキシ-ベンゾニトリル、
　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3,
4-ジフルオロ-ベンゾニトリル、
　3-ベンジル-6-(2-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-(2-フルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-ジオ
ン、
　3-ベンジル-6-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-
ジオン、
　3-ベンジル-6-(2-メトキシ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-ジオ
ン、
　3-ベンジル-6-(2-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-(2-フルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-ジオ
ン、
　3-ベンジル-6-(2-メトキシ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-(2-ニトロベンジル)-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-(2-フルオロ-6-ニトロベンジル)-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-ベンジル-6-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロベンジル)-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオ
ン、
　3-ベンジル-6-(2-メトキシ-6-ニトロベンジル)-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-ジ
オン、
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　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-フルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラ
ジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピ
ペラジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-メトキシ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラ
ジン-2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン
、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-フルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-
2,5-ジオン、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラ
ジン-2,5-ジオン、および、
　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-メトキシ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-
2,5-ジオン。
【請求項１４】
　式Iで表されるピペラジンジオン化合物が2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキ
ソピペラジン-2-イルメチル]-ベンゾニトリルである、請求項13に記載の組成物。
【請求項１５】
　下記に記載の化合物から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む、請求項1～14のい
ずれか1項に記載の組成物：
　b1) 脂質生合成阻害剤のグループから：アロキシジム、アロキシジムナトリウム、ブト
ロキシジム、クレトジム、クロジナホップ、クロジナホッププロパルギル、シクロキシジ
ム、シハロホップ、シハロホップブチル、ジクロホップ、ジクロホップメチル、フェノキ
サプロップ、フェノキサプロップエチル、フェノキサプロップ-P、フェノキサプロップ-P
-エチル、フルアジホップ、フルアジホップブチル、フルアジホップ-P、フルアジホップ-
P-ブチル、ハロキシホップ、ハロキシホップメチル、ハロキシホップ-P、ハロキシホップ
-P-メチル、メタミホップ、ピノキサデン、プロホキシジム、プロパキザホップ、キザロ
ホップ、キザロホップエチル、キザロホップテフリル、キザロホップ-P、キザロホップ-P
-エチル、キザロホップ-P-テフリル、セトキシジム、テプラロキシジム、トラルコキシジ
ム、ベンフレセート、ブチレート、シクロエート、ダラポン、ジメピペレート、EPTC、エ
スプロカルブ、エトフメセート、フルプロパネート、モリネート、オルベンカルブ、ペブ
レート、プロスルホカルブ、TCA、チオベンカルブ、チオカルバジル、トリアレートおよ
びベルノレート；
　b2) ALS阻害剤のグループから：アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロ
ン、ベンスルフロンメチル、ビスピリバック、ビスピリバックナトリウム、クロリムロン
、クロリムロンエチル、クロルスルフロン、シノスルフロン、クロランスラム、クロラン
スラムメチル、シクロスルファムロン、ジクロスラム、エタメツルフロン、エタメツルフ
ロンメチル、エトキシスルフロン、フラザスルフロン、フロラスラム、フルカルバゾン、
フルカルバゾンナトリウム、フルセトスルフロン、フルメツラム、フルピルスルフロン、
フルピルスルフロンメチルナトリウム、ホラムスルフロン、ハロスルフロン、ハロスルフ
ロンメチル、イマザメタベンズ、イマザメタベンズメチル、イマザモックス、イマザピッ
ク、イマザピル、イマザキン、イマゼタピル、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、ヨ
ードスルフロンメチルナトリウム、メソスルフロン、メトスラム、メトスルフロン、メト
スルフロンメチル、ニコスルフロン、オルソスルファムロン(orthosulfamuron)、オキサ
スルフロン、ペノキススラム、プリミスルフロン、プリミスルフロンメチル、プロポキシ
カルバゾン、プロポキシカルバゾンナトリウム、プロスルフロン、ピラゾスルフロン、ピ
ラゾスルフロンエチル、ピリベンゾキシム、ピリミスルファン、ピリフタリド、ピリミノ
バック、ピリミノバックメチル、ピリチオバック、ピリチオバックナトリウム、ピロキシ
スラム(pyroxsulam)、リムスルフロン、スルホメツロン、スルホメツロンメチル、スルホ
スルフロン、チエンカルバゾン、チエンカルバゾンメチル、チフェンスルフロン、チフェ
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ンスルフロンメチル、トリアスルフロン、トリベヌロン、トリベヌロンメチル、トリフロ
キシスルフロン、トリフルスルフロン、トリフルスルフロンメチルおよびトリトスルフロ
ン；
　b3) 光合成阻害剤のグループから：アメトリン、アミカルバゾン、アトラジン、ベンタ
ゾン、ベンタゾンナトリウム、ブロマシル、ブロモフェノキシム、ブロモキシニルおよび
その塩およびエステル、クロロブロムロン、クロリダゾン、クロロトルロン、クロロクス
ロン、シアナジン、デスメジファム、デスメトリン、ジメフロン、ジメタメトリン、ジコ
ート、ジコートジブロミド、ジウロン、フルオメツロン、ヘキサジノン、イオキシニルお
よびその塩およびエステル、イソプロツロン、イソウロン、カルブチレート、レナシル、
リニュロン、メタミトロン、メタベンズチアズロン、メトベンズロン、メトキスロン、メ
トリブジン、モノリヌロン、ネブロン、パラコート、パラコートジクロライド、パラコー
トジメチルスルフェート、ペンタノクロル、フェンメディファム、フェンメディファムエ
チル、プロメトン、プロメトリン、プロパニル、プロパジン、ピリダホール(pyridafol)
、ピリデート、シデュロン、シマジン、シメトリン、テブチウロン、ターバシル、テルブ
メトン、テルブチラジン、テルブトリン、チアジアズロンおよびトリエタジン；
　b4) プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤のグループから：アシフルオル
フェン、アシフルオルフェンナトリウム、アザフェニジン、ベンカルバゾン、ベンズフェ
ンジゾン、ビフェノックス、ブタフェナシル、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン
エチル、クロメトキシフェン、シニドンエチル、フルアゾレート、フルフェンピル、フル
フェンピルエチル、フルミクロラック、フルミクロラックペンチル、フルミオキサジン、
フルオログリコフェン、フルオログリコフェンエチル、フルチアセト、フルチアセトメチ
ル、ホメサフェン、ハロサフェン(halosafen)、ラクトフェン、オキサジアルギル、オキ
サジアゾン、オキシフルオルフェン、ペントキサゾン、プロフルアゾール、ピラクロニル
、ピラフルフェン、ピラフルフェンエチル、スルフェントラゾン、チジアジミン、2-クロ
ロ-5-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニ
ル]-4-フルオロ-N-[(イソプロピル)-メチルスルファモイル]ベンズアミド(CAS 372137-35
-4)、エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ
-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(C
AS 353292-31-6)、N-エチル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロ-メチルフェノキシ)-5-メ
チル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3
-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキ
サミド(CAS 915396-43-9)、N-エチル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフ
ェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452099-05-7)、およびN-テト
ラヒドロフルフリル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチ
ル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 45100-03-7)；
　b5) 白化除草剤のグループから：アクロニフェン、アミトロール、ベフルブタミド(bef
lubutamid)、ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、クロマゾン、ジフルフェニカン、フ
ルリドン、フルロクロリドン、フルルタモン、イソキサフルトール、メソトリオン、ノル
フルラゾン、ピコリナフェン、ピラスルホトール、ピラゾリネート、ピラゾキシフェン、
スルコトリオン、テフリルトリオン、テンボトリオン、トプラメゾン、4-ヒドロキシ-3-[
[2-[(2-メトキシエトキシ)メチル]-6-(トリフルオロメチル)-3-ピリジル]カルボニル]ビ
シクロ-[3.2.1]オクタ-3-エン-2-オン(CAS 352010-68-5)、および4-(3-トリフルオロメチ
ルフェノキシ)-2-(4-トリフルオロメチルフェニル)ピリミジン(CAS 180608-33-7)；
　b6) EPSP合成酵素阻害剤のグループから：グリホサート、グリホサートイソプロピルア
ンモニウムおよびグリホサートトリメシウム(スルホサート)；
　b7) グルタミン合成酵素阻害剤のグループから：ビラナホス(ビアラホス)、ビラナホス
ナトリウム、グルホシネートおよびグルホシネートアンモニウム；
　b8) DHP合成酵素阻害剤のグループから：アシュラム；
　b9) 有糸分裂阻害剤のグループから：アミプロホス、アミプロホスメチル、ベンフルラ
リン、ブタミホス(butamiphos)、ブトラリン、カルベタミド、クロルプロファム、クロル
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タール、クロルタールジメチル、ジニトラミン、ジチオピル、エタルフルラリン、フルク
ロラリン、オリザリン、ペンジメタリン、プロジアミン、プロファム、プロピズアミド、
テブタム、チアゾピル、およびトリフルラリン；
　b10) VLCFA阻害剤のグループから：アセトクロール、アラクロール、アニロホス、ブタ
クロール、カフェンストロール、ジメタクロール、ジメタナミド(dimethanamid)、ジメテ
ナミド-P、ジフェナミド、フェントラザミド、フルフェナセット、メフェナセト、メタザ
クロール、メトラクロール、メトラクロール-S、ナプロアニリド、ナプロパミド、ペトキ
サミド、ピペロホス、プレチラクロール、プロパクロール、プロピソクロール、ピロキサ
スルホン、テニルクロール、およびピロキサスルホンとは異なる式IIのイソキサゾリン化
合物：
【化５】

（式中、
　R1、R2、R3、R4、X、Yおよびnは以下の意味を有する：
　R1、R2、R3、R4は、互いに独立して、水素、ハロゲンまたはC1-C4-アルキルであり；
　Yは、フェニルであるか、炭素環員の他に環員として酸素、窒素および硫黄から選択さ
れる1、2または3個の同一または異なるヘテロ原子を含有する単環式の5、6、7、8、9また
は10員ヘテロシクリルであり、この場合、フェニルおよびヘテロシクリルは非置換である
か、ハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルキルおよびC1-C4-ハ
ロアルコキシから選択される1、2または3個の置換基Ryyを有しており、好ましくはフェニ
ルであるか、炭素環員の他に環員として1、2または3個の窒素原子を含有する5または6員
の芳香族ヘテロシクリル(ヘタリール)であり、ここで、フェニルおよびヘタリールは非置
換であるか、1、2または3個の置換基Ryyを有しており；
　Xは、酸素またはNHであり；
　nは、0または1である）；
　b11) セルロース生合成阻害剤のグループから：クロルチアミド、ジクロベニル、フル
ポキサムおよびイソキサベン；
　b12) 脱共役除草剤のグループから：ジノセブ、ジノテルブならびにDNOCおよびその塩
；
　b13) オーキシン除草剤のグループから：2,4-Dおよびその塩およびエステル、2,4-DBお
よびその塩およびエステル、アミノピラリドおよびその塩およびそのエステル、ベナゾリ
ン、ベナゾリンエチル、クロランベンおよびその塩およびエステル、クロメプロプ、クロ
ピラリドおよびその塩およびエステル、ジカンバおよびその塩およびエステル、ジクロル
プロプおよびその塩およびエステル、ジクロルプロプ-Pおよびその塩およびエステル、フ
ルロキシピル、フルロキシピルブトメチル、フルロキシピルメプチル、MCPAおよびその塩
およびエステル、MCPA-チオエチル、MCPBおよびその塩およびエステル、メコプロプおよ
びその塩およびエステル、メコプロプ-Pおよびその塩およびエステル、ピクロラムおよび
その塩およびエステル、キンクロラック、キンメラック、TBA (2,3,6)およびその塩およ
びエステル、トリクロピルおよびその塩およびエステル、ならびに5,6-ジクロロ-2-シク
ロプロピル-4-ピリミジンカルボン酸(CAS 858956-08-8)およびその塩およびエステル；
　b14) オーキシン輸送阻害剤のグループから：ジフルフェンゾピル、ジフルフェンゾピ
ルナトリウム、ナプタラムおよびナプタラムナトリウム；
　b15) 他の除草剤のグループから：ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレ
ノールメチル、シンメチリン、クミルロン、ダラポン、ダゾメット、ジフェンゾコート、
ジフェンゾコートメチルサルフェート、ジメチピン、DSMA、ダイムロン、エンドタールお
よびその塩、エトベンザニド、フラムプロプ、フラムプロプイソプロピル、フラムプロプ
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メチル、フラムプロプ-M-イソプロピル、フラムプロプ-M-メチル、フルレノール、フルレ
ノールブチル、フルルプリミドール、ホサミン、ホサミンアンモニウム、インダノファン
、マレインヒドラジド、メフルイジド、メタム、アジ化メチル、臭化メチル、メチルダイ
ムロン、ヨウ化メチル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペラルゴン酸、ピリブ
チカルブ、キノクラミン、トリアジフラム、トリジファン、ならびに6-クロロ-3-(2-シク
ロプロピル-6-メチルフェノキシ)-4-ピリダジノール(CAS 499223-49-3)およびその塩およ
びエステル。
【請求項１６】
　除草剤Bが次のものからなる群から選択される、請求項15に記載の組成物：
　b1) クレトジム、クロジナホッププロパルギル、シクロキシジム、シハロホップブチル
、ジクロホップメチル、フェノキサプロップ-P-エチル、フルアジホップ-P-ブチル、ハロ
キシホップ-P-メチル、メタミホップ、ピノキサデン、プロホキシジム、プロパキザホッ
プ、キザロホップ-P-エチル、キザロホップ-P-テフリル、セトキシジム、テプラロキシジ
ム、トラルコキシジム、ベンフレセート、ジメピペレート、EPTC、エスプロカルブ、エト
フメセート、モリネート、オルベンカルブ、プロスルホカルブ、チオベンカルブ、および
トリアレート；
　b2) アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロンメチル、ビスピリバックナ
トリウム、クロリムロンエチル、クロルスルフロン、クロランスラムメチル、シクロスル
ファムロン、ジクロスラム、エタメツルフロンメチル、エトキシスルフロン、フラザスル
フロン、フロラスラム、フルカルバゾンナトリウム、フルセトスルフロン、フルメツラム
、フルピルスルフロンメチルナトリウム、ホラムスルフロン、ハロスルフロンメチル、イ
マザメタベンズメチル、イマザモックス、イマザピック、イマザピル、イマザキン、イマ
ゼタピル、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、ヨードスルフロンメチルナトリウム、
メソスルフロン、メトスラム、メトスルフロンメチル、ニコスルフロン、オルソスルファ
ムロン(orthosulfamuron)、オキサスルフロン、ペノキススラム、プリミスルフロンメチ
ル、プロポキシカルバゾンナトリウム、プロスルフロン、ピラゾスルフロンエチル、ピリ
ベンゾキシム、ピリミスルファン、ピリフタリド、ピリミノバックメチル、ピリチオバッ
クナトリウム、ピロキシスラム(pyroxsulam)、リムスルフロン、スルホメツロンメチル、
スルホスルフロン、チエンカルバゾンメチル、チフェンスルフロンメチル、トリアスルフ
ロン、トリベヌロンメチル、トリフロキシスルフロン、トリフルスルフロンメチルおよび
トリトスルフロン；
　b3) アミカルバゾン、アトラジン、ベンタゾン、ベンタゾンナトリウム、ブロモキシニ
ルおよびその塩およびエステル、クロリダゾン、クロロトルロン、シアナジン、デスメジ
ファム、ジコートジブロミド、ジウロン、フルオメツロン、ヘキサジノン、イオキシニル
およびその塩およびエステル、イソプロツロン、レナシル、リニュロン、メタミトロン、
メタベンズチアズロン、メトリブジン、パラコート、パラコートジクロライド、フェンメ
ディファム、プロパニル、ピリデート、シマジン、テルブチラジン、およびチジアズロン
；
　b4) アシフルオルフェンナトリウム、ベンカルバゾン、ベンズフェンジゾン、ブタフェ
ナシル、カルフェントラゾンエチル、シニドンエチル、フルフェンピルエチル、フルミク
ロラックペンチル、フルミオキサジン、フルオログリコフェンエチル、ホメサフェン、ラ
クトフェン、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オキシフルオルフェン、ペントキサゾ
ン、ピラフルフェンエチル、スルフェントラゾン、2-クロロ-5-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-
2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-4-フルオロ-N-[(イソプロ
ピル)-メチルスルファモイル]ベンズアミド(CAS 372137-35-4)、エチル[3-[2-クロロ-4-
フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリ
ミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6)、N-エチル
-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロ-メチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カル
ボキサミド(CAS 452098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフル
オロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 915396-43-9)、
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ゾール-1-カルボキサミド(CAS 452099-05-7)、およびN-テトラヒドロフルフリル-3-(2-ク
ロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボ
キサミド(CAS 45100-03-7)；
　b5) アクロニフェン、ベフルブタミド(beflubutamid)、ベンゾビシクロン、クロマゾン
、ジフルフェニカン、フルロクロリドン、フルルタモン、イソキサフルトール、メソトリ
オン、ノルフルラゾン、ピコリナフェン、ピラスルホトール、ピラゾリネート、スルコト
リオン、テフリルトリオン、テンボトリオン、トプラメゾン、4-ヒドロキシ-3-[[2-[(2-
メトキシエトキシ)メチル]-6-(トリフルオロメチル)-3-ピリジル]カルボニル]ビシクロ-[
3.2.1]オクタ-3-エン-2-オン(CAS 352010-68-5)、および4-(3-トリフルオロメチルフェノ
キシ)-2-(4-トリフルオロメチルフェニル)ピリミジン(CAS 180608-33-7)；
　b6) グリホサート、グリホサートイソプロピルアンモニウムおよびグリホサートトリメ
シウム(スルホサート)；
　b7) グルホシネート、グルホシネートアンモニウム；
　b8) アシュラム；
　b9) ベンフルラリン、ジチオピル、エタルフルラリン、オリザリン、ペンジメタリン、
チアゾピル、およびトリフルラリン；
　b10) アセトクロール、アラクロール、アニロホス、ブタクロール、カフェンストロー
ル、ジメテナミド、ジメテナミド-P、フェントラザミド、フルフェナセット、メフェナセ
ト、メタザクロール、メトラクロール、S-メトラクロール、ナプロアニリド、ナプロパミ
ド、プレチラクロール、ピロキサスルホン、テニルクロール、および式II.1、II.2、II.3
、II.4、II.5、II.6、II.7、II.8およびII.9のイソキサゾリン化合物；
【化６】
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　b11) ジクロベニル、イソキサベン、フルポキサム；
　b13) 2,4-Dおよびその塩およびエステル、アミノピラリドおよびその塩およびそのエス
テル、クロピラリドおよびその塩およびエステル、ジカンバおよびその塩およびエステル
、ジクロルプロプ-Pおよびその塩およびエステル、フルロキシピルメプチル、MCPAおよび
その塩およびエステル、MCPBおよびその塩およびエステル、メコプロプ-Pおよびその塩お
よびエステル、ピクロラムおよびその塩およびエステル、キンクロラック、キンメラック
、トリクロピルおよびその塩およびエステル、ならびに5,6-ジクロロ-2-シクロプロピル-
4-ピリミジンカルボン酸(CAS 858956-08-8)およびその塩およびエステル；
　b14) ジフルフェンゾピルおよびジフルフェンゾピルナトリウム；
　b15) ブロモブチド、シンメチリン、クミルロン、ダラポン、ジフェンゾコート、ジフ
ェンゾコートメチルサルフェート、DSMA、ダイムロン(dymron)（=ダイムロン(daimuron)
）、フラムプロプ、フラムプロプイソプロピル、フラムプロプメチル、フラムプロプ-M-
イソプロピル、フラムプロプ-M-メチル、インダノファン、メタム、臭化メチル、MSMA、
オキサジクロメホン、ピリブチカルブ、トリアジフラム、トリジファン、ならびに6-クロ
ロ-3-(2-シクロプロピル-6-メチルフェノキシ)-4-ピリダジノール(CAS 499223-49-3)およ
びその塩およびエステル。
【請求項１７】
　除草剤Bが次のものからなる群から選択される、請求項15に記載の組成物：
　b1) クロジナホッププロパルギル、シクロキシジム、シハロホップブチル、フェノキサ
プロップ-P-エチル、ピノキサデン、プロホキシジム、テプラロキシジム、トラルコキシ
ジム、エスプロカルブ、プロスルホカルブ、チオベンカルブ、トリアレート；
　b2) ベンスルフロン-メチル、ビスピリバックナトリウム、シクロスルファムロン、フ
ルメツラム、フルピルスルフロン-メチル-ナトリウム、ホラムスルフロン、イマザモック
ス、イマザピック、イマザピル、イマザキン、イマゼタピル、イマゾスルフロン、ヨード
スルフロン、ヨードスルフロン-メチル-ナトリウム、メソスルフロン、ニコスルフロン、
ペノキススラム、プロポキシカルバゾン-ナトリウム、ピラゾスルフロン-エチル、ピロキ
シスラム、リムスルフロン、スルホスルフロン、チエンカルバゾン-メチル、トリトスル
フロン；
　b3) アトラジン、ジウロン、フルオメツロン、ヘキサジノン、イソプロツロン、メトリ
ブジン、パラコート、パラコートジクロライド、プロパニルおよびテルブチラジン；
　b4) フルミオキサジン、オキシフルオルフェン、スルフェントラゾン、2-クロロ-5-[3,
6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-4-フ
ルオロ-N-[(イソプロピル)メチルスルファモイル]ベンズアミド(CAS 372137-35-4)、およ
びエチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,
2,3,4-テトラヒドロ-ピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS
 353292-31-6)；
　b5) クロマゾン、ジフルフェニカン、フルロクロリドン、イソキサフルトール、メソト
リオン、ピコリナフェン、スルコトリオン、テフリルトリオン、テンボトリオン、トプラ
メゾン、および4-ヒドロキシ-3-[[2-[(2-メトキシエトキシ)メチル]-6-(トリフルオロメ
チル)-3-ピリジル]カルボニル]ビシクロ[3.2.1]オクタ-3-エン-2-オン(CAS 352010-68-5)
；
　b6) グリホサート、グリホサート-イソプロピルアンモニウムおよびグリホサート-トリ
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メシウム(スルホサート)；
　b7) グルホシネート、グルホシネートアンモニウム；
　b9) ペンジメタリンおよびトリフルラリン；
　b10) アセトクロール、カフェンストロール、ジメテナミド-P、フェントラザミド、フ
ルフェナセット、メフェナセト、メタザクロール、S-メトラクロール、ピロキサスルホン
、および請求項16で定義した式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、II.7、II.8および
II.9のイソキサゾリン化合物；
　b11) イソキサベン；
　b13) 2,4-Dおよびその塩およびエステル、アミノピラリドおよびその塩およびそのエス
テル、クロピラリドおよびその塩およびエステル、ジカンバおよびその塩およびエステル
、フルロキシピル-メプチル、キンクロラック、キンメラック、および5,6-ジクロロ-2-シ
クロプロピル-4-ピリミジンカルボン酸(CAS 858956-08-8) およびその塩およびエステル
；
　b14) ジフルフェンゾピルおよびジフルフェンゾピルナトリウム；
　b15) ダイムロン、インダノファン、オキサジクロメホンおよびトリアジフラム。
【請求項１８】
　b1)、b2)、b3)、b4)、b5)、b9)、b11)およびb13)のクラスの除草剤から選択される少な
くとも1種の活性化合物を含む、請求項1～17のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項１９】
　b10)のクラスの除草剤から選択される少なくとも1種の活性化合物を含む、請求項1～18
のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項２０】
　ベノキサコール(benoxacor)、クロキントセット(cloquintocet)、シオメトリニル、シ
プロスルファミド、ジクロルミド、ジシクロノン、ジエトレート、フェンクロラゾール、
フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール、イソキサジフェン、
メフェンピル(mefenpyr)、メフェネート(mephenate)、MON4660[CAS RN 71526-07-3]、ナ
フタル酸無水物、オキサベトリニル、4-(ジクロロアセチル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4.5
]デカン(MON4660、CAS 71526-07-3)、および2,2,5-トリメチル-3-(ジクロロアセチル)-1,
3-オキサゾリジン(R-29148、CAS 52836-31-4)からなる群から選択される少なくとも1種の
薬害軽減剤Cを含む、請求項1～19のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項２１】
　成分A対成分Bの重量比が500：1～1：500の範囲にある、請求項1～20のいずれか1項に記
載の組成物。
【請求項２２】
　成分A対成分Cの重量比が100：1～1：100の範囲にある、請求項21に記載の組成物。
【請求項２３】
　成分B対成分Cの重量比が500：1～1：500の範囲にある、請求項21に記載の組成物。
【請求項２４】
　少なくとも1種の式Iで表されるピペラジンジオン活性化合物と、除草剤Bおよび薬害軽
減剤Cから選択される少なくとも1種のさらなる活性化合物とを含む活性化合物の組み合わ
せ、ならびに少なくとも1種の固体担体または液体担体および／または1種または複数の界
面活性剤を含んでなる、一成分組成物として製剤化された作物保護組成物の形態の請求項
1～23のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項２５】
　少なくとも1種の式Iで表されるピペラジンイオン化合物、固体担体もしくは液体担体お
よび／または1種または複数の界面活性剤を含む第1成分と、除草剤Bおよび薬害軽減剤Cか
ら選択される少なくとも1種のさらなる活性化合物、固体担体もしくは液体担体および／
または1種または複数の界面活性剤を含む第2の成分とを含んでなる、二成分組成物として
製剤化された作物保護組成物の形態の請求項1～23のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項２６】
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　除草有効量の請求項1～25のいずれか1項に記載の組成物を植物、その生育地または種子
に作用させる、不要な植物を防除する方法。
【請求項２７】
　請求項1～25のいずれか1項に記載の組成物を、不要な植物の出芽の前、出芽中および／
または出芽後に施用し、その際、除草有効成分のA)およびB)および／またはC)を同時また
は逐次に施用する、請求項26に記載の方法。
【請求項２８】
　不要な植物および作物植物の葉を処理する、請求項26に記載の方法。
【請求項２９】
　不要な植物を防除するための請求項1～25のいずれか1項に記載の組成物の使用。
【請求項３０】
　以下の植物種の作物において不要な植物を防除するための請求項1～25のいずれか1項に
記載の組成物の使用：タマネギ(Allium cepa)、パイナップル(Ananas comosus)、ラッカ
セイ(Arachis hypogaea)、アスパラガス(Asparagus officinalis)、カラスムギ(Avena sa
tiva)、サトウダイコンのアルチッシマ種(Beta vulgaris spec. altissima)、テンサイ(B
eta vulgaris spec. rapa)、セイヨウアブラナの変種ナプス(Brassica napus var. napus
)、セイヨウアブラナの変種ナポプラシーカ（Brassica napus var．napobrassica)、アブ
ラナの変種シルベストリス(Brassica rapa var. silvestris)、キャベツ(Brassica olera
cea)、クロカラシ(Brassica nigra)、チャの樹(Camellia sinensis)、ベニバナ(Carthamu
s tinctorius)、ペカン(Carya illinoinensis)、レモン(Citrus limon)、スイートオレン
ジ(Citrus sinensis)、アラビアコーヒーの樹(Coffea arabica)(カネフォラコーヒーの樹
(Coffea canephora)、リベリカコーヒーの樹(Coffea liberica))、キュウリ(Cucumis sat
ivus)、バーミューダグラス(Cynodon dactylon)、ニンジン(Daucus carota)、アブラヤシ
(Elaeis guineensis)、ワイルドストロベリー(Fragaria vesca)、ダイズ(Glycine max)、
リクチワタ(Gossypium hirsutum)、(キダチワタ(Gossypium arboreum)、シロバナワタ(Go
ssypium herbaceum)、カイトウワタ(Gossypium vitifolium))、ヒマワリ(Helianthus ann
uus)、パラゴムの樹(Hevea brasiliensis)、オオムギ(Hordeum vulgare)、ホップ(Humulu
s lupulus)、サツマイモ(Ipomoea batatas)、カシグルミ(Juglans regia)、レンズマメ(L
ens culinaris)、アマ(Linum usitatissimum)、トマト(Lycopersicon lycopersicum)、リ
ンゴ属の種(Malus spec.)、キャッサバ(Manihot esculenta)、アルファルファ(Medicago 
sativa)、バショウ属の種(Musa spec.)、タバコ(Nicotiana tabacum (N. rustica))、オ
リーブ(Olea europaea)、イネ(Oryza sativa)、ライマメ(Phaseolus lunatus)、サヤイン
ゲン(Phaseolus vulgaris)、ヨーロッパトウヒ(Picea abies)、マツ属の種(Pinus spec.)
、ピスタチオナッツの樹(Pistacia vera)、エンドウ(Pisum sativum)、アンズ(Prunus ar
meniaca)、サクランボ(Prunus avium)、サワーチェリー(Prunus cerasus)、アーモンドの
樹(Prunus dulcis)、西洋スモモ(Prunus domestica)、モモ(Prunus persica)、セイヨウ
ナシ(Pyrus communis)、スグリ(Ribes sylvestre)、トウゴマ(Ricinus communis)、サト
ウキビ(Saccharum officinarum)、ライムギ(Secale cereale)、シロガラシ(Sinapis alba
)、ジャガイモ(Solanum tuberosum)、モロコシ(Sorghum bicolor、トウキビ(s. vulgare)
)、カカオの樹(Theobroma cacao)、アカツメクサ(Trifolium pratense)、ライコムギ(Tri
ticale)、コムギ(Triticum aestivum)、デュラムコムギ(Triticum durum)、ソラマメ(Vic
ia faba)、ブドウ(Vitis vinifera)、およびトウモロコシ(Zea mays)。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも1種のピペラジンジオン化合物と、除草活性化合物(herbicidally
 active compounds)および薬害軽減剤(safeners)から選択される少なくとも1種のさらな
る化合物とを含む除草活性組成物(herbicidally active compositions)に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　作物保護組成物においては、基本的に、活性化合物の特異的活性とその作用の信頼性を
高めることが望ましい。特に、作物保護組成物が有害植物を効果的に防除するのと同時に
、対象の有用植物には耐容されることが望まれる。また、有害植物を同時に防除すること
ができる広範囲の活性スペクトルを持つことも望まれる。多くの場合、これは、単一の除
草活性化合物を利用することでは達成することができない。
【０００３】
　非常に有効な除草剤を数多く使用すると、有用植物、特に双子葉作物（例えば、ワタ、
アブラナなど）、およびイネ科植物（例えば、オオムギ、キビ、トウモロコシ、イネ、コ
ムギおよびサトウキビなど）と除草剤の適合性は必ずしも満足できるものとは限らず、す
なわち、有害植物だけでなく、作物植物までもが許容できない程度にまで損傷を受けると
いう問題がある。施用量を減らすことによって、それらの有用植物を保護することはでき
るが、当然のことながら、有害植物の防除の程度も低下してしまう。
【０００４】
　またしばしば、所望の除草作用を得るため、除草剤を短時間の枠内でのみ施用すること
が可能であるが、この時間枠は天候条件によって予測不可能な影響を受けることがあり得
るという問題がある。
【０００５】
　また、異なる特異的活性を有する除草剤の特定の組み合わせは、その相乗効果により除
草剤成分の活性を高めることが知られている。この方法で、有害植物を防除するのに必要
な除草活性化合物の施用量を減らすことができる。
【０００６】
　さらに、特異的に作用する除草剤を有機活性化合物（それらの一部は除草活性を有して
いることもある）と共に同時施用するような場合、作物植物への適合性が改善され得るこ
とが知られている。これらの場合、この活性化合物は解毒剤または拮抗剤として作用して
おり、また、当該活性化合物は作物植物への損傷を低減または予防することから、薬害軽
減剤とも呼ばれている。
【０００７】
　先行の特許出願PCT/EP2006/070271(= WO 2007/077201)には、3位および6位に、それぞ
れの場合、メチレン基を介して結合されているアリール基またはヘタリール基を有する、
2,5-ジケトピペラジン化合物が記載されている。
【０００８】
　また先行の特許出願PCT/EP2007/050067(= WO 2007/077247)には、3位にメチン基を介し
て結合されているアリール基またはヘタリール基を有し、6位にメチレン基を介して結合
されているアリール基またはヘタリール基を有する、2,5-ジケトピペラジン化合物が記載
されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、不要な有害植物に対して活性の高い除草用組成物を提供することであ
る。また同時に、当該組成物は有用植物との良好な適合性を有しているものである。さら
に、本発明による組成物は、広範囲の活性スペクトルを有しているものでもある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本目的およびさらなる目的は、下記の除草活性組成物によって達成される。
【００１１】
　したがって、本発明は、
　A)　式I：
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【化１】

【００１２】
（式中、
　Rx、Ryは、各々水素であるか、または一緒になって化学結合であり；
　R1は、シアノまたはニトロであり；
　R2は、水素、フッ素、塩素、C1-C2-アルキル、エテニルまたはC1-C2-アルコキシであり
；
　R3は、フッ素または水素であり；
　R4は、メチルであり；
　R5は、水素、メチルまたはエチルであり；
　R6は、水素、メチルまたはエチルであり；
　R7は、水素またはハロゲンである）
で表される少なくとも1種のピペラジンジオン化合物と、
　B)　以下のb1)～b15)のクラスの除草剤：
　b1) 脂質生合成阻害剤；
　b2) アセト乳酸合成酵素阻害剤(ALS阻害剤)；
　b3) 光合成阻害剤；
　b4) プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤、
　b5) 白化除草剤(bleacher herbicides)；
　b6) エノールピルビルシキミ酸3-リン酸合成酵素阻害剤(EPSP阻害剤)；
　b7) グルタミン合成酵素阻害剤；
　b8) 7,8-ジヒドロプテロイン酸合成酵素阻害剤(DHP阻害剤)；
　b9) 有糸分裂阻害剤；
　b10) 長鎖脂肪酸合成阻害剤(VLCFA阻害剤)；
　b11) セルロース生合成阻害剤；
　b12) 脱共役除草剤；
　b13) オーキシン除草剤；
　b14) オーキシン輸送阻害剤；
　b15) ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレノール-メチル、シンメチリン
、クミルロン、ダラポン、ダゾメット、ジフェンゾコート、ジフェンゾコート-メチルサ
ルフェート、ジメチピン、DSMA、ダイムロン、エンドタールおよびその塩、エトベンザニ
ド、フラムプロプ、フラムプロプ-イソプロピル、フラムプロプ-メチル、フラムプロプ-M
-イソプロピル、フラムプロプ-M-メチル、フルレノール、フルレノール-ブチル、フルル
プリミドール、ホサミン、ホサミン-アンモニウム、インダノファン、マレインヒドラジ
ド、メフルイジド、メタム、アジ化メチル、臭化メチル、メチル-ダイムロン、ヨウ化メ
チル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペラルゴン酸、ピリブチカルブ、キノク
ラミン、トリアジフラム、トリジファン、および6-クロロ-3-(2-シクロプロピル-6-メチ
ルフェノキシ)-4-ピリダジノール(CAS 499223-49-3)とその塩およびエステルからなる群
から選択される他の除草剤；ならびに、
　C)　薬害軽減剤
から選択される少なくとも1種のさらなる活性化合物
とを含む除草活性組成物に関する。
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【００１３】
　特に本発明は、上記で定義した、少なくとも1種のピペラジンジオン化合物Aと、除草剤
Bおよび薬害軽減剤Cから選択される少なくとも1種のさらなる化合物とを含んでなる除草
活性有効量の活性化合物の組み合わせと、さらに少なくとも1種の液体担体および／また
は固体担体ならびに／あるいは1種または複数の界面活性剤とを含み、所望により、作物
保護組成物で慣用されている1種または複数のさらなる補助剤を含む、除草活性作物保護
組成物の形態の組成物に関する。
【００１４】
　また本発明は、式Iで表される少なくとも1種のピペラジンジオン化合物と、除草剤Bお
よび薬害軽減剤Cから選択される少なくとも1種のさらなる化合物とを含んでなる活性化合
物の組み合わせと、少なくとも1種の液体担体もしくは固体担体および／または1種もしく
は複数の界面活性剤とを含み、所望により、作物保護組成物で慣用されている1種または
複数のさらなる補助剤を含む、一成分組成物として製剤化された作物保護組成物の形態の
組成物に関する。
【００１５】
　また本発明は、式Iで表される少なくとも1種のピペラジンジオン化合物、固体担体もし
くは液体担体および／または1種もしくは複数の界面活性剤を含む第1の成分と、除草剤B
および薬害軽減剤Cから選択される少なくとも1種のさらなる化合物、固体担体もしくは液
体担体および／または1種もしくは複数の界面活性剤を含む第2の成分とを含み、この場合
、両成分は作物保護組成物で慣用されているさらなる補助剤を含んでいてもよい、二成分
組成物として製剤化された作物保護組成物の形態の組成物に関する。
【００１６】
　驚いたことに、一般式Iで表される少なくとも1種のピペラジンジオン化合物と少なくと
も1種の除草剤Bとを含む本発明による組成物は、個別の化合物に関して確認されている除
草活性に基づいて予測されたものよりも優れた除草活性（すなわち、有害植物に対するよ
り優れた活性）を有しているか、より広範囲の活性スペクトルを有している。個別の化合
物に基づいて予想される混合物に関する除草活性は、コルビー(Colby)の式を用いて算出
することができる(下記参照)。確認された活性が個別の化合物に関して予想される加法的
活性を超える場合、相乗作用が存在すると言える。
【００１７】
　さらに、所望の除草作用を得ることができる時間枠が、一般式Iで表される少なくとも1
種のピペラジンジオン化合物と、少なくとも1種の除草剤Bとを含み、場合により薬害軽減
剤Cを含む、本発明による組成物により延長され得る。これにより、本発明による組成物
を施用する場合、単一の化合物に比べると、時間的により融通がきくようになる。
【００１８】
　さらに、一般式Iで表される少なくとも1種のピペラジンジオン化合物と、少なくとも1
種のCとして記載した化合物とを両方含む本発明による組成物もまた、有害植物に対して
優れた除草活性を有し、かつ有用植物との良好な適合性を有する。
【００１９】
　驚いたことに、一般式Iで表される少なくとも1種のピペラジンジオン化合物と、少なく
とも1種の除草剤Bと、少なくとも1種のCとして記載した化合物とを含む本発明による組成
物は、個別の化合物に関して確認されている除草活性に基づいて予想されたものよりも優
れた除草活性（すなわち、有害植物に対するより優れた活性）を有しているか、より広範
囲の活性スペクトルを有し、かつ、1種の化合物Iおよび1種の除草剤Bのみを含む組成物に
比べると有用植物との適合性がより良好である。
【００２０】
　さらに本発明は、特に作物植物が栽培される場合に、例えば以下の作物植物の収穫にお
いて、不要な植物(unwanted vegetation)を防除する方法に関する：タマネギ(Allium cep
a)、パイナップル(Ananas comosus)、ラッカセイ(Arachis hypogaea)、アスパラガス(Asp
aragus officinalis)、カラスムギ(Avena sativa)、サトウダイコンのアルチッシマ種(Be
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ナの変種ナプス(Brassica napus var. napus)、セイヨウアブラナの変種ナポプラシーカ
（Brassica napus var．napobrassica) 、アブラナの変種シルベストリス(Brassica rapa
 var. silvestris)、キャベツ(Brassica oleracea)、クロカラシ(Brassica nigra)、チャ
の樹(Camellia sinensis)、ベニバナ(Carthamus tinctorius)、ペカン(Carya illinoinen
sis)、レモン(Citrus limon)、スイートオレンジ(Citrus sinensis)、アラビアコーヒー
の樹(Coffea arabica)(カネフォラコーヒーの樹(Coffea canephora)、リベリカコーヒー
の樹(Coffea liberica))、キュウリ(Cucumis sativus)、バーミューダグラス(Cynodon da
ctylon)、ニンジン(Daucus carota)、アブラヤシ(Elaeis guineensis)、ワイルドストロ
ベリー(Fragaria vesca)、ダイズ(Glycine max)、リクチワタ(Gossypium hirsutum)、（
キダチワタ(Gossypium arboreum)、シロバナワタ(Gossypium herbaceum)、カイトウワタ(
Gossypium vitifolium))、ヒマワリ(Helianthus annuus)、パラゴムの樹キ(Hevea brasil
iensis)、オオムギ(Hordeum vulgare)、ホップ(Humulus lupulus)、サツマイモ(Ipomoea 
batatas)、カシグルミ(Juglans regia)、レンズマメ(Lens culinaris)、アマ(Linum usit
atissimum)、トマト(Lycopersicon lycopersicum)、リンゴ属の種(Malus spec.)、キャッ
サバ(Manihot esculenta)、アルファルファ(Medicago sativa)、バショウ属の種(Musa sp
ec.)、タバコ(Nicotiana tabacum (N. rustica))、オリーブ(Olea europaea)、イネ(Oryz
a sativa)、ライマメ(Phaseolus lunatus)、サヤインゲン(Phaseolus vulgaris)、ヨーロ
ッパトウヒ(Picea abies)、マツ属の種(Pinus spec.)、ピスタチオナッツの樹(Pistacia 
vera)、エンドウ(Pisum sativum)、サクランボ(Prunus avium)、モモ(Prunus persica)、
セイヨウナシ(Pyrus communis)、アンズ(Prunus armeniaca)、サワーチェリー(Prunus ce
rasus)、アーモンドの樹(Prunus dulcis)、および西洋スモモ(prunus domestica)、スグ
リ(Ribes sylvestre)、トウゴマ(Ricinus communis)、サトウキビ(Saccharum officinaru
m)、ライムギ(Secale cereale)、シロガラシ(Sinapis alba)、ジャガイモ(Solanum tuber
osum)、モロコシ(Sorghum bicolor、トウキビ(s. vulgare))、カカオの樹(Theobroma cac
ao)、アカツメクサ(Trifolium pratense)、コムギ(Triticum aestivum)、ライコムギ(Tri
ticale)、デュラムコムギ(Triticum durum)、ソラマメ(Vicia faba)、ブドウ(Vitis vini
fera)、トウモロコシ(Zea mays)、特に禾穀類、トウモロコシ、ダイズ、イネ、アブラナ
、ワタ、ジャガイモ、ピーナッツの作物または樹園地の作物、ならびに、遺伝子工学また
は品種改良によって、1種または複数の除草剤に耐性のある作物または昆虫による攻撃に
抵抗性のある作物。
【００２１】
　また本発明は、植物の乾燥(desiccation)または落葉(defoliation)のための方法に関す
る。後者の方法においては、成分A)およびB)、必要に応じてC)を含む除草活性化合物が製
剤化され、一緒にまたは別々に施用されるかどうか、ならびに、別々の施用の場合には、
どのような順序で施用が行なわれるかは重要でない。
【００２２】
　式Iの置換基R1～R7の定義で記載されている有機部分は、ハロゲンという語と同様に、
個々の基の構成員の個々の列挙のための集合的な用語である。接頭辞Cn～Cmは、いずれの
場合にも、当該基における可能な炭素原子の数を示す。したがって、C1-C2-アルキルはメ
チルまたはエチルである。C1-C2-アルコキシはメトキシまたはエトキシである。アリール
は、6～14個の炭素原子を有する単環式または多環式の芳香族炭化水素基を意味し、例え
ばフェニル、ナフチル、アントラセニルまたはフェナントレニルであり、好ましくはフェ
ニルまたはナフチルである。
【００２３】
　本発明の第1の好ましい実施形態によれば、本組成物は、式IのRxおよびRyが一緒になっ
て共有結合である、式Iで表される少なくとも1種の化合物を活性化合物または成分Aとし
て含む。これ以降、これらの化合物は化合物I.aともいう。
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【化２】

【００２４】
　式I.aでは、R1、R2、R3、R4、R5、R6およびR7は上記の意味を有する。式I.aのR3がフッ
素である場合、R3は特に基R2に対してオルト位に位置する。R7がハロゲンである場合、R7

は特にフェニル環の結合点に対してパラ位に位置する。R7がハロゲンである場合、好まし
いのは、特にR7がフェニル環の結合点に対してメタ位に位置する式I.aの化合物である。
これ以降、R3が基R2に対してオルト位に位置し、R7がフェニル環の結合点に対してメタ位
またはパラ位に位置する式I.aの化合物は、化合物I.aaともいう。
【００２５】
　成分Aとして少なくとも1種の化合物I.aを含む組成物のうち、好ましいのは、式I.aの化
合物が(Z)異性体の形態で存在するか、またはZ異性体を主として含むZ異性体とE異性体の
混合物の形態で存在する組成物である。これらのうち、好ましいのは純粋なZ異性体であ
るか、E/Z比が1：2以下(特に1：5以下)である異性体混合物である。
【００２６】
　基R6を有する炭素原子で、式Iで表される化合物はキラル中心を有する。本発明の好ま
しい実施形態は、下記の式I.a-Sで表される純粋なエナンチオマー（式中、R1、R2、R3、R
4、R5、R6およびR7は上記の意味の1つを有し、特に、好ましいものとして、または特に好
ましいものとして下記に示した意味の1つを有する）に関し、また、エナンチオマー過剰
の式I.a-Sで表されるエナンチオマーを有するエナンチオマー混合物に関する。
【化３】

【００２７】
　式I.a-S中のR3がフッ素である場合、R3は特に基R2に対してオルト位に位置する。R7が
ハロゲンである場合、R7は特にフェニル環の結合点に対してパラ位に位置する。またR7が
ハロゲンである場合、R7がフェニル環の結合点に対してメタ位に位置する、式I.a-Sで表
される化合物も特に好ましい。これ以降、R3が基R2に対してオルト位に位置し、R7がフェ
ニル環の結合点に対してメタ位またはパラ位に位置する式I.a-Sで表される化合物は化合
物I.aa-Sともいう。
【００２８】
　エナンチオマー過剰率は、少なくとも70％、特に少なくとも80％、とりわけ少なくとも
90％のee値(エナンチオマー過剰率(enantiomeric excess))を意味するのが好ましい。さ
らに、エナンチオマーI.a-Sの農業上適切な塩も好ましく、またエナンチオマー過剰の式I
.a-Sのエナンチオマーを有するエナンチオマーの塩の混合物も好ましい。
【００２９】
　同様に好ましい本発明の別の実施形態は、活性化合物または成分Aとして、少なくとも1
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種の化合物I.a-Sとその光学対掌体I.a-Rとのラセミ混合物を含む組成物に関する。
【００３０】
　本発明の別の実施形態によれば、本組成物は、式IのRxおよびRyが各々水素である式Iで
表される少なくとも1種の化合物を成分Aとして含む。これ以降、これらの化合物は化合物
I.bともいう。
【化４】

【００３１】
　式I.bでは、R1、R2、R3、R4、R5、R6およびR7は上記の意味を有する。式I.b中のR3がフ
ッ素である場合、R3は特に基R2に対してオルト位に位置する。R7がハロゲンである場合、
R7は特にフェニル環の結合点に対してパラ位に位置する。R7がハロゲンである場合、R7が
フェニル環の結合点に対してメタ位に位置する化合物I.bも特に好ましい。これ以降、R3

が基R2に対してオルト位に位置し、R7がフェニル環の結合点に対してメタ位またはパラ位
に位置する式I.bの化合物を化合物I.bbともいう。
【００３２】
　ピペラジン環の3位および6位の炭素原子で、式I.bの化合物はそれぞれキラル中心を有
する。好ましいのは、3位および6位のベンジルの基がピペラジン環に関してシス配置であ
る式I.bのそれらの化合物である。すなわちS,Sエナンチオマー(S,S)-I.b、R,Rエナンチオ
マー(R,R)-I.b、およびそれらの混合物である。また、シス化合物(群)が過剰に存在する
、シス化合物(群)とトランス化合物(群)との混合物が好ましく、特に、シス/トランス比
が少なくとも2：1、特に少なくとも5：1であるシス/トランス混合物が好ましい。

【化５】

【００３３】
　式(S,S)-I.bおよび(R,R)-I.bでは、R1、R2、R3、R4、R5、R6およびR7は上記の意味を有
する。式I.b中のR3がフッ素である場合、R3は基R2に対して特にオルト位に位置する。R7

がハロゲンである場合、R7はフェニル環の結合点に対して特にパラ位に位置する。またR7

がハロゲンである場合、R7はフェニル環の結合点に対して特にメタ位にも位置する。
【００３４】
　本発明の特に好ましい実施形態は、成分Aとして、式(S,S)-I.bで表されるS,Sエナンチ
オマー、またエナンチオマーの混合物、およびS,Sエナンチオマーが主成分で、好ましく
は化合物Iの少なくとも70％、特に少なくとも80％、とりわけ少なくとも90％を占めるI.b
で表されるジアステレオマーの混合物を含む組成物に関する。さらに、エナンチオマー(S
,S)-I.bの農業上適切な塩も好ましく、またエナンチオマーの混合物、およびS,Sエナンチ
オマーが主成分で、好ましくは化合物Iの少なくとも70％、特に少なくとも80％、とりわ
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け少なくとも90％を占めるジアステレオマーの塩の混合物も好ましい。さらに好ましい別
の実施形態は、成分Aとして、S,Sエナンチオマー(S,S)-I.bとR,Rエナンチオマー(R,R)-I.
bのラセミ混合物を含む組成物に関する。
【００３５】
　好ましい実施形態によれば、R6は水素である。さらなる好ましい実施形態によれば、R6

はメチルまたはエチルである。
【００３６】
　それに関して独立して、可変部分R2、R3、R4、R5、R6およびR7は、互いに独立に、以下
の意味の1つを有するのが好ましい：
R2：水素、フッ素、塩素、メチルまたはメトキシ、特に水素、フッ素または塩素；
R3：水素またはフッ素；
R4：メチル；
R5：メチル；
R6：メチル；
R7：水素またはフッ素。
【００３７】
　成分Aとして本発明による組成物を成分とする式Iの好ましい化合物は下記の化合物I-1
～I-102であり、特にそれらのZ異性体、とりわけピペラジン環の6位の炭素がS立体配置で
あるZ異性体である。
【００３８】
　I-1　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]ベンゾ
ニトリル、
　I-2　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-フ
ルオロベンゾニトリル、
　I-3　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3,4-
ジフルオロベンゾニトリル、
　I-4　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-メ
トキシ-ベンゾニトリル、
　I-5　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-エ
テニルベンゾニトリル、
　I-6　2-[5-(4-フルオロベンジル)l-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]ベンゾニトリル、
　I-7　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　I-8　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-9　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　I-10　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3-エテニルベンゾニトリル、
　I-11　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピペラジン-2,5
-ジオン、
　I-12　3-ベンジル-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピ
ペラジン-2,5-ジオン、
　I-13　3-ベンジル-6-[1-(2-エテニル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピ
ペラジン-2,5-ジオン、
　I-14　3-ベンジル-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピ
ペラジン-2,5-ジオン、
　I-15　3-ベンジル-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチ
ルピペラジン-2,5-ジオン、
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　I-16　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピ
ペラジン-2,5-ジオン、
　I-17　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4
-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-18　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-
ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-19　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4
-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-20　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]
-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-21　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]
ベンゾニトリル、
　I-22　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-
3-フルオロベンゾニトリル、
　I-23　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-
3-メトキシベンゾニトリル、
　I-24　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-
3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-25　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-
3-メチルベンゾニトリル、
　I-26　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]ベン
ゾニトリル、
　I-27　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-フ
ルオロベンゾニトリル、
　I-28　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-メ
トキシベンゾニトリル、
　I-29　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3,4-
ジフルオロベンゾニトリル、
　I-30　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-3-メ
チルベンゾニトリル、
　I-31　2-[5-ベンジル-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメ
チル]-ベンゾニトリル、
　I-32　2-[5-ベンジル-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメ
チル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　I-33　2-[5-ベンジル-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメ
チル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　I-34　2-[5-ベンジル-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメ
チル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-35　2-[5-ベンジル-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメ
チル]-3-メチルベンゾニトリル、
　I-36　2-[5-ベンジル-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]
ベンゾニトリル、
　I-37　2-[5-ベンジル-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]
-3-フルオロベンゾニトリル、
　I-38　2-[5-ベンジル-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]
-3-メトキシベンゾニトリル、
　I-39　2-[5-ベンジル-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]
-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-40　2-[5-ベンジル-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]
-3-メチルベンゾニトリル、
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　I-41　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチルピペラジン
-2,5-ジオン、
　I-42　3-ベンジル-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチ
ルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-43　3-ベンジル-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリ
メチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-44　3-ベンジル-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチ
ルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-45　3-ベンジル-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチル
ピペラジン-2,5-ジオン、
　I-46　3-ベンジル-6-[1-(2-エテニル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチ
ルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-47　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピペラジン-2,5
-ジオン、
　I-48　3-ベンジル-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピ
ペラジン-2,5-ジオン、
　I-49　3-ベンジル-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチ
ルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-50　3-ベンジル-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピ
ペラジン-2,5-ジオン、
　I-51　3-ベンジル-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピペ
ラジン-2,5-ジオン、
　I-52　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)-メチリデン]-3-エチル-1,4-ジメチルピペ
ラジン-2,5-ジオン、
　I-53　3-ベンジル-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-ジ
メチル-ピペラジン-2,5-ジオン、
　I-54　3-ベンジル-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,
4-ジメチル-ピペラジン-2,5-ジオン、
　I-55　3-ベンジル-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-ジ
メチル-ピペラジン-2,5-ジオン、
　I-56　3-ベンジル-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-ジメ
チル-ピペラジン-2,5-ジオン、
　I-57　3-ベンジル-6-[1-(2-エテニル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-ジ
メチル-ピペラジン-2,5-ジオン、
　I-58　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-メチルピペラジ
ン-2,5-ジオン、
　I-59　3-ベンジル-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)-メチリデン]-3-エチル-1-メ
チルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-60　3-ベンジル-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-
メチル-ピペラジン-2,5-ジオン、
　I-61　3-ベンジル-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-メチ
ル-ピペラジン-2,5-ジオン、
　I-62　3-ベンジル-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-メチル
ピペラジン-2,5-ジオン、および、
　I-63　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-ベンゾニトリル、
　I-64　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　I-65　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-3-メトキシベンゾニトリル、
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　I-66　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-67　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-3-メチルベンゾニトリル、
　I-68　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]ベンゾニトリル、
　I-69　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　I-70　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　I-71　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-72　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデン
メチル]-3-メチルベンゾニトリル、
　I-73　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2
-イリデンメチル]-ベンゾニトリル、
　I-74　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2
-イリデンメチル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　I-75　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2
-イリデンメチル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　I-76　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2
-イリデンメチル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-77　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2
-イリデンメチル]-3-メチルベンゾニトリル、
　I-78　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イ
リデンメチル]-ベンゾニトリル、
　I-79　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イ
リデンメチル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　I-80　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イ
リデンメチル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　I-81　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イ
リデンメチル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-82　2-[5-(4-フルオロベンジル)-5-エチル-1-メチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イ
リデンメチル]-3-メチルベンゾニトリル、
　I-83　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4-トリメチ
ルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-84　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3
,4-トリメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-85　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]
-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-86　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3
,4-トリメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-87　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3,4
-トリメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-88　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-ジメチルピ
ペラジン-2,5-ジオン、
　I-89　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3
-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-90　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]
-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
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　I-91　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3
-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-92　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-1,3-
ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-93　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1,4-
ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-94　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-
エチル-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-95　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]
-3-エチル-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-96　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-
エチル-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-97　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エ
チル-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-98　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エチル-1-メ
チルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-99　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-フルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-
エチル-1-メチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-100　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロフェニル)メチリデン
]-3-エチル-1-メチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-101　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メトキシ-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-
エチル-1-メチルピペラジン-2,5-ジオン、および、
　I-102　3-(4-フルオロベンジル)-6-[1-(2-メチル-6-ニトロフェニル)メチリデン]-3-エ
チル-1-メチルピペラジン-2,5-ジオン。
【００３９】
　成分Aとして本発明による組成物を成分とする式Iの好ましい化合物は、さらに、下記に
示す化合物I-103～I-146であり、特にそれらのシス異性体、とりわけそれらのS,S異性体
である。
【００４０】
　I-103　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]ベン
ゾニトリル、
　I-104　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-
フルオロベンゾニトリル、
　I-105　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-
メトキシベンゾニトリル、
　I-106　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3,4
-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-107　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]ベンゾニ
トリル、
　I-108　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-フル
オロベンゾニトリル、
　I-109　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-メト
キシベンゾニトリル、
　I-110　2-[5-ベンジル-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3,4-ジ
フルオロベンゾニトリル、
　I-111　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]ベンゾニ
トリル、
　I-112　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-フル
オロベンゾニトリル、
　I-113　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3-メト
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キシベンゾニトリル、
　I-114　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-3,4-ジ
フルオロベンゾニトリル、
　I-115　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イ
ルメチル]ベンゾニトリル、
　I-116　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イ
ルメチル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　I-117　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イ
ルメチル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　I-118　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イ
ルメチル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-119　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメ
チル]ベンゾニトリル、
　I-120　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメ
チル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　I-121　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメ
チル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　I-122　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,5-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメ
チル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-123　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメ
チル]ベンゾニトリル、
　I-124　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメ
チル]-3-フルオロベンゾニトリル、
　I-125　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメ
チル]-3-メトキシベンゾニトリル、
　I-126　2-[5-(4-フルオロベンジル)-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメ
チル]-3,4-ジフルオロベンゾニトリル、
　I-127　3-ベンジル-6-(2-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-128　3-ベンジル-6-(2-フルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2
,5-ジオン、
　I-129　3-ベンジル-6-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラジ
ン-2,5-ジオン、
　I-130　3-ベンジル-6-(2-メトキシ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2
,5-ジオン、
　I-131　3-ベンジル-6-(2-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-132　3-ベンジル-6-(2-フルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-
ジオン、
　I-133　3-ベンジル-6-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-2
,5-ジオン、
　I-134　3-ベンジル-6-(2-メトキシ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-
ジオン、
　I-135　3-ベンジル-6-(2-ニトロベンジル)-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-136　3-ベンジル-6-(2-フルオロ-6-ニトロベンジル)-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-
ジオン、
　I-137　3-ベンジル-6-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロベンジル)-1,4-ジメチルピペラジン-2
,5-ジオン、
　I-138　3-ベンジル-6-(2-メトキシ-6-ニトロベンジル)-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-
ジオン、
　I-139　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチルピペラジン-
2,5-ジオン、
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　I-140　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-フルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチル
ピペラジン-2,5-ジオン、
　I-141　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメ
チルピペラジン-2,5-ジオン、
　I-142　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-メトキシ-6-ニトロベンジル)-1,3,4-トリメチル
ピペラジン-2,5-ジオン、
　I-143　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペラジン-2,5-
ジオン、
　I-144　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-フルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペ
ラジン-2,5-ジオン、
　I-145　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2,3-ジフルオロ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチル
ピペラジン-2,5-ジオン、および、
　I-146　3-(4-フルオロベンジル)-6-(2-メトキシ-6-ニトロベンジル)-1,3-ジメチルピペ
ラジン-2,5-ジオン。
【００４１】
　本発明の特定の好ましい実施形態によれば、本組成物は、化合物Aとして化合物I-21、
すなわち、2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル
]-ベンゾニトリルを含有する。
【００４２】
　本発明の特定の好ましい実施形態によれば、本組成物は、化合物Aとして化合物I-103、
すなわち、2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル]-ベ
ンゾニトリルを含有する。
【００４３】
　R6が水素である式Iで表されるピペラジンジオン化合物は、先行の特許出願PCT/EP2006/
070271(= WO 2007/077201)(Rx=Ry=Hである化合物)、およびPCT/EP2007/050067(= WO 2007
/077247)(RxがRyと一緒に結合を形成する化合物)から公知である。
【００４４】
　R6がメチルまたはエチルである式Iの化合物は、並行出願の内容である。
【００４５】
　R6が水素である化合物Iは、PCT/EP2006/070271(= WO 2007/077201)およびPCT/EP2007/0
50067(= WO 2007/077247)に記載の方法と同様にして調製することができる。PCT/EP2006/
070271およびPCT/EP2007/050067中の関連する開示は、これによりその全体を本明細書に
組み入れるものとする。さらに、本出願の調製実施例を参照されたい。
【００４６】
　これは別々に、化合物Iは、例えば下記のスキームで説明した方法によって調製するこ
とができる。
【００４７】
スキーム1：
【化６】
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【００４８】
　スキーム1では、R2、R3、R6およびR7は上記の意味を有する。Lはハロゲン原子、例えば
臭素、CN、ニトロである。Pgは、窒素保護基(例えばアセチル基)である。Rは、水素また
は保護基Pgである。
【００４９】
　ステップa)では、置換ベンズアルデヒド化合物IIIを、アルドール縮合の条件下、3位で
ベンジル化されているN保護ピペラジン-2,5-ジオン化合物IVと反応させる。
【００５０】
　かかるアルドール縮合は、J. Org. Chem. 2000, 65 (24), 8402-8405、Synlett 2006, 
677、J. Heterocycl. Chem. 1988, 25, 591（これらの文献全体をこれにより本明細書に
組み入れるものとする）に記載されている方法と同様にして行なうことができる。
【００５１】
　アルドール縮合は、典型的には適切な塩基の存在下で行なわれる。適切な塩基は、アル
ドール縮合において通常用いられているものである。使用される塩基は、アルカリ金属ま
たはアルカリ土類金属の炭酸塩、例えば炭酸ナトリウム、炭酸カリウムもしくは炭酸セシ
ウム、またはそれらの混合物が好適である。
【００５２】
　この反応は、不活性溶媒中で、好ましくは非プロトン性有機溶媒中で行なわれるのが好
ましい。好適な溶媒の例は、特にジクロロメタン、ジクロロエタン、クロロベンゼン、エ
ーテル類、例えばジエチルエーテル、ジイソプロピルエーテル、tert-ブチルメチルエー
テル、ジオキサン、アニソールおよびテトラヒドロフラン、ニトリル類、例えばアセトニ
トリルおよびプロピオニトリル、ならびにジメチルスルホキシド、ジメチルホルムアミド
、N-メチルピロリドンおよびジメチルアセトアミドである。好ましい溶媒は、特にジメチ
ルホルムアミド、N-メチルピロリドンおよびジメチルアセトアミドからなる群から選択さ
れる。
【００５３】
　アルドール縮合に必要な温度は、一般に0℃～使用する溶媒の沸点の範囲、特に10～80
℃の範囲である。
【００５４】
　アルドール縮合により、少なくとも部分的にN保護された化合物Vが得られる。保護基Pg
のタイプに応じて、また選択した反応条件に応じて、新しく導入された基に隣接している
保護基は、丁度アルドール縮合中に開裂される(R=H)。ステップb)における(残存の)保護
基除去は、保護基に関する化学の標準的方法と同様にして、例えばGreen, Wuts, Protect
ive Groups in Organic Synthesis, 第3版, 1999, John Wiley and Sons, p. 553 ffに記
載されている方法により行なうことができる。
【００５５】
　次いで、ステップcにおいて、このようにして得られた式VIの化合物をアルキル化剤と
反応させ、基R4を導入し、また必要に応じてR5を導入する。これを行うには、公知の（例
えば、Heterocycles, 45, 1997, 1151およびChem. Commun. 1998, 659から公知の）慣用
のアルキル化法により、式VIのピペラジン化合物を式X1-R4の適切なアルキル化剤と反応
させ、必要に応じて、アルキル化剤X1-R5と反応させる。アルキル化剤のX1-R4およびX1-R
5において、X1は、ハロゲンまたはO-SO2-R

m（式中、RmはC1-C4-アルキルまたはアリール
（これらは、場合によりハロゲン、C1-C4-アルキルまたはハロ-C1-C4-アルキルで置換さ
れていてもよい）である）であってもよい。アルキル化剤X1-R4およびX1-R5において、R4

およびR5は、互いに独立して、メチルまたはメチルまたはエチルである。R4およびR5が同
一でない場合、アルキル化工程は連続的に行なわれる。R4およびR5が同一の場合、アルキ
ル化工程は、同時に行うこともできるし、任意の順で連続的に行なうことができる。
【００５６】
　VIのアルキル化は、通常、-78℃～反応混合物の沸点の範囲、好ましくは-50℃～65℃、
特に好ましくは-30℃～65℃の範囲の温度で行なわれる。一般に、この反応は溶媒中で、
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好ましくは不活性有機溶媒中で行なわれる。
【００５７】
　好適な溶媒は、脂肪族炭化水素類、例えばペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、およ
びC5-C8-アルカンの混合物、芳香族炭化水素類、例えばトルエン、o-、m-キシレンおよび
p-キシレン、ハロゲン化炭化水素類、例えばジクロロメタン、ジクロロエタン、クロロホ
ルムおよびクロロベンゼン、エーテル類、例えばジエチルエーテル、ジイソプロピルエー
テル、tert-ブチルメチルエーテル、ジオキサン、アニソールおよびテトラヒドロフラン
、ニトリル類、例えばアセトニトリルおよびプロピオニトリル、ケトン類、例えばアセト
ン、メチルエチルケトン、ジエチルケトンおよびtert-ブチルメチルケトン、アルコール
類、例えばメタノール、エタノール、n-プロパノール、イソプロパノール、n-ブタノール
、tert-ブタノール、水、ジメチルスルホキシド、N-メチルピロリドン、ジメチルホルム
アミドおよびジメチルアセトアミド、さらにまたモルホリンおよびN-メチルモルホリン、
ならびにこれらの混合物である。好ましい溶媒は、トルエン、ジクロロメタン、テトラヒ
ドロフラン、N-メチルピロリドンまたはジメチルホルムアミドおよびこれらの混合物であ
る。
【００５８】
　一般に、化合物VIのアルキル化剤によるアルキル化は、塩基の存在下で行なわれる。適
切な塩基は、無機化合物、例えばアルカリ金属およびアルカリ土類金属の水酸化物、具体
的には水酸化リチウム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムまたは水酸化カルシウム、ア
ンモニア水溶液、アルカリ金属またはアルカリ土類金属の酸化物、例えば酸化リチウム、
酸化ナトリウム、酸化カルシウムおよび酸化マグネシウム、アルカリ金属およびアルカリ
土類金属の水素化物、例えば水素化リチウム、水素化ナトリウム、水素化カリウムおよび
水素化カルシウム、アルカリ金属アミド類、例えばリチウムアミド、具体的はリチウムジ
イソプロピルアミド、ナトリウムアミドおよびカリウムアミド、アルカリ金属およびアル
カリ土類金属の炭酸塩、例えば炭酸リチウム、炭酸カリウム、炭酸セシウムおよび炭酸カ
ルシウム、ならびにまたアルカリ金属の重炭酸塩、例えば重炭酸ナトリウム、有機金属化
合物、特にアルカリ金属アルキル類、例えばメチルリチウム、ブチルリチウムおよびフェ
ニルリチウム、ハロゲン化アルキルマグネシウム、例えば塩化メチルマグネシウム、なら
びにまたアルカリ金属およびアルカリ土類金属のアルコキシド類、例えばナトリウムメト
キシド、ナトリウムエトキシド、カリウムメトキシド、カリウムtert-ブトキシド、カリ
ウムtert-ペントキシドおよびジメトキシマグネシウム、さらに有機塩基類、例えば第三
級アミン類、具体的にはトリメチルアミン、トリエチルアミン、ジイソプロピルエチルア
ミン、2-ヒドロキシピリジンおよびN-メチルピペリジン、ピリジン、置換ピリジン、例え
ばコリジン、ルチジンおよび4-ジメチルアミノピリジン、ならびにまた二環式アミンであ
る。これらの塩基は、一般に等モル量で用いられる。また、これらは過剰で用いることも
、また溶媒として使用することもできる。好ましい実施形態では、塩基は等モル量で加え
るか、実質的に等モル量で加える。さらに好ましい実施形態では、使用される塩基は水素
化ナトリウムである。
【００５９】
　式VIのR6が水素である場合、メチル基またはエチル基が基R6としてこの段階でアルキル
化剤R6-X1との反応により導入されてもよい。アルキル化剤R6-X1において、X1は上記の意
味の1つを有する。R6はメチルまたはエチルである。このアルキル化は、例えばJ. Am. Ch
em. Soc. 105, 1983, 3214に記載されているような標準の方法により行なうことができる
。基R4、R5およびR6が同一の場合、3つのすべての基はアルキル化で同時にまたは連続的
に導入することができるが、その場合、一般には、ピペラジン窒素が最初にアルキル化さ
れる。
【００６０】
　Lがハロゲン原子(例えば塩素、臭素、ヨウ素)である場合、ニトリル基はステップd)で
導入することができる。R1がCNである化合物Iを調製するには、Lが塩素、臭素またはヨウ
素である化合物I.aを、公知の方法(例えば、Organikum, 第21版, 2001, Wiley, p. 404, 
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Tetrahedron Lett. 42, 2001, p.7473またはOrg. Lett. 5, 2003, 1785およびそれらの中
での引用文献を参照)と同様にして、シアン化銅と反応させることができる。これらの反
応は、通常、100℃～反応混合物の沸点の範囲の温度で、好ましくは100℃～250℃で行な
われる。一般に、この反応は不活性有機溶媒中で行なわれる。好適な溶媒は、特に非プロ
トン性の極性溶媒、例えばジメチルホルムアミド、N-メチルピロリドン、N,N'-ジメチル
イミダゾリジン-2-オン、およびジメチルアセトアミドである。
【００６１】
　この方法において、I.a式の化合物、すなわち、RxおよびRyが化学結合を形成する式Iの
化合物が得られる。
【００６２】
　次いで、式I.aの化合物は化合物I.bに水素化することができる。水素化は、C=C二重結
合を還元する公知の方法と同様にして行なうことができる(例えば、J. March, Advanced 
Organic Chemistry, 第3版, John Wiley & Sons 1985, pp. 690-700、さらにまたPeptide
 Chemistry 17, 1980, pp. 59 64, Tetrahedron Lett. 46, 1979, pp. 4483-4486を参照)
。多くの場合、水素化は、遷移金属触媒(例えば、活性金属種としてPt、Pd、RhまたはRu
を含有する触媒)の存在下で、水素との反応により行なわれる。適切であるのは、不均一
触媒、例えば、PdまたはPt担持触媒(例えばPd担持活性炭)、さらにはPtO2、および均一触
媒の両方である。立体選択的触媒を使用すると、二重結合の立体選択的水素化が可能であ
る(Peptide Chemistry 17, 1980, pp. 59-64, Tetrahedron Lett. 46, 1979, pp. 4483-4
486を参照)。
【００６３】
　I.aの水素化は、VIのアルキル化の後（すなわち、ステップc)またはd)の後）か、ある
いはアルキル化の前（すなわち、ステップb)の後）のいずれかで行うことができる。
【００６４】
　アルデヒドIIIは市販品を購入することもできるし、アルデヒド調製に関する公知の方
法により合成することができる。
【００６５】
　式IVの化合物は、一般式VIIの化合物の分子内環化と、その後に行う保護基Pgの得られ
た化合物VIIIへの導入により調製することができる。
【００６６】
　スキーム2：
【化７】

【００６７】
　スキーム2においては、可変部分R6およびR7は上記の意味を有する。ここで、Rxは、例
えばC1-C6-アルキル、特にメチルまたはエチルであるか、フェニル-C1-C6-アルキル、例
えばベンジルである。
【００６８】
　ステップf)のVIIの環化は、さらに文献から公知となっている方法と同様にして、例え
ば、T. Kawasakiら, Org. Lett. 2(19) (2000), 3027-3029、Igor L. Rodionovら, Tetra
hedron 58(42) (2002), 8515-8523、またはA. L. Johnsonら, Tetrahedron 60 (2004), 9
61-965により行なうことができる。より詳細については、PCT/EP2006/070271(= WO 2007/
077201)およびPCT/EP2007/050067(= WO 2007/077247)に記載されている方法、ならびに実
施例を参照されたい。
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【００６９】
　次いで、ステップg)において、適切な保護基Pgが化合物VIIIへ導入される。化合物VIII
への保護基の導入は、保護基化学に関する公知の方法と同様にして、例えば、Green, Wut
s, Protective Groups in Organic Synthesis, 第3版, 1999, John Wiley and Sons, p. 
553に記載の方法により、例えば、遊離NH基を有する対応の化合物VIIIを式(R52C(O))2O（
式中、R52はC1-C4-アルキル(例えばメチル)である）の無水物と反応させることによって
行なうことができる。
【００７０】
　これらの部分に関し、式VIIの化合物は公知であり、文献から公知の方法と同様にして
、例えば、Wilford L. Mendelsonら, Int. J.Peptide & Protein Research 35(3), (1990
), 249-57、Glenn L. Stahlら, J. Org. Chem. 43(11), (1978), 2285-6、またはA. K. G
hoshら, Org. Lett. 3(4), (2001), 635-638に従い、グリシンエステルまたはその塩酸塩
を適切なフェニルアラニン化合物とカップリングすることにより調製することができる。
より詳細については、PCT/EP2006/070271(= WO 2007/077201)およびPCT/EP2007/050067(=
 WO 2007/077247)に記載されている方法ならびに実施例を参照されたい。
【００７１】
　本発明の第1の実施形態によれば、本組成物は、少なくとも1種の脂質生合成阻害剤(除
草剤b1)を含有している。これらは脂質生合成を阻害する化合物である。脂質生合成の阻
害は、アセチルCoAカルボキシラーゼの阻害を介する(これ以降、ACC除草剤と称する)か、
または異なる作用機序を介して(これ以降、非ACC除草剤と称する)影響され得る。ACC除草
剤はHRAC分類系のグループAに属するが、非ACC除草剤はHRAC分類のグループNに属する。
【００７２】
　本発明の第2の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種のALS阻害剤(除草剤b2)を
含有している。これらの化合物の除草活性はアセト乳酸合成酵素の阻害と、それによる分
枝鎖状アミノ酸生合成の阻害に基づく。これらの阻害剤は、HRAC分類系のグループBに属
する。
【００７３】
　本発明の第3の実施形態によれば、本組成物は、少なくとも1種の光合成阻害剤(除草剤b
3)を含有している。これらの化合物の除草活性は、植物における光化学系IIの阻害に基づ
くもの(いわゆるPSII阻害剤、HRAC分類のグループC1、C2およびC3)であるか、植物におけ
る光化学系Iの電子伝達の転換に基づくもの(いわゆるPSI阻害剤、HRAC分類のグループD)
であり、それにより光合成が阻害される。これらのうち、PSII阻害剤が好ましい。
【００７４】
　本発明の第4の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種のプロトポルフィリノーゲ
ン-IX-オキシダーゼ阻害剤(除草剤b4)を含有している。これらの化合物の除草活性は、プ
ロトポルフィリノーゲン-IX-オキシダーゼの阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類系
のグループEに属する。
【００７５】
　本発明の第5の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種の白化除草剤(除草剤b5)を
含有している。これらの化合物の除草活性は、カロチノイド生合成の阻害に基づく。これ
らには、フィトエン不飽和化酵素の阻害によってカロチノイド生合成を阻害する化合物(
いわゆるPDS阻害剤、HRAC分類のグループF1)、4-ヒドロキシフェニルピルベート-ジオキ
シゲナーゼを阻害する化合物(HPPD阻害剤、HRAC分類のグループF2)、および未知の作用機
序によりカロチノイド生合成を阻害する化合物(白化剤－標的は未知、HRAC分類のグルー
プF3)が含まれる。
【００７６】
　本発明の第6の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種のEPSP合成酵素阻害剤(除
草剤b6)を含有している。これらの化合物の除草活性は、エノールピルビルシキミ酸3-リ
ン酸合成酵素の阻害と、それによる植物内のアミノ酸生合成の阻害に基づく。これらの阻
害剤はHRAC分類系のグループGに属する。
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【００７７】
　本発明の第7の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種のグルタミン合成酵素阻害
剤(除草剤b7)を含有している。これらの化合物の除草活性は、グルタミン合成酵素の阻害
と、それによる植物内のアミノ酸生合成の阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類系の
グループHに属する。
【００７８】
　本発明の第8の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種のDHP合成酵素阻害剤(除草
剤b8)を含有している。これらの化合物の除草活性は、7,8-ジヒドロプテロイン酸合成酵
素の阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類系のグループIに属する。
【００７９】
　本発明の第9の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種の有糸分裂阻害剤(除草剤b
9)を含有している。これらの化合物の除草活性は、微小管形成または組織化の障害または
阻害と、それによる有糸分裂阻害に基づく。これらの阻害剤は、HRAC分類系のグループK1
およびK2に属する。これらのうち、グループK1の化合物、特にジニトロアニリンが好まし
い。
【００８０】
　本発明の第10の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種のVLCFA阻害剤(除草剤b10
)を含有している。これらの化合物の除草活性は、長鎖脂肪酸の合成の阻害と、それによ
る植物内の細胞分裂の障害または阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類系のグループ
K3に属する。
【００８１】
　本発明の第11の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種のセルロース生合成阻害
剤(除草剤b11)を含有している。これらの化合物の除草活性は、セルロース生合成の阻害
、それによる植物内の細胞壁合成の阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類系のグルー
プLに属する。
【００８２】
　本発明の第12の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種の脱共役除草剤(除草剤b1
2)を含有している。これらの化合物の除草活性は細胞膜の破壊に基づく。これらの阻害剤
はHRAC分類系のグループMに属する。
【００８３】
　本発明の第13の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種のオーキシン除草剤(除草
剤b13)を含有している。これらには、オーキシン(すなわち植物ホルモン)の如く作用し、
植物の成長を阻害する化合物が含まれる。これらの化合物はHRAC分類系のグループOに属
する。
【００８４】
　本発明の第14の実施形態によれば、本組成物は少なくとも1種のオーキシン輸送阻害剤(
除草剤b14)を含有している。これらの化合物の除草活性は植物内のオーキシン輸送阻害に
基づく。これらの化合物はHRAC分類系のグループPに属する。
【００８５】
　これらの活性物質群の所定の作用機序および分類に関しては、例えば、「HRAC, Classi
fication of Herbicides According to Mode of Action」、http：//www.plantprotectio
n.org/hrac/MOA.htmlを参照されたい。
【００８６】
　好ましいのは、b1)、b2)、b3)、b4)、b5)、b9)、b10)、b11)およびb13)のクラスの除草
剤から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む、本発明による組成物である。
【００８７】
　特の好ましいのは、b10のクラスの除草剤から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含
む、本発明による組成物である。
【００８８】
　本発明による式Iで表されるピペラジンジオン化合物との組み合わせにおいて使用可能
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な除草剤Bの例は次のとおりである：
　b1) 脂質生合成阻害剤のグループから：ACC除草剤、例えば、アロキシジム、アロキシ
ジムナトリウム、ブトロキシジム、クレトジム、クロジナホップ、クロジナホッププロパ
ルギル、シクロキシジム、シハロホップ、シハロホップブチル、ジクロホップ、ジクロホ
ップメチル、フェノキサプロップ、フェノキサプロップエチル、フェノキサプロップ-P、
フェノキサプロップ-P-エチル、フルアジホップ、フルアジホップブチル、フルアジホッ
プ-P、フルアジホップ-P-ブチル、ハロキシホップ、ハロキシホップメチル、ハロキシホ
ップ-P、ハロキシホップ-P-メチル、メタミホップ、ピノキサデン、プロホキシジム、プ
ロパキザホップ、キザロホップ、キザロホップエチル、キザロホップテフリル、キザロホ
ップ-P、キザロホップ-P-エチル、キザロホップ-P-テフリル、セトキシジム、テプラロキ
シジムおよびトラルコキシジム、ならびに非ACC除草剤、例えば、ベンフレセート、ブチ
レート、シクロエート、ダラポン、ジメピペレート、EPTC、エスプロカルブ、エトフメセ
ート、フルプロパネート、モリネート、オルベンカルブ、ペブレート、プロスルホカルブ
、TCA、チオベンカルブ、チオカルバジル、トリアレートおよびベルノレート；
　b2) ALS阻害剤のグループから：スルホニル尿素系、例えば、アミドスルフロン、アジ
ムスルフロン、ベンスルフロン、ベンスルフロンメチル、クロリムロン、クロリムロンエ
チル、クロルスルフロン、シノスルフロン、シクロスルファムロン、エタメツルフロン、
エタメツルフロンメチル、エトキシスルフロン、フラザスルフロン、フルセトスルフロン
、フルピルスルフロン、フルピルスルフロンメチルナトリウム、ホラムスルフロン、ハロ
スルフロン、ハロスルフロンメチル、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、ヨードスル
フロンメチルナトリウム、メソスルフロン、メトスルフロン、メトスルフロンメチル、ニ
コスルフロン、オルソスルファムロン(orthosulfamuron)、オキサスルフロン、プリミス
ルフロン、プリミスルフロンメチル、プロスルフロン、ピラゾスルフロン、ピラゾスルフ
ロンエチル、リムスルフロン、スルホメツロン、スルホメツロンメチル、スルホスルフロ
ン、チフェンスルフロン、チフェンスルフロンメチル、トリアスルフロン、トリベヌロン
、トリベヌロンメチル、トリフロキシスルフロン、トリフルスルフロン、トリフルスルフ
ロンメチルおよびトリトスルフロン、イミダゾリノン系、例えば、イマザメタベンズ、イ
マザメタベンズメチル、イマザモックス、イマザピック、イマザピル、イマザキンおよび
イマゼタピル、トリアゾロピリミジン除草剤およびスルホンアニリド系、例えば、クロラ
ンスラム、クロランスラムメチル、ジクロスラム、フルメツラム、フロラスラム、メトス
ラム、ペノキススラム、ピリミスルファンおよびピロキシスラム(pyroxsulam)、ピリミジ
ニルベンゾエート系、例えば、ビスピリバック、ビスピリバックナトリウム、ピリベンゾ
キシム、ピリフタリド、ピリミノバック、ピリミノバックメチル、ピリチオバック、ピリ
チオバックナトリウム、およびスルホニルアミノカルボニルトリアゾリノン除草剤、例え
ばフルカルバゾンおよびフルカルバゾンナトリウム、プロポキシカルバゾン、プロポキシ
カルバゾンナトリウム、チエンカルバゾンおよびチエンカルバゾンメチル。これらのうち
、本発明の好ましい実施形態は、少なくとも1種のイミダゾリノン除草剤を含む組成物に
関する；
　b3) 光合成阻害剤のグループから：アミカルバゾン、光化学系IIの阻害剤、例えばトリ
アジン系除草剤、具体的には、クロロトリアジン、トリアジノン、トリアジンジオン、メ
チルチオトリアジン、およびピリダジノン系、例えば、アメトリン、アトラジン、クロリ
ダゾン、シアナジン、デスメトリン、ジメタメトリン、ヘキサジノン、メトリブジン、プ
ロメトン、プロメトリン、プロパジン(propazin)、シマジン、シメトリン、テルブメトン
、テルブチラジン、テルブトリンおよびトリエタジン、アリール尿素、例えば、クロロブ
ロムロン、クロロトルロン、クロロクスロン、ジメフロン、ジウロン、フルオメツロン、
イソプロツロン、イソウロン、リニュロン、メタミトロン、メタベンズチアズロン、メト
ベンズロン、メトキスロン、モノリヌロン、ネブロン、シデュロン、テブチウロンおよび
チアジアズロン、フェニルカーバメート系、例えば、デスメジファム、カルブチレート(k
arbutilat)、フェンメディファム、フェンメディファムエチル、ニトリル除草剤系、例え
ば、ブロモフェノキシム、ブロモキシニルおよびその塩およびエステル、イオキシニルお
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よびその塩およびエステル、ウラシル系、例えば、ブロマシル、レナシルおよびターバシ
ル、ならびにベンタゾンおよびベンタゾンナトリウム、ピリデート(pyridatre)、ピリダ
ホール(pyridafol)、ペンタノクロルおよびプロパニル、ならびに光化学系Iの阻害剤、例
えば、ジコート、ジコートジブロミド、パラコート、パラコートジクロライドおよびパラ
コートジメチルスルフェート。これらのうち、本発明の好ましい実施形態は、少なくとも
1種のアリール尿素除草剤を含む組成物に関する。これらのうち、同じく、本発明の好ま
しい実施形態は、少なくとも1種のトリアジン系除草剤を含む組成物に関する。これらの
うち、同じく、本発明の好ましい実施形態は、少なくとも1種のニトリル除草剤を含む組
成物に関する；
　b4) プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤のグループから：アシフルオル
フェン、アシフルオルフェンナトリウム、アザフェニジン、ベンカルバゾン、ベンズフェ
ンジゾン、ビフェノックス、ブタフェナシル、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン
エチル、クロメトキシフェン、シニドンエチル、フルアゾレート、フルフェンピル、フル
フェンピルエチル、フルミクロラック、フルミクロラックペンチル、フルミオキサジン、
フルオログリコフェン、フルオログリコフェンエチル、フルチアセト、フルチアセトメチ
ル、ホメサフェン、ハロサフェン(halosafen)、ラクトフェン、オキサジアルギル、オキ
サジアゾン、オキシフルオルフェン、ペントキサゾン、プロフルアゾール、ピラクロニル
、ピラフルフェン、ピラフルフェンエチル、スルフェントラゾン、チジアジミン、2-クロ
ロ-5-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニ
ル]-4-フルオロ-N-[(イソプロピル)-メチルスルファモイル]ベンズアミド(CAS 372137-35
-4)、エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ
-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(C
AS 353292-31-6)、N-エチル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロ-メチルフェノキシ)-5-メ
チル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3
-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキ
サミド(CAS 915396-43-9)、N-エチル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチル-フ
ェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452099-05-7)、およびN-テト
ラヒドロフルフリル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチ
ル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 45100-03-7)；
　b5) 白化除草剤のグループから：PDS阻害剤：ベフルフタミド(beflubutamid)、ジフル
フェニカン、フルリドン、フルロクロリドン、フルルタモン、ノルフルラゾン、ピコリナ
フェン、および4-(3-トリフルオロメチルフェノキシ)-2-(4-トリフルオロメチルフェニル
)ピリミジン(CAS 180608-33-7)、HPPD阻害剤：ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、イ
ソキサフルトール、メソトリオン、ピラスルホトール、ピラゾリネート、ピラゾキシフェ
ン、スルコトリオン、テフリルトリオン、テンボトリオン、トプラメゾンおよび4-ヒドロ
キシ-3-[[2-[(2-メトキシエトキシ)メチル]-6-(トリフルオロメチル)-3-ピリジル]カルボ
ニル]ビシクロ-[3.2.1]オクタ-3-エン-2-オン(CAS 352010-68-5)、白化剤(標的は不明)：
アクロニフェン、アミトロールおよびクロマゾン；
　b6) EPSP合成酵素阻害剤のグループから：グリホサート、グリホサートイソプロピルア
ンモニウムおよびグリホサートトリメシウム(スルホサート)；
　b7) グルタミン合成酵素阻害剤のグループから：ビラナホス(ビアラホス)、ビラナホス
ナトリウム、グルホシネートおよびグルホシネートアンモニウム；
　b8) DHP合成酵素阻害剤のグループから：アシュラム；
　b9) 有糸分裂阻害剤のグループから：グループK1の化合物：ジニトロアニリン系、例え
ば、ベンフルラリン、ブトラリン、ジニトラミン、エタルフルラリン、フルクロラリン、
オリザリン、ペンジメタリン、プロジアミンおよびトリフルラリン、ホスホロアミデート
系、例えば、アミプロホス、アミプロホスメチルおよびブタミホス(butamiphos)、安息香
酸除草剤、例えば、クロルタール、クロルタールジメチル、ピリジン系、例えば、ジチオ
ピルおよびチアゾピル、ベンズアミド系、例えば、プロピズアミドおよびテブタム；グル
ープK2の化合物：クロルプロファム、プロファムおよびカルベタミド、これらのうち、グ



(38) JP 2010-529170 A 2010.8.26

10

20

30

40

50

ループK1の化合物、特にジニトロアニリンが好ましい；
　b10) VLCFA阻害剤のグループから：クロロアセトアミド系、例えば、アセトクロール、
アラクロール、ブタクロール、ジメタクロール、ジメタナミド(dimethanamid)、ジメテナ
ミド-P、メタザクロール、メトラクロール、メトラクロール-S、ペトキサミド、プレチラ
クロール、プロパクロール、プロピソクロールおよびテニルクロール、オキシアセトアニ
リド系、例えば、フルフェナセットおよびメフェナセト、アセトアニリド系、例えば、ジ
フェナミド、ナプロアニリドおよびナプロパミド、テトラゾリノン系、例えばフェントラ
ザミド、ならびに他の除草剤、例えば、アニロホス、カフェンストロール、ピペロホス、
ピロキサスルホン、およびピロキサスルホンとは異なる式IIのイソキサゾリン化合物：
【化８】

【００８９】
（式中、
　R1、R2、R3、R4、X、Yおよびnは以下の意味を有する：
　R1、R2、R3、R4は、互いに独立して、水素、ハロゲンまたはC1-C4-アルキルであり；
　Yは、フェニルであるか、炭素環員の他に環員として酸素、窒素および硫黄から選択さ
れる1、2または3個の同一または異なるヘテロ原子を含有する単環式の5、6、7、8、9また
は10員ヘテロシクリルであり、この場合、フェニルおよびヘテロシクリルは非置換である
か、ハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルキルおよびC1-C4-ハ
ロアルコキシから選択される1、2または3個の置換基Ryyを有しており、好ましくはフェニ
ルであるか、炭素環員の他に環員として1、2または3個の窒素原子を含有する5または6員
の芳香族ヘテロシクリル(ヘタリール)であり、ここで、フェニルおよびヘタリールは非置
換であるか、1、2または3個の置換基Ryyを有しており；
　Xは、酸素またはNHであり；
　nは、0または1である）。
【００９０】
　式IIのイソキサゾリン化合物のうち、好ましいのは、R1、R2、R3、R4が互いに独立して
、H、F、Clまたはメチルであり；Xが酸素であり；nが0または1であり；Yがフェニル、ピ
ラゾリルまたは1,2,3-トリアゾリルであり、ここで、最後に記載した3つの基は、非置換
であるか、1、2または3個の置換基Ryyを有しており、とりわけ下記の基：
【化９】

【００９１】
（式中、
　R5は、ハロゲン、C1-C4-アルキルまたはC1-C4-ハロアルキルであり；
　R6は、C1-C4-アルキルであり；
　R7は、ハロゲン、C1-C4-アルコキシまたはC1-C4-ハロアルコキシであり；
　R8は、ハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキルまたはC1-C4-ハロアルコキシで
あり；
　mは、0、1、2または3であり；
　#は、基CR3R4への結合点を示す）
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【００９２】
　式IIのイソキサゾリン化合物のうち、特に好ましいのは、
　R1が水素であり；
　R2がフッ素であり；
　R3が水素またはフッ素であり；
　R4が水素またはフッ素であり；
　Xが酸素であり；
　nが0または1、特に1であり；
　Yが式Y1、Y2、Y3またはY4の基：
【化１０】

【００９３】
（式中、#は、基CR3R4への結合点を示す）
の1つである、
これらの式IIのイソキサゾリン化合物である。
【００９４】
　これらのうち、特に好ましいのは、次の式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、II.7
、II.8およびII.9のイソキサゾリン化合物である。
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【化１１】

【００９５】
　式IIのイソキサゾリン化合物は、当技術分野で、例えばWO 2006/024820、WO 2006/0379
45、WO 2007/071900およびWO 2007/096576から公知である。VLCFA阻害剤のうち、好まし
いのはクロロアセトアミド、オキシアセトアミドおよびピロキサスルホンである；
　b11) セルロース生合成阻害剤のグループから：クロルチアミド、ジクロベニル、フル
ポキサムおよびイソキサベン；
　b12) 脱共役除草剤のグループから：ジノセブ、ジノテルブならびにDNOCおよびその塩
；
　b13) オーキシン除草剤のグループから：2,4-Dおよびその塩およびエステル、2,4-DBお
よびその塩およびエステル、アミノピラリドおよびその塩およびそのエステル、例えば、
アミノピラリド-トリ(2-ヒドロキシプロピル)アンモニウムおよびそのエステル、ベナゾ
リン、ベナゾリンエチル、クロランベンおよびその塩およびエステル、クロメプロプ、ク
ロピラリドおよびその塩およびエステル、ジカンバおよびその塩およびエステル、ジクロ
ルプロプおよびその塩およびエステル、ジクロルプロプ-Pおよびその塩およびエステル、
フルロキシピル、フルロキシピルブトメチル、フルロキシピルメプチル、MCPAおよびその
塩およびエステル、MCPA-チオエチル、MCPBおよびその塩およびエステル、メコプロプお
よびその塩およびエステル、メコプロプ-Pおよびその塩およびエステル、ピクロラムおよ
びその塩およびエステル、キンクロラック、キンメラック、TBA (2,3,6)およびその塩お
よびエステル、トリクロピルおよびその塩およびエステル、ならびに5,6-ジクロロ-2-シ
クロプロピル-4-ピリミジンカルボン酸(CAS 858956-08-8)およびその塩およびエステル；
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　b14) オーキシン輸送阻害剤のグループから：ジフルフェンゾピル、ジフルフェンゾピ
ルナトリウム、ナプタラムおよびナプタラムナトリウム；
　b15) 他の除草剤のグループから：ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレ
ノールメチル、シンメチリン、クミルロン、ダラポン、ダゾメット、ジフェンゾコート、
ジフェンゾコートメチルサルフェート、ジメチピン、DSMA、ダイムロン、エンドタールお
よびその塩、エトベンザニド、フラムプロプ、フラムプロプイソプロピル、フラムプロプ
メチル、フラムプロプ-M-イソプロピル、フラムプロプ-M-メチル、フルレノール、フルレ
ノールブチル、フルルプリミドール、ホサミン、ホサミンアンモニウム、インダノファン
、マレインヒドラジド、メフルイジド、メタム、アジ化メチル、臭化メチル、メチルダイ
ムロン、ヨウ化メチル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペラルゴン酸、ピリブ
チカルブ、キノクラミン、トリアジフラム、トリジファン、ならびに6-クロロ-3-(2-シク
ロプロピル-6-メチルフェノキシ)-4-ピリダジノール(CAS 499223-49-3)およびその塩およ
びエステル。
【００９６】
　本発明による式Iのピペラジンジオン化合物との組み合わせで使用可能な好ましい除草
剤Bは、次のとおりである：
　b1) 脂質生合成阻害剤のグループから：クレトジム、クロジナホッププロパルギル、シ
クロキシジム、シハロホップブチル、ジクロホップメチル、フェノキサプロップ-P-エチ
ル、フルアジホップ-P-ブチル、ハロキシホップ-P-メチル、メタミホップ、ピノキサデン
、プロホキシジム、プロパキザホップ、キザロホップ-P-エチル、キザロホップ-P-テフリ
ル、セトキシジム、テプラロキシジム、トラルコキシジム、ベンフレセート、ジメピペレ
ート、EPTC、エスプロカルブ、エトフメセート、モリネート、オルベンカルブ、プロスル
ホカルブ、チオベンカルブおよびトリアレート；
　b2) ALS阻害剤のグループから：アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロ
ンメチル、ビスピリバックナトリウム、クロリムロンエチル、クロルスルフロン、クロラ
ンスラムメチル、シクロスルファムロン、ジクロスラム、エタメツルフロンメチル、エト
キシスルフロン、フラザスルフロン、フロラスラム、フルカルバゾンナトリウム、フルセ
トスルフロン、フルメツラム、フルピルスルフロンメチルナトリウム、ホラムスルフロン
、ハロスルフロンメチル、イマザメタベンズメチル、イマザモックス、イマザピック、イ
マザピル、イマザキン、イマゼタピル、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、ヨードス
ルフロンメチルナトリウム、メソスルフロン、メトスラム、メトスルフロンメチル、ニコ
スルフロン、オルソスルファムロン、オキサスルフロン、ペノキススラム、プリミスルフ
ロンメチル、プロポキシカルバゾンナトリウム、プロスルフロン、ピラゾスルフロンエチ
ル、ピリベンゾキシム、ピリミスルファン、ピリフタリド、ピリミノバックメチル、ピリ
チオバックナトリウム、ピロキシスラム、リムスルフロン、スルホメツロンメチル、スル
ホスルフロン、チエンカルバゾンメチル、チフェンスルフロンメチル、トリアスルフロン
、トリベヌロンメチル、トリフロキシスルフロン、トリフルスルフロンメチルおよびトリ
トスルフロン；
　b3) 光合成阻害剤のグループから：アミカルバゾン、アトラジン、ベンタゾン、ベンタ
ゾンナトリウム、ブロモキシニルおよびその塩およびエステル、クロリダゾン、クロロト
ルロン、シアナジン、デスメジファム、ジコートジブロミド、ジウロン、フルオメツロン
、ヘキサジノン、イオキシニルおよびその塩およびエステル、イソプロツロン、レナシル
、リニュロン、メタミトロン、メタベンズチアズロン、メトリブジン、パラコート、パラ
コートジクロライド、フェンメディファム、プロパニル、ピリデート、シマジン、テルブ
チラジンおよびチジアズロン(thidiazuron)；
　b4) プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤のグループから：アシフルオル
フェンナトリウム、ベンカルバゾン、ベンズフェンジゾン、ブタフェナシル、カルフェン
トラゾンエチル、シニドンエチル、フルフェンピルエチル、フルミクロラックペンチル、
フルミオキサジン、フルオログリコフェンエチル、ホメサフェン、ラクトフェン、オキサ
ジアルギル、オキサジアゾン、オキシフルオルフェン、ペントキサゾン、ピラフルフェン
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リフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-4-フルオロ-N-[(イソプロピル)メチルスルファ
モイル]ベンズアミド(CAS 372137-35-4)、エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-
6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキ
シ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6)、N-エチル-3-(2,6-ジクロロ-4-ト
リフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452098-9
2-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5
-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 915396-43-9)、N-エチル-3-(2-クロロ-6-
フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド
(CAS 452099-05-7)、およびN-テトラヒドロフルフリル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリ
フルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 45100-03-7
)；
　b5) 白化除草剤のグループから：アクロニフェン、ベフルフタミド、ベンゾビシクロン
、クロマゾン、ジフルフェニカン、フルロクロリドン、フルルタモン、イソキサフルトー
ル、メソトリオン、ノルフルラゾン、ピコリナフェン、ピラスルホトール、ピラゾリネー
ト、スルコトリオン、テフリルトリオン、テンボトリオン、トプラメゾン、4-ヒドロキシ
-3-[[2-[(2-メトキシエトキシ)メチル]-6-(トリフルオロメチル)-3-ピリジル]カルボニル
]ビシクロ[3.2.1]オクタ-3-エン-2-オン(CAS 352010-68-5)および4-(3-トリフルオロメチ
ルフェノキシ)-2-(4-トリフルオロメチルフェニル)-ピリミジン(CAS 180608-33-7)；
　b6) EPSP合成酵素阻害剤のグループから：グリホサート、グリホサートイソプロピルア
ンモニウムおよびグリホサートトリメシウム(スルホサート)；
　b7) グルタミン合成酵素阻害剤のグループから：グルホシネート、グルホシネートアン
モニウム；
　b8) DHP合成酵素阻害剤のグループから：アシュラム；
　b9) 有糸分裂阻害剤のグループから：ベンフルラリン、ジチオピル、エタルフルラリン
、オリザリン、ペンジメタリン、チアゾピルおよびトリフルラリン；
　b10) VLCFA阻害剤のグループから：アセトクロール、アラクロール、アニロホス、ブタ
クロール、カフェンストロール、ジメテナミド、ジメテナミド-P、フェントラザミド、フ
ルフェナセット、メフェナセト、メタザクロール、メトラクロール、S-メトラクロール、
ナプロアニリド、ナプロパミド、プレチラクロール、ピロキサスルホン、テニルクロール
、および式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、II.7、II.8およびII.9：
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【化１２】

のイソキサゾリン化合物；
　b11) セルロース生合成阻害剤のグループから：ジクロベニル、イソキサベン、フルポ
キサム；
　b13) オーキシン除草剤のグループから：2,4-Dおよびその塩およびエステル、アミノピ
ラリドおよびその塩およびエステル、例えば、アミノピラリド-トリ(2-ヒドロキシプロピ
ル)アンモニウムおよびそのエステル、クロピラリドおよびその塩およびエステル、ジカ
ンバおよびその塩およびエステル、ジクロルプロプ-Pおよびその塩およびエステル、フル
ロキシピルメプチル、MCPAおよびその塩およびエステル、MCPBおよびその塩およびエステ
ル、メコプロップ-Pおよびその塩およびエステル、ピクロラムおよびその塩およびエステ
ル、キンクロラック、キンメラック、トリクロピルおよびその塩およびエステル、ならび
に5,6-ジクロロ-2-シクロプロピル-4-ピリミジンカルボン酸(CAS 858956-08-8)およびそ
の塩およびエステル；
　b14) オーキシン輸送阻害剤のグループから：ジフルフェンゾピルおよびジフルフェン
ゾピルナトリウム；
　b15) 他の除草剤のグループから：ブロモブチド、シンメチリン、クミルロン、ダラポ
ン、ジフェンゾコート、ジフェンゾコートメチルサルフェート、DSMA、ダイムロン(dymro
n)(＝ダイムロン(daimuron))、フラムプロプ、フラムプロプイソプロピル、フラムプロプ
メチル、フラムプロプ-M-イソプロピル、フラムプロプ-M-メチル、インダノファン、メタ
ム、臭化メチル、MSMA、オキサジクロメホン、ピリブチカルブ、トリアジフラム、トリジ
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ル(CAS 499223-49-3)およびその塩およびエステル。
【００９７】
　本発明による式Iのピペラジンジオン化合物との組み合わせにおいて使用可能な特に好
ましい除草剤Bは、次のとおりである：
　b1) 脂質生合成阻害剤のグループから：クロジナホッププロパルギル、シクロキシジム
、シハロホップブチル、フェノキサプロップ-P-エチル、ピノキサデン、プロホキシジム
、テプラロキシジム、トラルコキシジム、エスプロカルブ、プロスルホカルブ、チオベン
カルブおよびトリアレート；
　b2) ALS阻害剤のグループから：ベンスルフロンメチル、ビスピリバックナトリウム、
シクロスルファムロン、フルメツラム、フルピルスルフロンメチルナトリウム、ホラムス
ルフロン、イマザモックス、イマザピック、イマザピル、イマザキン、イマゼタピル、イ
マゾスルフロン、ヨードスルフロン、ヨードスルフロンメチルナトリウム、メソスルフロ
ン、ニコスルフロン、ペノキススラム、プロポキシカルバゾンナトリウム、ピラゾスルフ
ロンエチル、ピロキシスラム、リムスルフロン、スルホスルフロン、チエンカルバゾンメ
チルおよびトリトスルフロン；
　b3) 光合成阻害剤のグループから：アトラジン、ジウロン、フルオメツロン、ヘキサジ
ノン、イソプロツロン、メトリブジン、パラコート、パラコートジクロライド、プロパニ
ルおよびテルブチラジン；
　b4) プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤のグループから：フルミオキサ
ジン、オキシフルオルフェン、スルフェントラゾン、2-クロロ-5-[3,6-ジヒドロ-3-メチ
ル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-4-フルオロ-N-[(イソプ
ロピル)メチルスルファモイル]ベンズアミド(CAS 372137-35-4)、およびエチル[3-[2-ク
ロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒド
ロピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6)；
　b5) 白化除草剤のグループから：クロマゾン、ジフルフェニカン、フルロクロリドン、
イソキサフルトール、メソトリオン、ピコリナフェン、スルコトリオン、テフリルトリオ
ン、テンボトリオン、トプラメゾン、および4-ヒドロキシ-3-[[2-[(2-メトキシエトキシ)
メチル]-6-(トリフルオロメチル)-3-ピリジル]カルボニル]ビシクロ[3.2.1]オクタ-3-エ
ン-2-オン(CAS 352010-68-5)；
　b6) EPSP合成酵素阻害剤のグループから：グリホサート、グリホサートイソプロピルア
ンモニウムおよびグリホサートトリメシウム(スルホサート)；
　b7) グルタミン合成酵素阻害剤のグループから：グルホシネート、グルホシネートアン
モニウム；
　b9) 有糸分裂阻害剤のグループから：ペンジメタリンおよびトリフルラリン；
　b10) VLCFA阻害剤のグループから：アセトクロール、カフェンストロール、ジメテナミ
ド-P、フェントラザミド、フルフェナセット、メフェナセト、メタザクロール、S-メトラ
クロールおよびピロキサスルホン。同様に、式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、II
.7、II.8およびII.9：
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【化１３】

のイソキサゾリン化合物も好ましい；
　b11) セルロース生合成阻害剤のグループから：イソキサベン；
　b13) オーキシン除草剤のグループから：2,4-Dおよびその塩およびエステル、アミノピ
ラリドおよびその塩およびそのエステル、クロピラリドおよびその塩およびエステル、ジ
カンバおよびその塩およびエステル、フルロキシピルメプチル、キンクロラック、キンメ
ラック、ならびに5,6-ジクロロ-2-シクロプロピル-4-ピリミジンカルボン酸(CAS 858956-
08-8)およびその塩およびエステル；
　b14) オーキシン輸送阻害剤のグループから：ジフルフェンゾピルおよびジフルフェン
ゾピルナトリウム；
　b15) 他の除草剤のグループから：ダイムロン(dymron)(＝ダイムロン(daimuron))、イ
ンダノファン、オキサジクロメホンおよびトリアジフラム。
【００９８】
　好ましい薬害軽減剤Cの例は、ベノキサコール(benoxacor)、クロキントセット(cloquin
tocet)、シオメトリニル、シプロスルファミド、ジクロルミド、ジシクロノン、ジエトレ
ート、フェンクロラゾール、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラ
ゾール、イソキサジフェン、メフェンピル(mefenpyr)、メフェネート(mephenate)、MON46
60[CAS RN 71526-07-3]、ナフタル酸無水物、オキサベトリニル、4-(ジクロロアセチル)-
1-オキサ-4-アザスピロ[4.5]デカン(MON4660、CAS 71526-07-3)、および2,2,5-トリメチ
ル-3-(ジクロロアセチル)-1,3-オキサゾリジン(R-29148、CAS 52836-31 4)である。
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【００９９】
　好ましい薬害軽減剤Cは、ベノキサコール、クロキントセット、シプロスルファミド、
ジクロルミド、フェンクロラゾール、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム
、イソキサジフェン、メフェンピル、MON4660[CAS RN 71526-07-3]、ナフタル酸無水物、
オキサベトリニル、4-(ジクロロアセチル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4.5]デカン(MON4660
、CAS 71526-07-3)、および2,2,5-トリメチル-3-(ジクロロアセチル)-1,3-オキサゾリジ
ン(R 29148、CAS 52836-31 4)である。
【０１００】
　特に好ましい薬害軽減剤Cは、ベノキサコール、クロキントセット、シプロスルファミ
ド、ジクロルミド、フェンクロラゾール、イソキサジフェン、メフェンピル、4-(ジクロ
ロアセチル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4.5]デカン(MON4660、CAS 71526-07-3)、および2,2
,5-トリメチル-3-(ジクロロアセチル)-1,3-オキサゾリジン(R 29148、CAS 52836-31 4)で
ある。
【０１０１】
　グループb1)～b15)の活性化合物Bおよび活性化合物Cは公知の除草剤および薬害軽減剤
であって、例えば、The Compendium of Pesticide Common Names (http：//www.alanwood
.net/pesticides/)；Farm Chemicals Handbook 2000 volume 86, Meister Publishing Co
mpany, 2000；B. Hock, C. Fedtke, R. R. Schmidt, Herbizide [Herbicides], Georg Th
ieme Verlag, Stuttgart 1995；W. H. Ahrens, Herbicide Handbook, 7th edition, Weed
 Science Society of America, 1994；およびK. K. Hatzios, Herbicide Handbook, Supp
lement for the 7th edition, Weed Science Society of America, 1998を参照されたい
。2,2,5-トリメチル-3-(ジクロロアセチル)-1,3-オキサゾリジン[CAS No. 52836-31-4]は
R-29148とも呼ばれる。4-(ジクロロアセチル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4.5]デカン[CAS N
o. 71526-07-3]はAD-67およびMON 4660とも呼ばれる。さらに除草活性化合物は、WO 96/2
6202、WO 97/41116、WO 97/41117、WO 97/41118およびWO 01/83459から、またW. Kramer
ら(編)「Modern Crop Protection Compounds」, Vol. 1, Wiley VCH, 2007とそこでの引
用文献から公知である。
【０１０２】
　それぞれの作用機序に対する本活性化合物の割り当ては、現時点での情報に基づいてい
る。1種の活性化合物に様々な作用機序が該当する場合、この物質は1つの作用機序にのみ
割り当てた。
【０１０３】
　除草剤Bおよび／または薬害軽減剤Cが幾何異性体(例えばE/Z異性体)を形成し得る場合
、純粋な異性体およびその混合物の両方を本発明による組成物中で使用することができる
。除草剤Bおよび／または薬害軽減剤Cが1つ以上のキラリティー中心を有していて、その
結果としてエナンチオマーまたはジアステレオマーが存在する場合、その純粋なエナンチ
オマーおよびジアステレオマーならびにそれらの混合物の両方を本発明による組成物中で
使用することができる。
【０１０４】
　除草剤Bおよび／または薬害軽減剤Cがイオン化できる官能基を有する場合、その農業上
許容可能な塩の形態でも使用することができる。一般に、それらのカチオンの塩、および
それらの酸の酸付加塩であって、そのカチオンおよびアニオンが、それぞれ、本活性化合
物の活性に悪影響を及ぼさないものが適している。
【０１０５】
　好適なカチオンは、アルカリ金属、好ましくはリチウム、ナトリウム、およびカリウム
のイオン、アルカリ土類金属、好ましくはカルシウムおよびマグネシウムのイオン、遷移
金属、好ましくはマンガン、銅、亜鉛および鉄のイオン、さらにアンモニウム、および1
～4個の水素原子がC1-C4-アルキル、ヒドロキシ-C1-C4-アルキル、C1-C4-アルコキシ-C1-
C4-アルキル、ヒドロキシ-C1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルキル、フェニルまたはベンジル
で置換されている置換アンモニウム、好ましくはアンモニウム、メチルアンモニウム、イ
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ソプロピルアンモニウム、ジメチルアンモニウム、ジイソプロピルアンモニウム、トリメ
チルアンモニウム、テトラメチルアンモニウム、テトラエチルアンモニウム、テトラブチ
ルアンモニウム、2-ヒドロキシエチルアンモニウム、2-(2-ヒドロキシエタ-1-オキシ)エ
タ-1-イルアンモニウム、ジ(2-ヒドロキシエタ-1-イル)-アンモニウム、ベンジルトリメ
チルアンモニウム、ベンジルトリエチルアンモニウム、さらにホスホニウムイオンおよび
スルホニウムイオン、好ましくはトリ(C1-C4-アルキル)スルホニウム、例えばトリメチル
スルホンイウム、およびスルホキソニウムイオン、好ましくはトリ(C1-C4-アルキル)スル
ホキソニウムである。
【０１０６】
　有用な酸付加塩のアニオンは、主として塩化物、臭化物、フッ化物、ヨウ化物、硫酸水
素塩、硫酸メチル、硫酸塩、二水素リン酸塩、リン酸水素塩、硝酸塩、重炭酸塩、炭酸塩
、ヘキサフルオロケイ酸塩、ヘキサフルオロリン酸塩、安息香酸塩であり、またC1-C4-ア
ルカン酸、好ましくはギ酸、酢酸、プロピオン酸および酪酸のアニオンである。
【０１０７】
　カルボキシル基を有する活性化合物BおよびCは、本発明による組成物中に、酸の形態で
、農業上適切な塩の形態で、あるいは農業上許容可能な誘導体の形態で、例えば、アミド
類、例えばモノ-およびジ-C1-C6-アルキルアミド、またはアリールアミドとして、エステ
ル類、例えばアリルエステル、プロパルギルエステル、C1-C10-アルキルエステルとして
、さらにまたチオエステル類、例えばC1-C10-アルキルチオエステルとして用いることが
できる。好ましいモノ-およびジ-C1-C6-アルキルアミド類はメチルおよびジメチルアミド
である。好ましいアリールアミド類は、例えばアニリドおよび2-クロロアニリドである。
好ましいアルキルエステル類は、例えばメチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチ
ル、イソブチル、ペンチル、メキシル(1-メチルヘキシル)またはイソオクチル(2-エチル
ヘキシル)エステルである。好ましいC1-C4-アルコキシ-C1-C4-アルキルエステル類は、直
鎖または分岐鎖のC1-C4-アルコキシエチルエステルであり、例えばメトキシエチル、エト
キシエチルまたはブトキシエチルエステルである。直鎖または分岐鎖のC1-C10-アルキル
チオエステルの一例は、エチルチオエステルである。
【０１０８】
　本発明の第1の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb1)から選択される、特にクロジナホッププロパルギル、シクロキシジ
ム、シハロホップブチル、フェノキサプロップ-P-エチル、ピノキサデン、プロホキシジ
ム、テプラロキシジム、トラルコキシジム、エスプロカルブ、プロスルホカルブ、チオベ
ンカルブおよびトリアレートからなる群から選択される除草活性化合物を含む、本発明に
よる組成物に関する。
【０１０９】
　本発明の第2の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb2)から選択される、特にベンスルフロンメチル、ビスピリバックナト
リウム、シクロスルファムロン、フルメツラム、フルピルスルフロンメチルナトリウム、
ホラムスルフロン、イマザモックス、イマザピック、イマザピル、イマザキン、イマゼタ
ピル、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、ヨードスルフロンメチルナトリウム、メソ
スルフロン、ニコスルフロン、ペノキススラム、プロポキシカルバゾンナトリウム、ピラ
ゾスルフロンエチル、ピロキシスラム、リムスルフロン、スルホスルフロン、チエンカル
バゾンメチルおよびトリトスルフロンからなる群から選択される除草活性化合物を含む、
本発明による組成物に関する。
【０１１０】
　本発明の第3の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb3)から選択される、特にアトラジン、ジウロン、フルオメツロン、ヘ
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キサジノン、イソプロツロン、メトリブジン、パラコート、パラコートジクロライド、プ
ロパニルおよびテルブチラジンからなる群から選択される除草活性化合物を含む、本発明
による組成物に関する。
【０１１１】
　本発明の第4の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb4)から選択される、特にフルミオキサジン、オキシフルオルフェン、
スルフェントラゾン、2-クロロ-5-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオ
ロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-4-フルオロ-N-[(イソプロピル)メチルスルファモイル]
ベンズアミド(CAS 372137-35-4)、およびエチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6
-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキ
シ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6)からなる群から選択される除草活性
化合物を含む、本発明による組成物に関する。
【０１１２】
　本発明の第5の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb5)から選択される、特にクロマゾン、ジフルフェニカン、フルロクロ
リドン、イソキサフルトール、メソトリオン、ピコリナフェン、スルコトリオン、テフリ
ルトリオン、テンボトリオン、トプラメゾン、および4-ヒドロキシ-3-[[2-[(2-メトキシ
エトキシ)メチル]-6-(トリフルオロメチル)-3-ピリジル]カルボニル]ビシクロ[3.2.1]オ
クタ-3-エン-2-オン(CAS 352010-68-5)からなる群から選択される除草活性化合物を含む
、本発明による組成物に関する。
【０１１３】
　本発明の第6の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb6)から選択される、特にグリホサート、グリホサートイソプロピルア
ンモニウムおよびグリホサートトリメシウム(スルホサート)からなる群から選択される除
草活性化合物を含む、本発明による組成物に関する。
【０１１４】
　本発明の第7の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb7)から選択される、特にグルホシネートおよびグルホシネートアンモ
ニウムからなる群から選択される除草活性化合物を含む、本発明による組成物に関する。
【０１１５】
　本発明の第8の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb9)から選択される、特にペンジメタリンおよびトリフルラリンからな
る群から選択される除草活性化合物を含む、本発明による組成物に関する。
【０１１６】
　本発明の第9の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb10)から選択される、特にアセトクロール、カフェンストロール、ジ
メテナミド-P、フェントラザミド、フルフェナセット、メフェナセト、メタザクロール、
S-メトラクロールおよびピロキサスルホンからなる群から選択される除草活性化合物を含
む、本発明による組成物に関する。同じく、好ましいのは、式Iで表されるピペラジンジ
オン化合物（特にI-1～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくと
も1種の（特に厳密には1種の）グループb10)から選択される、特に上で定義した式II.1、
II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、II.7、II.8およびII.9のイソキサゾリン化合物からなる
群から選択される除草活性化合物を含む組成物である。
【０１１７】
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　本発明の第10の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb11)から選択される、特にイソキサベンから選択される除草活性化合
物を含む、本発明による組成物に関する。
【０１１８】
　本発明の第11の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb13)から選択される、特に2,4-Dおよびその塩およびエステル、アミノ
ピラリドおよびその塩およびそのエステル、例えばアミノピラリド-トリ(2-ヒドロキシプ
ロピル)アンモニウムおよびそのエステル、クロピラリドおよびその塩およびエステル、
ジカンバおよびその塩およびエステル、フルロキシピルメプチル、キンクロラック、キン
メラック、ならびに5,6-ジクロロ-2-シクロプロピル-4-ピリミジンカルボン酸(CAS 85895
6-08-8)およびその塩およびエステルからなる群から選択される除草活性化合物を含む、
本発明による組成物に関する。
【０１１９】
　本発明の第12の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb14)から選択される、特にジフルフェンゾピルおよびジフルフェンゾ
ピルナトリウムからなる群から選択される除草活性化合物を含む、本発明による組成物に
関する。
【０１２０】
　本発明の第13の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）グループb15)から選択される、特にダイムロン(dymron)(=ダイムロン(daimuron
))、インダノファン、オキサジクロメホンおよびトリアジフラムからなる群から選択され
る除草活性化合物を含む、本発明による組成物に関する。
【０１２１】
　本発明の第14の好ましい実施形態は、式Iで表されるピペラジンジオン化合物（特にI-1
～I-146からなる群から選択される活性化合物）に加えて、少なくとも1種の（特に厳密に
は1種の）薬害軽減剤Cから選択される、特にベノキサコール、クロキントセット、シプロ
スルファミド、ジクロルミド、フェンクロラゾール、イソキサジフェン、メフェンピル、
4-(ジクロロアセチル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4.5]デカン(MON4660、CAS 71526-07-3)、
および2,2,5-トリメチル-3-(ジクロロアセチル)-1,3-オキサゾリジン(R 29148、CAS 5283
6-31 4)からなる群から選択される除草活性化合物を含む、本発明による組成物に関する
。
【０１２２】
　さらに好ましい実施形態は、実施形態1～13の二成分系組成物に対応し、さらに薬害軽
減剤C、特にベノキサコール、クロキントセット、シプロスルファミド、ジクロルミド、
フェンクロラゾール、イソキサジフェン、メフェンピル、4-(ジクロロアセチル)-1-オキ
サ-4-アザスピロ[4.5]デカン(MON4660、CAS 71526-07-3)、および2,2,5-トリメチル-3-(
ジクロロアセチル)-1,3-オキサゾリジン(R 29148、CAS 52836-31 4)からなる群から選択
されるものを含む、三成分系組成物に関する。
【０１２３】
　これ以降、「二成分系組成物」という用語には、1種または複数の(例えば1、2または3
種の)式Iで表される活性化合物と、1種または複数の(例えば1、2または3種の)除草剤Bま
たは1種または複数の薬害軽減剤のいずれかを含む組成物が含まれる。同様に、「三成分
系組成物」という用語には、1種または複数の(例えば1、2または3種の)式Iで表される活
性化合物と、1種または複数の(例えば1、2または3種の)除草剤Bと、1種または複数の(例
えば1、2または3種の)薬害軽減剤Cとを含む組成物が含まれる。
【０１２４】



(50) JP 2010-529170 A 2010.8.26

10

20

　少なくとも1種の成分Aとしての式Iで表される化合物と少なくとも1種の除草剤Bとを含
む二成分組成物において、活性化合物A：Bの重量比は、一般に1：1000～1000：1の範囲に
、好ましくは1：500～500：1の範囲に、特に1：250～250：1の範囲に、特に好ましくは1
：75～75：1の範囲にある。
【０１２５】
　少なくとも1種の成分Aとしての式Iで表される化合物と少なくとも1種の薬害軽減剤Cと
を含む二成分系組成物において、活性化合物A：Cの重量比は、一般に1：1000～1000：1の
範囲に、好ましくは1：500～500：1の範囲に、特に1：250～250：1の範囲に、特に好まし
くは1：75～75：1の範囲にある。
【０１２６】
　少なくとも1種の成分Aとしての式Iで表される化合物、少なくとも1種の除草剤Bと、少
なくとも1種の薬害軽減剤Cとを含む三成分系組成物において、活性化合物A：Bの重量比は
、一般に1：1000～1000：1の範囲に、好ましくは1：500～500：1の範囲に、特に1：250～
250：1の範囲に、特に好ましくは1：75～75：1の範囲にあり、活性化合物A：Cの重量比は
、一般に1：1000～1000：1の範囲に、好ましくは1：500～500：1の範囲に、特に1：250～
250：1の範囲に、特に好ましくは1：75～75：1の範囲にあり、活性化合物B：Cの重量比は
、一般に1：1000～1000：1の範囲に、好ましくは1：500～500：1の範囲に、特に1：250～
250：1の範囲に、特に好ましくは1：75～75：1の範囲にある。成分A＋Bと成分Cの重量比
は、好ましくは、1：500～500：1の範囲に、特に1：250～250：1の範囲に、特に好ましく
は1：75～75：1の範囲にある。
【０１２７】
　特に好ましい混合パートナーと混合パートナーの組み合わせの例を下記の表Aに示す。
【０１２８】
表A：
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【０１２９】
　特に好ましい混合物の例は、下記の表1～146aに記載のものである。
【０１３０】
　表1：活性化合物A)としてのピペラジン化合物I-1と、さらなる活性化合物としての1種
または複数の物質とを含む組成物を表Aの1つの行に示す(組成物1.1～1.1227)。組成物1.1
～1.1227におけるそれぞれの成分の重量比は上述の範囲内にあり、特に好ましい範囲内に
ある。
【０１３１】
　表1a：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-1のZ異性体を含
む点のみ異なる、組成物1.1a～1.1227a。
【０１３２】
　表2：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-2を含む点のみ異
なる、組成物2.1～2.1227。
【０１３３】
　表2a：対応する組成物2.1～2.1227とは、活性化合物A)として化合物I-2のZ異性体を含
む点のみ異なる、組成物2.1a～2.1227a。
【０１３４】
　表3：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-3を含む点のみ異
なる、組成物3.1～3.1227。
【０１３５】
　表3a：対応する組成物3.1～3.1227とは、活性化合物A)として化合物I-3のZ異性体を含
む点のみ異なる、組成物3.1a～3.1227a。
【０１３６】
　表4：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-4を含む点のみ異
なる、組成物4.1～4.1227。
【０１３７】
　表4a：対応する組成物4.1～4.1227とは、活性化合物A)として化合物I-4のZ異性体を含
む点のみ異なる、組成物4.1a～4.1227a。
【０１３８】
　表5：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-5を含む点のみ異
なる、組成物5.1～5.1227。
【０１３９】
　表5a：対応する組成物5.1～5.1227とは、活性化合物A)として化合物I-5のZ異性体を含
む点のみ異なる、組成物5.1a～5.1227a。
【０１４０】
　表6：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-6を含む点のみ異
なる、組成物6.1～6.1227。
【０１４１】
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　表6a：対応する組成物6.1～6.1227とは、活性化合物A)として化合物I-6のZ異性体を含
む点のみ異なる、組成物6.1a～6.1227a。
【０１４２】
　表7：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-7を含む点のみ異
なる、組成物7.1～7.1227。
【０１４３】
　表7a：対応する組成物7.1～7.1227とは、活性化合物A)として化合物I-7のZ異性体を含
む点のみ異なる、組成物7.1a～7.1227a。
【０１４４】
　表8：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-8を含む点のみ異
なる、組成物8.1～8.1227。
【０１４５】
　表8a：対応する組成物8.1～8.1227とは、活性化合物A)として化合物I-8のZ異性体を含
む点のみ異なる、組成物8.1a～8.1227a。
【０１４６】
　表9：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-9を含む点のみ異
なる、組成物9.1～9.1227。
【０１４７】
　表9a：対応する組成物9.1～9.1227とは、活性化合物A)として化合物I-9のZ異性体を含
む点のみ異なる、組成物9.1a～9.1227a。
【０１４８】
　表10：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-10を含む点のみ
異なる、組成物10.1～10.1227。
【０１４９】
　表10a：対応する組成物10.1～10.1227とは、活性化合物A)として化合物I-10のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物10.1a～10.1227a。
【０１５０】
　表11：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-11を含む点のみ
異なる、組成物11.1～11.1227。
【０１５１】
　表11a：対応する組成物11.1～11.1227とは、活性化合物A)として化合物I-11のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物11.1a～11.1227a。
【０１５２】
　表12：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-12を含む点のみ
異なる、組成物12.1～12.1227。
【０１５３】
　表12a：対応する組成物12.1～12.1227とは、活性化合物A)として化合物I-12のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物12.1a～12.1227a。
【０１５４】
　表13：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-13を含む点のみ
異なる、組成物13.1～13.1227。
【０１５５】
　表13a：対応する組成物13.1～13.1227とは、活性化合物A)として化合物I-13のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物13.1a～13.1227a。
【０１５６】
　表14：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-14を含む点のみ
異なる、組成物14.1～14.1227。
【０１５７】
　表14a：対応する組成物14.1～14.1227とは、活性化合物A)として化合物I-14のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物14.1a～14.1227a。
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【０１５８】
　表15：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-15を含む点のみ
異なる、組成物15.1～15.1227。
【０１５９】
　表15a：対応する組成物15.1～15.1227とは、活性化合物A)として化合物I-15のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物15.1a～15.1227a。
【０１６０】
　表16：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-16を含む点のみ
異なる、組成物16.1～16.1227。
【０１６１】
　表16a：対応する組成物16.1～16.1227とは、活性化合物A)として化合物I-16のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物16.1a～16.1227a。
【０１６２】
　表17：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-17を含む点のみ
異なる、組成物17.1～17.1227。
【０１６３】
　表17a：対応する組成物17.1～17.1227とは、活性化合物A)として化合物I-17のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物17.1a～17.1227a。
【０１６４】
　表18：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-18を含む点のみ
異なる、組成物18.1～18.1227。
【０１６５】
　表18a：対応する組成物18.1～18.1227とは、活性化合物A)として化合物I-18のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物18.1a～18.1227a。
【０１６６】
　表19：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-19を含む点のみ
異なる、組成物19.1～19.1227。
【０１６７】
　表19a：対応する組成物19.1～19.1227とは、活性化合物A)として化合物I-19のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物19.1a～19.1227a。
【０１６８】
　表20：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-20を含む点のみ
異なる、組成物20.1～20.1227。
【０１６９】
　表20a：対応する組成物20.1～20.1227とは、活性化合物A)として化合物I-20のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物20.1a～20.1227a。
【０１７０】
　表21：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-21を含む点のみ
異なる、組成物21.1～21.1227。
【０１７１】
　表21a：対応する組成物21.1～21.1227とは、活性化合物A)として化合物I-21のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物21.1a～21.1227a。
【０１７２】
　表22：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-22を含む点のみ
異なる、組成物22.1～22.1227。
【０１７３】
　表22a：対応する組成物22.1～22.1227とは、活性化合物A)として化合物I-22のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物22.1a～22.1227a。
【０１７４】
　表23：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-23を含む点のみ
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異なる、組成物23.1～23.1227。
【０１７５】
　表23a：対応する組成物23.1～23.1227とは、活性化合物A)として化合物I-23のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物23.1a～23.1227a。
【０１７６】
　表24：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-24を含む点のみ
異なる、組成物24.1～24.1227。
【０１７７】
　表24a：対応する組成物24.1～24.1227とは、活性化合物A)として化合物I-24のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物24.1a～24.1227a。
【０１７８】
　表25：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-25を含む点のみ
異なる、組成物25.1～25.1227。
【０１７９】
　表25a：対応する組成物25.1～25.1227とは、活性化合物A)として化合物I-25のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物25.1a～25.1227a。
【０１８０】
　表26：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-26を含む点のみ
異なる、組成物26.1～26.1227。
【０１８１】
　表26a：対応する組成物26.1～26.1227とは、活性化合物A)として化合物I-26のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物26.1a～26.1227a。
【０１８２】
　表27：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-27を含む点のみ
異なる、組成物27.1～27.1227。
【０１８３】
　表27a：対応する組成物27.1～27.1227とは、活性化合物A)として化合物I-27のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物27.1a～27.1227a。
【０１８４】
　表28：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-28を含む点のみ
異なる、組成物28.1～28.1227。
【０１８５】
　表28a：対応する組成物28.1～28.1227とは、活性化合物A)として化合物I-28のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物28.1a～28.1227a。
【０１８６】
　表29：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-29を含む点のみ
異なる、組成物29.1～29.1227。
【０１８７】
　表29a：対応する組成物29.1～29.1227とは、活性化合物A)として化合物I-29のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物29.1a～29.1227a。
【０１８８】
　表30：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-30を含む点のみ
異なる、組成物30.1～30.1227。
【０１８９】
　表30a：対応する組成物30.1～30.1227とは、活性化合物A)として化合物I-30のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物30.1a～30.1227a。
【０１９０】
　表31：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-31を含む点のみ
異なる、組成物31.1～31.1227。
【０１９１】
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　表31a：対応する組成物31.1～31.1227とは、活性化合物A)として化合物I-31のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物31.1a～31.1227a。
【０１９２】
　表32：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-32を含む点のみ
異なる、組成物32.1～32.1227。
【０１９３】
　表32a：対応する組成物32.1～32.1227とは、活性化合物A)として化合物I-32のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物32.1a～32.1227a。
【０１９４】
　表33：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-33を含む点のみ
異なる、組成物33.1～33.1227。
【０１９５】
　表33a：対応する組成物33.1～33.1227とは、活性化合物A)として化合物I-33のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物33.1a～33.1227a。
【０１９６】
　表34：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-34を含む点のみ
異なる、組成物34.1～34.1227。
【０１９７】
　表34a：対応する組成物34.1～34.1227とは、活性化合物A)として化合物I-34のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物34.1a～34.1227a。
【０１９８】
　表35：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-35を含む点のみ
異なる、組成物35.1～35.1227。
【０１９９】
　表35a：対応する組成物35.1～35.1227とは、活性化合物A)として化合物I-35のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物35.1a～35.1227a。
【０２００】
　表36：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-36を含む点のみ
異なる、組成物36.1～36.1227。
【０２０１】
　表36a：対応する組成物36.1～36.1227とは、活性化合物A)として化合物I-36のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物36.1a～36.1227a。
【０２０２】
　表37：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-37を含む点のみ
異なる、組成物37.1～37.1227。
【０２０３】
　表37a：対応する組成物37.1～37.1227とは、活性化合物A)として化合物I-37のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物37.1a～37.1227a。
【０２０４】
　表38：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-38を含む点のみ
異なる、組成物38.1～38.1227。
【０２０５】
　表38a：対応する組成物38.1～38.1227とは、活性化合物A)として化合物I-38のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物38.1a～38.1227a。
【０２０６】
　表39：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-39を含む点のみ
異なる、組成物39.1～39.1227。
【０２０７】
　表39a：対応する組成物39.1～39.1227とは、活性化合物A)として化合物I-39のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物39.1a～39.1227a。
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【０２０８】
　表40：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-40を含む点のみ
異なる、組成物40.1～40.1227。
【０２０９】
　表40a：対応する組成物40.1～40.1227とは、活性化合物A)として化合物I-40のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物40.1a～40.1227a。
【０２１０】
　表41：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-41を含む点のみ
異なる、組成物41.1～41.1227。
【０２１１】
　表41a：対応する組成物41.1～41.1227とは、活性化合物A)として化合物I-41のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物41.1a～41.1227a。
【０２１２】
　表42：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-42を含む点のみ
異なる、組成物42.1～42.1227。
【０２１３】
　表42a：対応する組成物42.1～42.1227とは、活性化合物A)として化合物I-42のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物42.1a～42.1227a。
【０２１４】
　表43：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-43を含む点のみ
異なる、組成物43.1～43.1227。
【０２１５】
　表43a：対応する組成物43.1～43.1227とは、活性化合物A)として化合物I-43のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物43.1a～43.1227a。
【０２１６】
　表44：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-44を含む点のみ
異なる、組成物44.1～44.1227。
【０２１７】
　表44a：対応する組成物44.1～44.1227とは、活性化合物A)として化合物I-44のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物44.1a～44.1227a。
【０２１８】
　表45：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-45を含む点のみ
異なる、組成物45.1～45.1227。
【０２１９】
　表45a：対応する組成物45.1～45.1227とは、活性化合物A)として化合物I-45のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物45.1a～45.1227a。
【０２２０】
　表46：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-46を含む点のみ
異なる、組成物46.1～46.1227。
【０２２１】
　表46a：対応する組成物46.1～46.1227とは、活性化合物A)として化合物I-46のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物46.1a～46.1227a。
【０２２２】
　表47：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-47を含む点のみ
異なる、組成物47.1～47.1227。
【０２２３】
　表47a：対応する組成物47.1～47.1227とは、活性化合物A)として化合物I-47のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物47.1a～47.1227a。
【０２２４】
　表48：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-48を含む点のみ
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異なる、組成物48.1～48.1227。
【０２２５】
　表48a：対応する組成物48.1～48.1227とは、活性化合物A)として化合物I-48のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物48.1a～48.1227a。
【０２２６】
　表49：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-49を含む点のみ
異なる、組成物49.1～49.1227。
【０２２７】
　表49a：対応する組成物49.1～49.1227とは、活性化合物A)として化合物I-49のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物49.1a～49.1227a。
【０２２８】
　表50：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-50を含む点のみ
異なる、組成物50.1～50.1227。
【０２２９】
　表50a：対応する組成物50.1～50.1227とは、活性化合物A)として化合物I-50のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物50.1a～50.1227a。
【０２３０】
　表51：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-51を含む点のみ
異なる、組成物51.1～51.1227。
【０２３１】
　表51a：対応する組成物51.1～51.1227とは、活性化合物A)として化合物I-51のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物51.1a～51.1227a。
【０２３２】
　表52：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-52を含む点のみ
異なる、組成物52.1～52.1227。
【０２３３】
　表52a：対応する組成物52.1～52.1227とは、活性化合物A)として化合物I-52のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物52.1a～52.1227a。
【０２３４】
　表53：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-53を含む点のみ
異なる、組成物53.1～53.1227。
【０２３５】
　表53a：対応する組成物53.1～53.1227とは、活性化合物A)として化合物I-53のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物53.1a～53.1227a。
【０２３６】
　表54：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-54を含む点のみ
異なる、組成物54.1～54.1227。
【０２３７】
　表54a：対応する組成物54.1～54.1227とは、活性化合物A)として化合物I-54のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物54.1a～54.1227a。
【０２３８】
　表55：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-55を含む点のみ
異なる、組成物55.1～55.1227。
【０２３９】
　表55a：対応する組成物55.1～55.1227とは、活性化合物A)として化合物I-55のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物55.1a～55.1227a。
【０２４０】
　表56：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-56を含む点のみ
異なる、組成物56.1～56.1227。
【０２４１】
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　表56a：対応する組成物56.1～56.1227とは、活性化合物A)として化合物I-56のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物56.1a～56.1227a。
【０２４２】
　表57：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-57を含む点のみ
異なる、組成物57.1～57.1227。
【０２４３】
　表57a：対応する組成物57.1～57.1227とは、活性化合物A)として化合物I-57のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物57.1a～57.1227a。
【０２４４】
　表58：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-58を含む点のみ
異なる、組成物58.1～58.1227。
【０２４５】
　表58a：対応する組成物58.1～58.1227とは、活性化合物A)として化合物I-58のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物58.1a～58.1227a。
【０２４６】
　表59：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-59を含む点のみ
異なる、組成物59.1～59.1227。
【０２４７】
　表59a：対応する組成物59.1～59.1227とは、活性化合物A)として化合物I-59のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物59.1a～59.1227a。
【０２４８】
　表60：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-60を含む点のみ
異なる、組成物60.1～60.1227。
【０２４９】
　表60a：対応する組成物60.1～60.1227とは、活性化合物A)として化合物I-60のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物60.1a～60.1227a。
【０２５０】
　表61：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-61を含む点のみ
異なる、組成物61.1～61.1227。
【０２５１】
　表61a：対応する組成物61.1～61.1227とは、活性化合物A)として化合物I-61のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物61.1a～61.1227a。
【０２５２】
　表62：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-62を含む点のみ
異なる、組成物62.1～62.1227。
【０２５３】
　表62a：対応する組成物62.1～62.1227とは、活性化合物A)として化合物I-62のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物62.1a～62.1227a。
【０２５４】
　表63：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-63を含む点のみ
異なる、組成物63.1～63.1227。
【０２５５】
　表63a：対応する組成物63.1～63.1227とは、活性化合物A)として化合物I-63のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物63.1a～63.1227a。
【０２５６】
　表64：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-64を含む点のみ
異なる、組成物64.1～64.1227。
【０２５７】
　表64a：対応する組成物64.1～64.1227とは、活性化合物A)として化合物I-64のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物64.1a～64.1227a。
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【０２５８】
　表65：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-65を含む点のみ
異なる、組成物65.1～65.1227。
【０２５９】
　表65a：対応する組成物65.1～65.1227とは、活性化合物A)として化合物I-65のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物65.1a～65.1227a。
【０２６０】
　表66：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-66を含む点のみ
異なる、組成物66.1～66.1227。
【０２６１】
　表66a：対応する組成物66.1～66.1227とは、活性化合物A)として化合物I-66のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物66.1a～66.1227a。
【０２６２】
　表67：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-67を含む点のみ
異なる、組成物67.1～67.1227。
【０２６３】
　表67a：対応する組成物67.1～67.1227とは、活性化合物A)として化合物I-67のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物67.1a～67.1227a。
【０２６４】
　表68：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-68を含む点のみ
異なる、組成物68.1～68.1227。
【０２６５】
　表68a：対応する組成物68.1～68.1227とは、活性化合物A)として化合物I-68のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物68.1a～68.1227a。
【０２６６】
　表69：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-69を含む点のみ
異なる、組成物69.1～69.1227。
【０２６７】
　表69a：対応する組成物69.1～69.1227とは、活性化合物A)として化合物I-69のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物69.1a～69.1227a。
【０２６８】
　表70：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-70を含む点のみ
異なる、組成物70.1～70.1227。
【０２６９】
　表70a：対応する組成物70.1～70.1227とは、活性化合物A)として化合物I-70のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物70.1a～70.1227a。
【０２７０】
　表71：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-71を含む点のみ
異なる、組成物71.1～71.1227。
【０２７１】
　表71a：対応する組成物71.1～71.1227とは、活性化合物A)として化合物I-71のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物71.1a～71.1227a。
【０２７２】
　表72：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-72を含む点のみ
異なる、組成物72.1～72.1227。
【０２７３】
　表72a：対応する組成物72.1～72.1227とは、活性化合物A)として化合物I-72のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物72.1a～72.1227a。
【０２７４】
　表73：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-73を含む点のみ
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異なる、組成物73.1～73.1227。
【０２７５】
　表73a：対応する組成物73.1～73.1227とは、活性化合物A)として化合物I-73のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物73.1a～73.1227a。
【０２７６】
　表74：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-74を含む点のみ
異なる、組成物74.1～74.1227。
【０２７７】
　表74a：対応する組成物74.1～74.1227とは、活性化合物A)として化合物I-74のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物74.1a～74.1227a。
【０２７８】
　表75：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-75を含む点のみ
異なる、組成物75.1～75.1227。
【０２７９】
　表75a：対応する組成物75.1～75.1227とは、活性化合物A)として化合物I-75のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物75.1a～75.1227a。
【０２８０】
　表76：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-76を含む点のみ
異なる、組成物76.1～76.1227。
【０２８１】
　表76a：対応する組成物76.1～76.1227とは、活性化合物A)として化合物I-76のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物76.1a～76.1227a。
【０２８２】
　表77：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-77を含む点のみ
異なる、組成物77.1～77.1227。
【０２８３】
　表77a：対応する組成物77.1～77.1227とは、活性化合物A)として化合物I-77のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物77.1a～77.1227a。
【０２８４】
　表78：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-78を含む点のみ
異なる、組成物78.1～78.1227。
【０２８５】
　表78a：対応する組成物78.1～78.1227とは、活性化合物A)として化合物I-78のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物78.1a～78.1227a。
【０２８６】
　表79：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-79を含む点のみ
異なる、組成物79.1～79.1227。
【０２８７】
　表79a：対応する組成物79.1～79.1227とは、活性化合物A)として化合物I-79のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物79.1a～79.1227a。
【０２８８】
　表80：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-80を含む点のみ
異なる、組成物80.1～80.1227。
【０２８９】
　表80a：対応する組成物80.1～80.1227とは、活性化合物A)として化合物I-80のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物80.1a～80.1227a。
【０２９０】
　表81：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-81を含む点のみ
異なる、組成物81.1～81.1227。
【０２９１】
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　表81a：対応する組成物81.1～81.1227とは、活性化合物A)として化合物I-81のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物81.1a～81.1227a。
【０２９２】
　表82：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-82を含む点のみ
異なる、組成物82.1～82.1227。
【０２９３】
　表82a：対応する組成物82.1～82.1227とは、活性化合物A)として化合物I-82のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物82.1a～82.1227a。
【０２９４】
　表83：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-83を含む点のみ
異なる、組成物83.1～83.1227。
【０２９５】
　表83a：対応する組成物83.1～83.1227とは、活性化合物A)として化合物I-83のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物83.1a～83.1227a。
【０２９６】
　表84：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-84を含む点のみ
異なる、組成物84.1～84.1227。
【０２９７】
　表84a：対応する組成物84.1～84.1227とは、活性化合物A)として化合物I-84のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物84.1a～84.1227a。
【０２９８】
　表85：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-85を含む点のみ
異なる、組成物85.1～85.1227。
【０２９９】
　表85a：対応する組成物85.1～85.1227とは、活性化合物A)として化合物I-85のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物85.1a～85.1227a。
【０３００】
　表86：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-86を含む点のみ
異なる、組成物86.1～86.1227。
【０３０１】
　表86a：対応する組成物86.1～86.1227とは、活性化合物A)として化合物I-86のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物86.1a～86.1227a。
【０３０２】
　表87：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-87を含む点のみ
異なる、組成物87.1～87.1227。
【０３０３】
　表87a：対応する組成物87.1～87.1227とは、活性化合物A)として化合物I-87のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物87.1a～87.1227a。
【０３０４】
　表88：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-88を含む点のみ
異なる、組成物88.1～88.1227。
【０３０５】
　表88a：対応する組成物88.1～88.1227とは、活性化合物A)として化合物I-88のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物88.1a～88.1227a。
【０３０６】
　表89：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-89を含む点のみ
異なる、組成物89.1～89.1227。
【０３０７】
　表89a：対応する組成物89.1～89.1227とは、活性化合物A)として化合物I-89のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物89.1a～89.1227a。
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【０３０８】
　表90：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-90を含む点のみ
異なる、組成物90.1～90.1227。
【０３０９】
　表90a：対応する組成物90.1～90.1227とは、活性化合物A)として化合物I-90のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物90.1a～90.1227a。
【０３１０】
　表91：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-91を含む点のみ
異なる、組成物91.1～91.1227。
【０３１１】
　表91a：対応する組成物91.1～91.1227とは、活性化合物A)として化合物I-91のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物91.1a～91.1227a。
【０３１２】
　表92：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-92を含む点のみ
異なる、組成物92.1～92.1227。
【０３１３】
　表92a：対応する組成物92.1～92.1227とは、活性化合物A)として化合物I-92のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物92.1a～92.1227a。
【０３１４】
　表93：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-93を含む点のみ
異なる、組成物93.1～93.1227。
【０３１５】
　表93a：対応する組成物93.1～93.1227とは、活性化合物A)として化合物I-93のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物93.1a～93.1227a。
【０３１６】
　表94：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-94を含む点のみ
異なる、組成物94.1～94.1227。
【０３１７】
　表94a：対応する組成物94.1～94.1227とは、活性化合物A)として化合物I-94のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物94.1a～94.1227a。
【０３１８】
　表95：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-95を含む点のみ
異なる、組成物95.1～95.1227。
【０３１９】
　表95a：対応する組成物95.1～95.1227とは、活性化合物A)として化合物I-95のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物95.1a～95.1227a。
【０３２０】
　表96：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-96を含む点のみ
異なる、組成物96.1～96.1227。
【０３２１】
　表96a：対応する組成物96.1～96.1227とは、活性化合物A)として化合物I-96のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物96.1a～96.1227a。
【０３２２】
　表97：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-97を含む点のみ
異なる、組成物97.1～97.1227。
【０３２３】
　表97a：対応する組成物97.1～97.1227とは、活性化合物A)として化合物I-97のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物97.1a～97.1227a。
【０３２４】
　表98：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-98を含む点のみ
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異なる、組成物98.1～98.1227。
【０３２５】
　表98a：対応する組成物98.1～98.1227とは、活性化合物A)として化合物I-98のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物98.1a～98.1227a。
【０３２６】
　表99：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-99を含む点のみ
異なる、組成物99.1～99.1227。
【０３２７】
　表99a：対応する組成物99.1～99.1227とは、活性化合物A)として化合物I-99のZ異性体
を含む点のみ異なる、組成物99.1a～99.1227a。
【０３２８】
　表100：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-100を含む点の
み異なる、組成物100.1～100.1227。
【０３２９】
　表100a：対応する組成物100.1～100.1227とは、活性化合物A)として化合物I-100のZ異
性体を含む点のみ異なる、組成物100.1a～100.1227a。
【０３３０】
　表101：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-101を含む点の
み異なる、組成物101.1～101.1227。
【０３３１】
　表101a：対応する組成物101.1～101.1227とは、活性化合物A)として化合物I-101のZ異
性体を含む点のみ異なる、組成物101.1a～101.1227a。
【０３３２】
　表102：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-102を含む点の
み異なる、組成物102.1～102.1227。
【０３３３】
　表102a：対応する組成物102.1～102.1227とは、活性化合物A)として化合物I-102のZ異
性体を含む点のみ異なる、組成物102.1a～102.1227a。
【０３３４】
　表103：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-103を含む点の
み異なる、組成物103.1～103.1227。
【０３３５】
　表103a：対応する組成物103.1～103.1227とは、活性化合物A)として化合物I-103のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物103.1a～103.1227a。
【０３３６】
　表104：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-104を含む点の
み異なる、組成物104.1～104.1227。
【０３３７】
　表104a：対応する組成物104.1～104.1227とは、活性化合物A)として化合物I-104のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物104.1a～104.1227a。
【０３３８】
　表105：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-105を含む点の
み異なる、組成物105.1～105.1227。
【０３３９】
　表105a：対応する組成物105.1～105.1227とは、活性化合物A)として化合物I-105のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物105.1a～105.1227a。
【０３４０】
　表106：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-106を含む点の
み異なる、組成物106.1～106.1227。
【０３４１】
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　表106a：対応する組成物106.1～106.1227とは、活性化合物A)として化合物I-106のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物106.1a～106.1227a。
【０３４２】
　表107：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-107を含む点の
み異なる、組成物107.1～107.1227。
【０３４３】
　表107a：対応する組成物107.1～107.1227とは、活性化合物A)として化合物I-107のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物107.1a～107.1227a。
【０３４４】
　表108：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-108を含む点の
み異なる、組成物108.1～108.1227。
【０３４５】
　表108a：対応する組成物108.1～108.1227とは、活性化合物A)として化合物I-108のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物108.1a～108.1227a。
【０３４６】
　表109：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-109を含む点の
み異なる、組成物109.1～109.1227。
【０３４７】
　表109a：対応する組成物109.1～109.1227とは、活性化合物A)として化合物I-109のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物109.1a～109.1227a。
【０３４８】
　表110：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-110を含む点の
み異なる、組成物110.1～110.1227。
【０３４９】
　表110a：対応する組成物110.1～110.1227とは、活性化合物A)として化合物I-110のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物110.1a～110.1227a。
【０３５０】
　表111：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-111を含む点の
み異なる、組成物111.1～111.1227。
【０３５１】
　表111a：対応する組成物111.1～111.1227とは、活性化合物A)として化合物I-111のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物111.1a～111.1227a。
【０３５２】
　表112：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-112を含む点の
み異なる、組成物112.1～112.1227。
【０３５３】
　表112a：対応する組成物112.1～112.1227とは、活性化合物A)として化合物I-112のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物112.1a～112.1227a。
【０３５４】
　表113：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-113を含む点の
み異なる、組成物113.1～113.1227。
【０３５５】
　表113a：対応する組成物113.1～113.1227とは、活性化合物A)として化合物I-113のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物113.1a～113.1227a。
【０３５６】
　表114：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-114を含む点の
み異なる、組成物114.1～114.1227。
【０３５７】
　表114a：対応する組成物114.1～114.1227とは、活性化合物A)として化合物I-114のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物114.1a～114.1227a。
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【０３５８】
　表115：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-115を含む点の
み異なる、組成物115.1～115.1227。
【０３５９】
　表115a：対応する組成物115.1～115.1227とは、活性化合物A)として化合物I-115のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物115.1a～115.1227a。
【０３６０】
　表116：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-116を含む点の
み異なる、組成物116.1～116.1227。
【０３６１】
　表116a：対応する組成物116.1～116.1227とは、活性化合物A)として化合物I-116のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物116.1a～116.1227a。
【０３６２】
　表117：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-117を含む点の
み異なる、組成物117.1～117.1227。
【０３６３】
　表117a：対応する組成物117.1～117.1227とは、活性化合物A)として化合物I-117のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物117.1a～117.1227a。
【０３６４】
　表118：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-118を含む点の
み異なる、組成物118.1～118.1227。
【０３６５】
　表118a：対応する組成物118.1～118.1227とは、活性化合物A)として化合物I-118のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物118.1a～118.1227a。
【０３６６】
　表119：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-119を含む点の
み異なる、組成物119.1～119.1227。
【０３６７】
　表119a：対応する組成物119.1～119.1227とは、活性化合物A)として化合物I-119のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物119.1a～119.1227a。
【０３６８】
　表120：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-120を含む点の
み異なる、組成物120.1～120.1227。
【０３６９】
　表120a：対応する組成物120.1～120.1227とは、活性化合物A)として化合物I-120のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物120.1a～120.1227a。
【０３７０】
　表121：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-121を含む点の
み異なる、組成物121.1～121.1227。
【０３７１】
　表121a：対応する組成物121.1～121.1227とは、活性化合物A)として化合物I-121のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物121.1a～121.1227a。
【０３７２】
　表122：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-122を含む点の
み異なる、組成物122.1～122.1227。
【０３７３】
　表122a：対応する組成物122.1～122.1227とは、活性化合物A)として化合物I-122のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物122.1a～122.1227a。
【０３７４】
　表123：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-123を含む点の
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み異なる、組成物123.1～123.1227。
【０３７５】
　表123a：対応する組成物123.1～123.1227とは、活性化合物A)として化合物I-123のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物123.1a～123.1227a。
【０３７６】
　表124：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-124を含む点の
み異なる、組成物124.1～124.1227。
【０３７７】
　表124a：対応する組成物124.1～124.1227とは、活性化合物A)として化合物I-124のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物124.1a～124.1227a。
【０３７８】
　表125：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-125を含む点の
み異なる、組成物125.1～125.1227。
【０３７９】
　表125a：対応する組成物125.1～125.1227とは、活性化合物A)として化合物I-125のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物125.1a～125.1227a。
【０３８０】
　表126：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-126を含む点の
み異なる、組成物126.1～126.1227。
【０３８１】
　表126a：対応する組成物126.1～126.1227とは、活性化合物A)として化合物I-126のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物126.1a～126.1227a。
【０３８２】
　表127：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-127を含む点の
み異なる、組成物127.1～127.1227。
【０３８３】
　表127a：対応する組成物127.1～127.1227とは、活性化合物A)として化合物I-127のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物127.1a～127.1227a。
【０３８４】
　表128：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-128を含む点の
み異なる、組成物128.1～128.1227。
【０３８５】
　表128a：対応する組成物128.1～128.1227とは、活性化合物A)として化合物I-128のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物128.1a～128.1227a。
【０３８６】
　表129：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-129を含む点の
み異なる、組成物129.1～129.1227。
【０３８７】
　表129a：対応する組成物129.1～129.1227とは、活性化合物A)として化合物I-129のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物129.1a～129.1227a。
【０３８８】
　表130：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-130を含む点の
み異なる、組成物130.1～130.1227。
【０３８９】
　表130a：対応する組成物130.1～130.1227とは、活性化合物A)として化合物I-130のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物130.1a～130.1227a。
【０３９０】
　表131：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-131を含む点の
み異なる、組成物131.1～131.1227。
【０３９１】
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　表131a：対応する組成物131.1～131.1227とは、活性化合物A)として化合物I-131のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物131.1a～131.1227a。
【０３９２】
　表132：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-132を含む点の
み異なる、組成物132.1～132.1227。
【０３９３】
　表132a：対応する組成物132.1～132.1227とは、活性化合物A)として化合物I-132のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物132.1a～132.1227a。
【０３９４】
　表133：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-133を含む点の
み異なる、組成物133.1～133.1227。
【０３９５】
　表133a：対応する組成物133.1～133.1227とは、活性化合物A)として化合物I-133のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物133.1a～133.1227a。
【０３９６】
　表134：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-134を含む点の
み異なる、組成物134.1～134.1227。
【０３９７】
　表134a：対応する組成物134.1～134.1227とは、活性化合物A)として化合物I-134のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物134.1a～134.1227a。
【０３９８】
　表135：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-135を含む点の
み異なる、組成物135.1～135.1227。
【０３９９】
　表135a：対応する組成物135.1～135.1227とは、活性化合物A)として化合物I-135のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物135.1a～135.1227a。
【０４００】
　表136：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-136を含む点の
み異なる、組成物136.1～136.1227。
【０４０１】
　表136a：対応する組成物136.1～136.1227とは、活性化合物A)として化合物I-136のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物136.1a～136.1227a。
【０４０２】
　表137：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-137を含む点の
み異なる、組成物137.1～137.1227。
【０４０３】
　表137a：対応する組成物137.1～137.1227とは、活性化合物A)として化合物I-137のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物137.1a～137.1227a。
【０４０４】
　表138：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-138を含む点の
み異なる、組成物138.1～138.1227。
【０４０５】
　表138a：対応する組成物138.1～138.1227とは、活性化合物A)として化合物I-138のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物138.1a～138.1227a。
【０４０６】
　表139：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-139を含む点の
み異なる、組成物139.1～139.1227。
【０４０７】
　表139a：対応する組成物139.1～139.1227とは、活性化合物A)として化合物I-139のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物139.1a～139.1227a。
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【０４０８】
　表140：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-140を含む点の
み異なる、組成物140.1～140.1227。
【０４０９】
　表140a：対応する組成物140.1～140.1227とは、活性化合物A)として化合物I-140のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物140.1a～140.1227a。
【０４１０】
　表141：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-141を含む点の
み異なる、組成物141.1～141.1227。
【０４１１】
　表141a：対応する組成物141.1～141.1227とは、活性化合物A)として化合物I-141のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物141.1a～141.1227a。
【０４１２】
　表142：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-142を含む点の
み異なる、組成物142.1～142.1227。
【０４１３】
　表142a：対応する組成物142.1～142.1227とは、活性化合物A)として化合物I-142のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物142.1a～142.1227a。
【０４１４】
　表143：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-143を含む点の
み異なる、組成物143.1～143.1227。
【０４１５】
　表143a：対応する組成物143.1～143.1227とは、活性化合物A)として化合物I-143のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物143.1a～143.1227a。
【０４１６】
　表144：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-144を含む点の
み異なる、組成物144.1～144.1227。
【０４１７】
　表144a：対応する組成物144.1～144.1227とは、活性化合物A)として化合物I-144のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物144.1a～144.1227a。
【０４１８】
　表145：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-145を含む点の
み異なる、組成物145.1～145.1227。
【０４１９】
　表145a：対応する組成物145.1～145.1227とは、活性化合物A)として化合物I-145のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物145.1a～145.1227a。
【０４２０】
　表146：対応する組成物1.1～1.1227とは、活性化合物A)として化合物I-146を含む点の
み異なる、組成物146.1～146.1227。
【０４２１】
　表146a：対応する組成物146.1～146.1227とは、活性化合物A)として化合物I-146のcis-
異性体を含む点のみ異なる、組成物146.1a～146.1227a。
【０４２２】
　本発明による組成物は除草剤として適している。それらはそのままで、または適切に製
剤化された組成物として好適である。本発明による組成物は、非作物区域の植物を非常に
効率よく、特に高い施用率で防除する。それらは、作物植物に重大な害を及ぼすことなく
、コムギ、イネ、トウモロコシ、ダイズおよびワタなどの作物中に生えている広葉雑草お
よびイネ科雑草に対して作用する。この効果は、主として低施用率で確認される。
【０４２３】
　対象の施用方法に応じて、本発明による組成物は、さらに多くの作物植物において、望
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ましくない植物を除くために使用することができる。適している作物の例を以下に挙げる
：
　タマネギ(Allium cepa)、パイナップル(Ananas comosus)、ラッカセイ(Arachis hypoga
ea)、アスパラガス(Asparagus officinalis)、エンバク(Avena sativa)、サトウダイコン
のアルチッシマ種(Beta vulgaris spec. altissima)、テンサイ(Beta vulgaris spec. ra
pa)、セイヨウアブラナの変種ナプス(Brassica napus var. napus)、セイヨウアブラナの
変種ナポプラシーカ（Brassica napus var．napobrassica) 、アブラナの変種シルベスト
リス(Brassica rapa var. silvestris)、キャベツ(Brassica oleracea)、クロカラシ(Bra
ssica nigra)、チャの樹(Camellia sinensis)、ベニバナ(Carthamus tinctorius)、ペカ
ン(Carya illinoinensis)、レモン(Citrus limon)、スイートオレンジ(Citrus sinensis)
, アラビアコーヒーの樹(Coffea arabica)(カネフォラコーヒーの樹(Coffea canephora)
、リベリカコーヒーの樹(Coffea liberica))、キュウリ(Cucumis sativus)、バーミュー
ダグラス(Cynodon dactylon)、ニンジン(Daucus carota)、アブラヤシ(Elaeis guineensi
s)、ワイルドストロベリー(Fragaria vesca)、ダイズ(Glycine max)、リクチワタ(Gossyp
ium hirsutum)、(キダチワタ(Gossypium arboreum)、シロバナワタ(Gossypium herbaceum
)、カイトウワタ(Gossypium vitifolium))、ヒマワリ(Helianthus annuus)、パラゴムノ
キ(Hevea brasiliensis)、オオムギ(Hordeum vulgare)、ホップ(Humulus lupulus)、サツ
マイモ(Ipomoea batatas)、カシグルミ(Juglans regia)、レンズマメ(Lens culinaris)、
アマ(Linum usitatissimum)、トマト(Lycopersicon lycopersicum)、リンゴ属の種(Malus
 spec.)、キャッサバ(Manihot esculenta)、アルファルファ(Medicago sativa)、バショ
ウ属の種(Musa spec.)、タバコ(Nicotiana tabacum (N. rustica))、オリーブ(Olea euro
paea)、イネ(Oryza sativa)、ライマメ(Phaseolus lunatus)、サヤインゲン(Phaseolus v
ulgaris)、ヨーロッパトウヒ(Picea abies)、マツ属の種(Pinus spec.)、ピスタチオナッ
ツの樹(Pistacia vera)、エンドウ(Pisum sativum)、サクランボ(Prunus avium)、モモ(P
runus persica)、セイヨウナシ(Pyrus communis)、アンズ(Prunus armeniaca)、サワーチ
ェリー(Prunus cerasus)、アーモンドの樹(Prunus dulcis)および西洋スモモ(prunus dom
estica)、スグリ(Ribes sylvestre)、トウゴマ(Ricinus communis)、サトウキビ(Sacchar
um officinarum)、ライムギ(Secale cereale)、シロガラシ(Sinapis alba)、ジャガイモ(
Solanum tuberosum)、モロコシ(Sorghum bicolor、トウキビ(s. vulgare))、カカオの樹(
Theobroma cacao)、アカツメクサ(Trifolium pratense)、コムギ(Triticum aestivum)、
ライコムギ(Triticale)、デュラムコムギ(Triticum durum)、ソラマメ(Vicia faba)、ブ
ドウ(Vitis vinifera)、トウモロコシ(Zea mays)。
【０４２４】
　好ましい作物は次のとおりである：ラッカセイ(Arachis hypogaea)、サトウダイコンの
アルチッシマ種(Beta vulgaris spec. altissima)、セイヨウアブラナの変種ナプス(Bras
sica napus var. napus)、キャベツ(Brassica oleracea)、レモン(Citrus limon)、スイ
ートオレンジ(Citrus sinensis)、アラビアコーヒーの樹(Coffea arabica)(カネフォラコ
ーヒーの樹(Coffea canephora)、リベリカコーヒーの樹(Coffea liberica))、バーミュー
ダグラス(Cynodon dactylon)、ダイズ(Glycine max)、リクチワタ(Gossypium hirsutum)
、(キダチワタ(Gossypium arboreum)、シロバナワタ(Gossypium herbaceum)、カイトウワ
タ(Gossypium vitifolium))、ヒマワリ(Helianthus annuus)、オオムギ(Hordeum vulgare
)、カシグルミ(Juglans regia)、レンズマメ(Lens culinaris)、アマ(Linum usitatissim
um)、トマト(Lycopersicon lycopersicum)、リンゴ属の種(Malus spec.)、アルファルフ
ァ(Medicago sativa)、タバコ(Nicotiana tabacum (N. rustica))、オリーブ(Olea europ
aea)、イネ(Oryza sativa)、ライマメ(Phaseolus lunatus)、サヤインゲン(Phaseolus vu
lgaris)、ピスタチオナッツの樹(Pistacia vera)、エンドウ(Pisum sativum)、アーモン
ドの樹(Prunus dulcis)、サトウキビ(Saccharum officinarum)、ライムギ(Secale cereal
e)、ジャガイモ(Solanum tuberosum)、モロコシ(Sorghum bicolor、トウキビ(s. vulgare
))、ライコムギ(Triticale)、コムギ(Triticum aestivum)、デュラムコムギ(Triticum du
rum)、ソラマメ(Vicia faba)、ブドウ(Vitis vinifera)、およびトウモロコシ(Zea mays)
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。
【０４２５】
　さらに、本発明による組成物はまた、品種改良（遺伝子工学的方法を含む）により除草
剤の作用に耐性のある作物においても使用することができる。
【０４２６】
　さらに、本発明による組成物はまた、品種改良（遺伝子工学的方法を含む）の結果とし
て昆虫または菌類の攻撃に耐性のある作物においても使用することができる。
【０４２７】
　その上、本発明による組成物は、落葉(defoliation)および／または植物の一部の乾燥(
desiccation)に適していることがわかったが、これにはワタ、ジャガイモ、ナタネ、ヒマ
ワリ、ダイズまたはソラマメなどの作物植物、特にワタが適している。これに関連して、
植物を乾燥および／または落葉させるための組成物、かかる組成物の調製方法、ならびに
本発明による組成物を用いて植物を乾燥および／または落葉させる方法を見出した。
【０４２８】
　乾燥剤(desiccant)として、本発明による組成物は、ジャガイモ、ナタネ、ヒマワリお
よびダイズだけでなく穀類などの作物植物の地上部の乾燥に特に適している。これにより
、かかる重要作物植物の完全自動収穫が可能となる。
【０４２９】
　また、収穫を促進することは経済的に有利であるが、これは、柑橘果実、オリーブまた
は他の種の場合、ならびに仁果、核果および堅果の栽培品種の場合には、一定期間に集中
的に果実に裂開を起こさせるか、あるいは樹木に対する結合力を低下させることにより可
能となる。また、同様のメカニズム、すなわち、植物の果実部分または葉部分と植物のシ
ュート部分との間の離層組織の形成を促すことも、有用植物(例えば、ワタ)の落葉を調節
しやすくするためにも重要である。さらに、各ワタ植物が成熟する時間間隔を短縮するこ
とは、収穫後の繊維品質を高めることにもつながる。
【０４３０】
　本発明による組成物は、例えば、直接散布可能な液剤、粉剤、懸濁剤の形態で、また、
高度に濃縮された水性、油性もしくは他の懸濁剤または分散剤、乳剤、油性分散剤、ペー
スト剤、散剤、広域散布用製品、または顆粒剤の形態で、散布(spraying)、噴霧(atomizi
ng)、散粉(dusting)、広域散布(broadcasting)または散水(watering)により、あるいは種
子の処理または種子との混合により使用することができる。使用形態は意図した使用目的
によって決まるが、いずれの場合にも、それらは本発明による活性化合物が確実に可能な
かぎり微細に分散されるようなものであるべきである。
【０４３１】
　本作物保護組成物は、除草剤としての有効量の本発明による組成物、すなわち、少なく
とも1種の化合物IまたはIの農業上有用な塩と、除草剤Bおよび上記の薬害軽減剤Cから選
択される少なくとも1種のさらなる活性化合物と、さらに作物保護剤を製剤化するための
慣用の補助剤とを含む。
【０４３２】
　作物保護剤を製剤化するための慣用の補助剤の例は、不活性補助剤、固体または液体担
体、界面活性剤（例えば分散助剤、保護コロイド剤、乳化剤、湿潤剤、および粘着付与剤
）、有機および無機増粘剤、殺菌剤、不凍剤、消泡剤、場合により着色剤、および種子用
製剤の場合には付着剤である。
【０４３３】
　増粘剤（すなわち、製剤の流動性を改良する化合物、すなわち、静止状態では高粘度で
、使用状態では低粘度を付与する化合物）の例は、多糖類、例えばキサンタンガム (Kelc
o社製のKelzan(登録商標))、Rhodopol(登録商標)23 (Rhone Poulenc社製)またはVeegum(
登録商標)(R.T. Vanderbilt社製)、ならびに有機および無機層状鉱物、例えばAttaclay(
登録商標)(Engelhardt社製)である。
【０４３４】
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　消泡剤の例は、シリコーン乳剤（例えば、Silikon(登録商標) SRE、WackerまたはRhodo
rsil(登録商標)、Rhodia社製)、長鎖アルコール、脂肪酸、脂肪酸の塩、有機フッ素化合
物およびこれらの混合物である。
【０４３５】
　殺菌剤は水性の除草用組成物を安定化させるために添加することができる。殺菌剤の例
は、ジクロロフェンおよびベンジルアルコールヘミホルマール系の殺菌剤(ICI社製のProx
el(登録商標)またはThor Chemie社製のActicide(登録商標)およびRohm & Haas社製のKath
on(登録商標) MK)、さらにイソチアゾリノン誘導体、例えばアルキルイソチアゾリノンお
よびベンゾイソチアゾリノン(Thor Chemie社製のActicide MBS)である。
【０４３６】
　不凍剤の例はエチレングリコール、プロピレングリコール、尿素、またはグリセロール
である。
【０４３７】
　着色剤の例としては水に難溶性の顔料と水に溶解性の色素の両方がある。例を挙げると
、ローダミンB、C.I.ピグメントレッド112およびC.I.ソネベントレッド1、さらにピグメ
ントブルー15：4、ピグメントブルー15：3、ピグメントブルー15：2、ピグメントブルー1
5：1、ピグメントブルー80、ピグメントイエロー1、ピグメントイエロー13、ピグメント
レッド112、ピグメントレッド48：2、ピグメントレッド48：1、ピグメントレッド57：1、
ピグメントレッド53：1、ピグメントオレンジ43、ピグメントオレンジ34、ピグメントオ
レンジ5、ピグメントグリーン36、ピグメントグリーン7、ピグメントホワイト6、ピグメ
ントブラウン25、ベーシックバイオレット10、ベーシックバイオレット49、アシッドレッ
ド51、アシッドレッド52、アシッドレッド14、アシッドブルー9、アシッドイエロー23、
ベーシックレッド10、ベーシックレッド108という名称で知られている色素である。
【０４３８】
　付着剤の例は、ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコールおよび
チロースである。
【０４３９】
　適切な不活性補助剤は、特に液体担体または固体担体である。液体担体の例は次のとお
りである：中沸点～高沸点の鉱油留分(例えば、灯油およびディーゼル油、さらにはコー
ルタール油)、ならびに植物由来または動物由来び油類、脂肪族、環式および芳香族の炭
化水素類、例えば、パラフィン、テトラヒドロナフタレン、アルキル化ナフタレンまたは
それらの誘導体、アルキル化ベンゼンまたはそれらの誘導体、アルコール類、例えば、メ
タノール、エタノール、プロパノール、ブタノールおよびシクロヘキサノール、ケトン類
、例えば、シクロヘキサノン、強極性溶媒、例えば、N-メチルピロリドンなどのアミン、
または水。固体担体は、例としては鉱物質土類(mineral earth)、例えば、シリカ、シリ
カゲル、シリケート、タルク、カオリン、石灰石、石灰、チョーク、ボール粘土、黄土、
クレー、ドロマイト、珪藻土、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウムおよび酸化マグネシウ
ム、粉砕合成材料、肥料、例えば、硫酸アンモニウム、リン酸アンモニウム、硝酸アンモ
ニウムおよび尿素、ならびに植物由来の製品、例えば、穀粉、樹皮粉、木粉および堅果殻
粉、セルロース粉末、あるいは他の固体担体である。
【０４４０】
　適切な界面活性剤（補助剤、湿潤剤、粘着付与剤、分散助剤、さらには乳化剤）は次の
ものである：芳香族スルホン酸(例えば、リグノスルホン酸（例：Borrespers型、Borrega
ard社）、フェノールスルホン酸、ナフタレンスルホン酸（例：Morwet型、Akzo Nobel社
）、およびジブチルナフタレンスルホン酸（Nekal型、BASF AG社）)の、ならびに脂肪酸
の、アルキルスルホン酸およびアルキルアリールスルホン酸、アルキル硫酸、ラウリルエ
ーテル硫酸および脂肪アルコール硫酸のアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩およびアン
モニウム塩、さらには硫酸化されたヘキサ-、ヘプタ-およびオクタ-デカノール、ならび
に脂肪アルコールグリコールエーテルの塩、スルホン化ナフタレンおよびその誘導体とホ
ルムアルデヒドとの縮合物、ナフタレンもしくはナフタレンスルホン酸とフェノールおよ
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びホルムアルデヒドとの縮合物、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル、エトキ
シル化されたイソオクチル-、オクチル-またはノニルフェノール、アルキルフェニルおよ
びトリブチルフェニルポリグリコールエーテル、アルキルアリールポリエーテルアルコー
ル、イソトリデシルアルコール、脂肪アルコール／エチレンオキシド縮合物、エトキシル
化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアルキルエーテルもしくはポリオキシプロピレンアルキ
ルエーテル、ラウリルアルコールポリグリコールエーテルアセテート、ソルビトールエス
テル、リグノ亜硫酸廃液およびタンパク質、変性タンパク質、多糖類（例えばメチルセル
ロース）、疎水性に改質されたデンプン、ポリビニルアルコール（Mowiol型、Clariant社
）、ポリカルボキシレート（BASF AG社、Sokalan型）、ポリアルコキシレート、ポリビニ
ルアミン（BASF AG社、Lupamine型）、ポリエチレンイミン（BASF AG社、Lupasol型）、
ポリビニルピロリドンおよびそのコポリマー。
【０４４１】
　粉剤、広域散布用製品および散剤は、活性成分を固体担体と共に混合または粉砕するこ
とにより調製することができる。
【０４４２】
　粒剤、例えばコーティング粒剤(coated granule)、含浸粒剤(impregnated granule)お
よび均質粒剤(homogeneous granule)は、活性成分を固体担体に結合させることにより調
製することができる。
【０４４３】
　水性の使用形態は、乳剤(emulsion concentrate)、懸濁剤、ペースト剤、湿潤性粉剤ま
たは水分散性粒剤から水の添加により調製することができる。乳剤、ペースト剤または油
性分散液剤を調製するには、式I（特にIaおよびIb）の化合物をそのままで、または油や
溶媒に溶解して、湿潤剤、粘着付与剤、分散助剤または乳化剤を用いて水中で均質化する
ことができる。あるいはまた、活性化合物、湿潤剤、粘着付与剤、分散助剤または乳化剤
を含み、所望により溶媒もしくは油を含む濃縮物を調製することもできるが、これは水で
希釈するのに適している。
【０４４４】
　直ぐに使用可能な調製品における活性化合物の濃度は、広い範囲で変えることができる
。一般的に、製剤は0.001～98重量％、好ましくは0.01～95重量％の少なくとも1種の活性
化合物を含有する。活性化合物は90～100％の純度、好ましくは95～100％の純度（NMRス
ペクトルによる）で使用する。
【０４４５】
　本発明の組成物は、例えば、次のように製剤化することができる：
　1. 水で希釈する製品
　A 液剤(Water-solbule concentrates)
　10重量部の活性化合物を90重量部の水または水溶性溶媒に溶解させる。あるいは、湿潤
剤または他の補助剤を加える。水で希釈すると活性化合物が溶解する。これにより、10重
量％の活性化合物含量の製剤が得られる。
【０４４６】
　B 分散剤(Dispersible concentrates)
　20重量部の活性化合物を、70重量部のシクロヘキサノンに10重量部の分散剤（例えば、
ポリビニルピロリドン）を加えて溶解させる。水で希釈すると分散液が得られる。これに
より、活性化合物を20重量％含む製剤が得られる。
【０４４７】
　C 乳剤（Emulsifiable concentrates）
　15重量部の活性化合物を、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウムおよびエトキシル化
ヒマシ油（それぞれ5重量部）を加えた75重量部の有機溶媒（例えば、アルキル芳香族化
合物）に溶解させる。水で希釈すると乳液が得られる。この製剤は15重量％の活性化合物
含量を有する。
【０４４８】
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　D エマルション剤（Emulsions）
　25重量部の活性化合物を、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウムおよびエトキシル化
ヒマシ油（それぞれ5重量部）を加えた35重量部の有機溶媒（例えば、アルキル芳香族化
合物）に溶解させる。この混合物を、乳化装置(例えば、Ultraturax)を用いて30重量部の
水に導入し、均質なエマルションとする。水で希釈すると乳液が得られる。この製剤は25
重量％の活性化合物含量を有する。
【０４４９】
　E フロアブル剤（Suspensions)
　撹拌型ボールミル内で、20重量部の活性化合物を、10重量部の分散剤と湿潤剤および70
重量部の水または有機溶媒を加えながら粉砕し、微細な活性化合物の懸濁液を得る。水で
希釈すると、活性化合物の安定した懸濁液が得られる。この製剤中の活性化合物含量は20
重量％である。
【０４５０】
　F 顆粒水和剤（Water-dispersible granules）および顆粒水溶剤（Water-soluble gran
ules）
　50重量部の活性化合物を、50重量部の分散剤および湿潤剤を加えながら微細に粉砕し、
専用の装置（例えば、押出機、噴霧塔、流動床など）を用いて顆粒水和剤または顆粒水溶
剤とする。水で希釈すると、活性化合物の安定した分散液または溶液が得られる。この製
剤は50重量％の活性化合物含量を有する。
【０４５１】
　G 粉末水和剤（Water-dispersible powders)および粉末水溶剤（Water-soluble powder
s)
　75重量部の活性化合物を、25重量部の分散剤、湿潤剤およびシリカゲルを加えてロータ
ーステーターミル(rotor-stator mill)内で粉砕する。水で希釈すると、活性化合物の安
定した分散液または溶液が得られる。この製剤中の活性化合物含量は75重量％である。
【０４５２】
　H ゲル剤
　ボールミル内で、20重量部の活性化合物、10重量部の分散剤、1重量部のゲル化剤、お
よび70重量部の水または有機溶媒を混合して微細な懸濁液を調製する。水で希釈すると、
20重量％の活性化合物含量を有する安定した懸濁液が得られる。
【０４５３】
　2. 希釈せずに施用する製品
　I 散剤(Dusts)
　5重量部の活性化合物を微粉砕し、95重量部の微粉砕カオリンと十分に混合する。これ
により、5重量％の活性化合物含量を有する散粉剤(dusting powder)が得られる。
【０４５４】
　J 粒剤(Granules)(GR、FG、GG、MG)
　0.5重量部の活性化合物を微粉砕し、95.5重量部の担体と結合させる。現在の方法は押
出法、噴霧乾燥法または流動床法である。これにより、0.5重量％の活性化合物含量を有
する、希釈せずに施用する粒剤が得られる。
【０４５５】
　K ULV液剤(UL)
　10重量部の活性化合物を90重量部の有機溶媒（例えば、キシレン）に溶解させる。これ
により、10重量％の活性化合物含量を有する、希釈せずに施用する製品が得られる。
【０４５６】
　直ぐに使用可能な調製物では、すなわち、作物保護組成物の形態の本発明による組成物
では、成分AおよびBおよび／またはCは、懸濁、乳化または溶解した形態で、一緒にまた
は別々に製剤化することができる。その使用形態は、専ら、意図する用途によって決まる
。
【０４５７】
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　したがって、本発明の第1の実施形態は、少なくとも1種の式Iで表される活性化合物(活
性化合物A)と、除草剤Bおよび薬害軽減剤Cから選択される少なくとも1種のさらなる活性
化合物と、さらに固体担体または液体担体とを含み、必要に応じて1種または複数の界面
活性剤を含む、一成分系組成物として製剤化された作物保護組成物の形態の組成物に関す
る。
【０４５８】
　したがって、本発明の第2の実施形態は、少なくとも1種の活性化合物Aと、固体担体ま
たは液体担体とを含み、必要に応じて1種または複数の界面活性剤を含む第1の製剤(成分)
と、除草剤Bおよび薬害軽減剤Cから選択される少なくとも1種のさらなる活性化合物と、
固体担体または液体担体とを含み、必要に応じて1種または複数の界面活性剤を含む第2の
成分とを含んでなる、二成分系組成物として製剤化された作物保護組成物の形態の組成物
に関する。
【０４５９】
　前記活性成分Aおよび少なくとも1種のさらなる活性化合物Bおよび／またはCは、植物の
出芽（emergence）前、出芽中または出芽後に、一緒にまたは別々に、同時にまたは連続
して施用することができる。活性化合物A、Bおよび／またはCを施用する順序はそれほど
重要ではない。唯一重要なことは、少なくとも1種の活性化合物Aと少なくとも1種のさら
なる活性化合物Bおよび／またはCが作用部位で同時に存在すること、すなわち、防除すべ
き植物と同時に接触するか、取り込まれることである。
【０４６０】
　純粋な活性化合物組成物、すなわちAおよびB、必要に応じてCからなり、製剤用補助剤
は含まない組成物に求められる施用量は、植木鉢台(plant stand)の組成、植物の成長段
階、使用される場所の気候条件、および施用方法によって決まる。一般に、AおよびB、必
要に応じてCの施用量は、0.001～3kg/ha、好ましくは0.005～2kg/ha、特に0.01～2kg/ha
の活性物質(a.s.)とされている。
【０４６１】
　一般に、化合物Iに求められる施用量は、0.0005kg/ha～2.5kg/haの範囲、好ましくは0.
005kg/ha～2kg/haの範囲、または0.01kg/ha～1.5kg/hの範囲のa.s.とされている。
【０４６２】
　一般に、化合物Bに求められる施用量は、0.0005kg/ha～2.5kg/haの範囲、好ましくは0.
005kg/ha～2kg/haの範囲、または0.01kg/ha～1.5kg/hの範囲のa.s.とされている。
【０４６３】
　一般に、化合物Cに求められる施用量は、0.0005kg/ha～2.5kg/haの範囲、好ましくは0.
005kg/ha～2kg/haの範囲、または0.01kg/ha～1.5kg/hの範囲のa.s.とされている。
【０４６４】
　本組成物は、主に葉面撒布によって植物に施用される。この場合、施用は、通常の噴霧
技術によって、例えば水を担体として使用し、噴霧液量を約100～1000L/ha（例えば300～
400L/ha）として実施することができる。また本除草用組成物は、微量散布法(low volume
)もしくは超微量散布法(ultra-low volume)により、または微小顆粒形態で施用すること
ができる。
【０４６５】
　化合物Iまたはそれらを含む除草用組成物は、出芽前または出芽後に施用可能であるか
、作物種子と一緒に施用することができる。また、本発明の組成物で前処理された作物植
物の種子を施用することによって、本組成物を施用することもできる。ある特定の作物植
物が本活性化合物AおよびB、必要に応じてCに対して十分な耐性をもたない場合には、こ
れらの除草用組成物を噴霧器を用いて噴霧することにより、感受性のある作物植物の葉に
はできるだけ接触することなく、その一方で活性化合物が下方で成長している不要な植物
の葉またはむき出しの土壌表面に届くような施用方法(post-directed, lay-by)を用いる
ことができる。
【０４６６】
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　さらなる実施形態では、本組成物は種子処理により施用することができる。
【０４６７】
　種子の処理は、本発明による式Iの化合物またはそれから調製した組成物に基づいて、
当技術分野で公知の実質的にすべての処理法（種子粉衣法(seed dressing)、種子コーテ
ィング法(seed coating)、種子散粉法(seed dusting)、種子浸漬法(seed soaking)、種子
フィルムコーティング法(seed film coating)、種子多層コーティング法(seed multilaye
r coating)、種子被覆処理法(encrusting)、種子ドリッピング法(seed dripping)、およ
び種子ペレッティング法(seed pelleting)）を含む。ここで、除草用組成物は希釈して施
用してもよいし、希釈しないで施用することもできる。
【０４６８】
　「種子」という用語はあらゆる種類の種子を含み、例えば、穀物(corn)、種子、果実、
塊茎、苗、および同様の形態を含む。ここで、好ましくは「種子」という用語は穀物と種
子をさす。
【０４６９】
　用いる種子は、上記の有用植物の種子だけでなく、トランスジェニック植物または通常
の品種改良法で得られた植物の種子であってもよい。
【０４７０】
　本活性化合物の施用量は、防除標的、季節、標的植物および生育段階に応じて、0.001
～3.0kg/ha、好ましくは0.01～1.0kg/haの活性物質(a.s.)である。種子の処理には、一般
に種子100kgあたり0.001～10kgの量で化合物Iを用いる。
【０４７１】
　さらに、化合物Iは単独で、または他の作物保護剤と組み合わせて（例えば、害虫また
は植物病原性の真菌もしくは細菌を防除するための薬剤と一緒に、または成長を調節する
活性化合物のグループと一緒に）施用することが有益でありうる。また、栄養および微量
元素の欠乏を補うために用いられる無機塩溶液との混和も注目される。さらに、非植物毒
性の油類および油濃縮物を加えてもよい。
【０４７２】
　以下の実施例は本発明を説明するのに役立つものである。
【０４７３】
（実施例）
　A. 調製例
　生成物は、HPLC/MS（質量分析と組み合わせた高性能液体クロマトグラフィー）でのそ
の保持時間RT（分）、NMR、またはその融点(m.p.)により同定した。
【０４７４】
　HPLCカラム：RP-18カラム (Chromolith Speed ROD、ドイツのMerck KgaA社製)
　溶離剤：アセトニトリル＋0.1％トリフルオロ酢酸(TFA)／水＋0.1％TFA、40℃、5分で5
：95から95：5の勾配、流速1.8 ml/分。
【０４７５】
　MS：四重極エレクトロスプレーイオン化、80 V (ポジティブモード)。
【０４７６】
　実施例1：3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピペラジン-
2,5-ジオン
【化１４】
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　1.1　エチル2-(tert-ブトキシカルボニルメチルアミノ)-3-(2-ニトロフェニル)-3-トリ
メチルシラニルオキシ-プロピオネート
【化１５】

【０４７８】
　－78℃で、リチウムジイソプロピルアミド溶液(テトラヒドロフラン/n-ヘプタン中に2M
、46ml、92mmol)を、THF(無水、50ml)中のエチル(tert-ブトキシカルボニルメチルアミノ
)アセテート(20g、92mmol)にゆっくりと滴下添加した。この混合物をこの温度で3時間撹
拌した。次いで、THF(テトラヒドロフラン、無水、30ml)中の2-ニトロベンズアルデヒド(
13.6g、90mmol)をゆっくりと滴下添加した。この混合物を－78℃で1.5時間撹拌した後、
塩化トリメチルシリル(10g、92mmol)を滴下添加した。反応溶液をゆっくりと（12時間）
室温まで温め、次いで、ロータリーエバポレーターで濃縮した。残留物を酢酸エチルにと
り、洗浄し、乾燥し濃縮した。このようにして得られた残留物をカラムクロマトグラフィ
ー(SiO2、ヘキサン／酢酸エチル)で精製した。これにより、7.1g(18％)の無極性の異性体
が得られ、これを次の工程でさらに反応させた。
【０４７９】
M+Na (m/z)：463。
【０４８０】
　1.2　エチル3-ヒドロキシ-2-メチルアミノ-3-(2-ニトロフェニル)プロピオネート

【化１６】

【０４８１】
　トリフルオロ酢酸(20ml)をCH2Cl2(100ml)中のエチル2-(tert-ブトキシカルボニルメチ
ルアミノ)-3-(2-ニトロフェニル)-3-トリメチルシラニルオキシプロピオネート(8.6g、19
.5mmol)に加え、この混合物を室温で12時間撹拌した。次いで、混合物をNaHCO3溶液（飽
和）で中和し、相を分離させ、有機相を濃縮した。このようにして得られた残留物をカラ
ムクロマトグラフィー(SiO2、ヘキサン／酢酸エチル)で精製した。これにより、1.7g(32
％)の表題化合物が淡黄色の固体として得られた。
【０４８２】
M+1 (m/z)：269。
【０４８３】
　1.3　エチル2-{[2-(tert-ブトキシカルボニルメチルアミノ)-3-フェニルプロピオニル]
メチルアミノ}-3-ヒドロキシ-3-(2-ニトロフェニル)プロピオネート
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【化１７】

【０４８４】
　エチル3-ヒドロキシ-2-メチルアミノ-3-(2-ニトロフェニル)プロピオネート(1.7g、6.3
mmol)、2-(tert-ブトキシカルボニルメチルアミノ)-3-フェニルプロピオン酸(2g、7mmol)
、N-エチルジイソプロピルアミン(4.5g、35mmol)、およびEDAC(3g、15.6mmol)をTHF(無水
、50ml)中で3日間撹拌した。この反応溶液をロータリーエバポレーターで濃縮した。残留
物を酢酸エチルにとり、得られた溶液を洗浄し、乾燥し、濃縮した。これにより、2.1g(6
3％)の表題化合物が淡黄色の油状物として得られた。
【０４８５】
M+1 (m/z)：530。
【０４８６】
　1.4　エチル3-ヒドロキシ-2-[メチル-(2-メチルアミノ-3-フェニルプロピオニル)アミ
ノ]-3-(2-ニトロフェニル)プロピオネート
【化１８】

【０４８７】
　トリフルオロ酢酸(10ml)をCH2Cl2(20ml)中のエチル2-{[2-(tert-ブトキシカルボニルメ
チルアミノ)-3-フェニルプロピオニル]メチルアミノ}-3-ヒドロキシ-3-(2-ニトロフェニ
ル)プロピオネート(2.1g、3.9mmol)に加え、この混合物を室温で2時間撹拌し、次いでロ
ータリーエバポレーターで濃縮した。このようにして得られた残留物を粗生成物として次
の工程で反応させた。
【０４８８】
　1.5　3-ベンジル-6-[ヒドロキシ-(2-ニトロフェニル)メチル]-1,4-ジメチルピペラジン
-2,5-ジオン
【化１９】

【０４８９】
　上記1.4で得られた残留物をTHF(50ml)にとり、NH4OH（H2O中25％、10ml）を添加した。
この混合物を室温で12時間撹拌した。H2O（100ml）の添加後、混合物をメチルtert-ブチ
ルエーテルで抽出し、有機相を乾燥し、濃縮した。このようにして得られた残留物をカラ
ムクロマトグラフィー(SiO2、ヘキサン／酢酸エチル)で精製した。これにより、0.57g(38
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％)の極性異性体が得られ、これを次の工程でさらに反応させた。
【０４９０】
M+1 (m/z)：384。
【０４９１】
　1.6　(5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イル)-(2-ニトロフェニル
)メチルメタンスルホネート
【化２０】

【０４９２】
　DMAP(1.8g、14.7mmol)および塩化メタンスルホニル(30ml)をピリジン(100ml)中の3-ベ
ンジル-6-[ヒドロキシ-(2-ニトロフェニル)メチル]-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-ジオン
(5.5g、14.3mmol)に加え、この混合物を室温で12時間撹拌した後、ロータリーエバポレー
ターで濃縮した。H2OおよびCH2Cl2の添加後、不溶性の黒色樹脂をヌッチェフィルターで
濾過して除き、相を分離させ、有機相を濃縮した。このようにして得られた残留物をカラ
ムクロマトグラフィー(SiO2、ヘキサン／酢酸エチル)で精製した。これにより、5.1g(77
％)の表題化合物が淡黄色の泡状物として得られた。
【０４９３】
M+1 (m/z)：462。
【０４９４】
　1.7　3-ベンジル-6-[1-(2-ニトロフェニル)メチリデン]-1,4-ジメチルピペラジン-2,5-
ジオン
　0℃で、THF(100ml)中の(5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イル)-(
2-ニトロフェニル)メチルメタンスルホネート(4.25g、9mmol)に、1,8-ジアザビシクロ[5.
4.0]ウンデカ-7-エン、（DBU 1.4g、9mmol)をゆっくりと滴下添加し、この混合物を0℃で
4時間撹拌した。この温度で、クエン酸(10％)を用いてpHを7に調整し、その後、混合物を
ゆっくりと室温まで温めた。H2Oと酢酸エチルの添加後、相を分離させ、有機相を濃縮し
た。このようにして得られた残留物をカラムクロマトグラフィー(SiO2、メチルtert-ブチ
ルエーテル／酢酸エチル)で精製した。これにより、2.5g(76％)の表題化合物が黄色の泡
状物として得られた。
【０４９５】
　このようにして得られたZ：E異性体混合物を分取MPLC（シリカゲル：Merck Lichroprep
 RP-18 (40～63μm)、CH3OH：H2O = 60：40)で分離した。分離した異性体の1H-NMR (CDCl

3)：
a) δ = 2.62 (s, 3H), 3.09 (s, 3H), 3.23 (m, 2H), 4.39 (m, 1H), 6.39 (d, 1H), 7.
13 (s, 1H), 7.17 (m, 1H), 7.24 (m, 1H), 7.32 (m, 2H), 7.44 (m, 1H), 7.49 (m, 1H)
, 8.05 (d, 2H)。
【０４９６】
b) δ = 2.91 (s, 3H), 3.15 (dm, 1H), 3.33 (s, 3H), 3.29 (dm, 1H), 4.32 (m, 1H), 
6.28 (s, 1H), 6.75 (m, 1H), 7.08 (m, 2H), 7.32 (m, 3H), 7.39 (m, 1H), 7.47 (m, 1
H), 8.04 (d, 1H)。
【０４９７】
　実施例15：2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]-
3,4-ジフルオロベンゾニトリル
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　反応槽において、2.0gの2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリ
デンメチル]-3,4-ジフルオロ-1-ブロモベンゼン(実施例1と同様に調製したもの)を、155
℃のアルゴン雰囲気下で、18時間、50mlのN-メチルピロリドン中の1.7gシアン化銅(I)と
反応させた。この反応混合物を減圧下で濃縮し、残留物を酢酸エチルにとり、得られた溶
液を水で3回洗浄し、乾燥させ、再び減圧下で濃縮した。残留物をヘキサン／酢酸エチル(
1：1 v/v)を使用してシリカゲルクロマトグラフィーにかけた。これにより、331mgのZ異
性体が融点175℃の淡黄色固体として得られ、310mgのE異性体が融点205℃のベージュ色固
体として得られた。
【０４９８】
　実施例20：2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチ
ル]ベンゾニトリル
　N-メチルピロリジン(NMP、25ml)中の3-ベンジル-6-(2-ブロモベンジリデン)-1,3,4-ト
リメチルピペラジン-2,5-ジオン(実施例1と同様にして調製したもの)(1.5g、3.6mmol)の
溶液に、CuCN(0.7g、7.8mmol)を加えた。反応混合物を16時間155℃で撹拌し、室温まで冷
却した後、酢酸エチルへ導入した。反応混合物をメチルtert-ブチルエーテルで希釈した
。このようにして得られた有機相を水で洗浄し、Na2SO4で乾燥し、濾過し、減圧下で溶媒
が除去された。カラムクロマトグラフイーにより精製したところ、0.79g量(収率61％)の2
-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]ベンゾニト
リルが得られた。
【０４９９】
HPLC MS [m/z]： 360.5 [M+1]+。
【０５００】
　実施例20a：3-ベンジル-6-(2-ブロモベンジリデン)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-
ジオンの代替調製
　20a.1　メチル(2-tert-ブトキシカルボニルアミノ-3-フェニルプロピオニルアミノ)-ア
セテートの調製
　0℃で、エチルジイソプロピルアミン(259g、2.0mol)、N-tert-ブトキシカルボニル-L-
フェニル-アラニン(212g、0.8mol)および1-エチル-3-(3'-ジメチルアミノプロピル)カル
ボジイミド(EDAC、230g、1.2mol)を、テトラヒドロフラン(THF、1000ml)中のグリシンメ
チルエステル塩酸塩(100g、0.8mol)の溶液に加えた。次いで、この反応混合物を24時間室
温で撹拌した。得られた反応混合物から減圧下で揮発成分を除き、このようにして得られ
た残留物を水(1000ml)中にとった。水相をCH2Cl2で繰り返し抽出した。このようにして得
られた有機相を合わせ、水で洗浄し、Na2SO4で乾燥させ、濾過し、減圧下で溶媒を除いた
。メチル(2-tert-ブトキシカルボニルアミノ-3-フェニルプロピオニルアミノ)アセテート
が300g量の黄色油状物として得られた。得られた粗生成物は、それ以上精製を行うことな
く次の工程で反応させた。
【０５０１】
　20a.2　3-ベンジルピペラジン-2,5-ジオンの調製
　室温で、CH2Cl2中のメチル(2-tert-ブトキシカルボニルアミノ-3-フェニルプロピオニ
ルアミノ)アセテート(300g、約0.8mol)の溶液に、トリフルオロ酢酸(342g、3mol)を滴下
添加した。得られた反応混合物を24時間室温で撹拌し、次いで、減圧下で濃縮した。得ら
れた残留物をTHF(500ml)中にとり、アンモニア水溶液(25％濃度、500ml)をゆっくりと加
えた。この反応混合物をさらに72時間室温で撹拌した。沈殿した固体を濾過によって単離
し、水で洗浄した。3-ベンジルピペラジン-2,5-ジオンが88g量(収率54％)で得られた。
【０５０２】
　20a.3　1,4-ジアセチル-3-ベンジルピペラジン-2,5-ジオンの調製
　無水酢酸(200ml)中の3-ベンジルピペラジン-2,5-ジオン(20.4g、0.1mol)の溶液を4時間
還流条件下で撹拌した。得られた反応混合物を減圧下で濃縮した。残留物をCH2Cl2中にと
り、NaHCO3水溶液と水で連続的に洗浄し、Na2SO4で乾燥させ、濾過し、減圧下で溶媒を除
いた。1,4-ジアセチル-3-ベンジルピペラジン-2,5-ジオンが28.5g量(定量)の黄色油状物



(114) JP 2010-529170 A 2010.8.26

10

20

30

40

50

として得られ、粗生成物としてさらに反応させた。
【０５０３】
HPLC-MS [m/z]： 289.1 [M+1]+。
【０５０４】
　20a.4　1-アセチル-6-ベンジル-3-(2-ブロモベンジリデン)ピペラジン-2,5-ジオンの調
製
　ブロモベンズアルデヒド(5.55g、0.03mol)およびCs2CO3(9.8g、0.03mol)を、ジメチル
ホルムアミド(DMF、100ml)中の1,4-ジアセチル-3-ベンジルピペラジン-2,5-ジオン(17.4g
、0.06mol)の溶液に加えた。反応混合物を36時間室温で撹拌し、次いで、水(500ml)およ
びクエン酸(10g)を加え、混合物をCH2Cl2で繰り返し抽出した。このようにして得られた
有機相を合わせ、水で洗浄し、Na2SO4で乾燥させ、濾過し、減圧下で溶媒を除いた。カラ
ムクロマトグラフイー(移動相：CH2Cl2)による精製後、1-アセチル-6-ベンジル-3-(2-ブ
ロモベンジリデン)ピペラジン-2,5-ジオンが12g量(収率48％)の黄色油状物として得られ
た。
【０５０５】
HPLC-MS [m/z]： 413.9 [M+1]+。
【０５０６】
　20a.5　3-ベンジル-6-(2-ブロモベンジリデン)ピペラジン-2,5-ジオンの調製
　希釈したHCl水溶液(5％濃度、250ml)をTHF(50ml)中の1-アセチル-6-ベンジル-3-(2-ブ
ロモベンジリデン)ピペラジン-2,5-ジオン(12g、0.03mol)の溶液に加えた。反応混合物を
8時間還流条件下で撹拌した。反応溶液の冷却後、沈殿した固体を濾過によって単離した
。このようにして得られた固体を水およびTHFで洗浄した。3-ベンジル-6-(2-ブロモベン
ジリデン)ピペラジン-2,5-ジオンを8.3g量(収率75％)の無色固体として得た。
【０５０７】
HPLC-MS [m/z]： 371.2 [M]+。
【０５０８】
　20a.6　3-ベンジル-6-(2-ブロモベンジリデン)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-ジオ
ンの調製
　0℃で、NaH(0.85g、60％、21mmol)をDMF(50ml)中の3-ベンジル-6-(2-ブロモベンジリデ
ン)ピペラジン-2,5-ジオン(2.00g、5.4mmol)の溶液に加えた。反応混合物を2時間0℃で撹
拌し、次いで、MeI(5.0g、35mmol)を加えた。反応混合物をさらに18時間室温で撹拌した
後、水を加えた。混合物をメチルtert-ブチルエーテルで繰り返し抽出した。このように
して得られた有機相を合わせ、水で洗浄し、Na2SO4で乾燥させ、濾過し、減圧下で溶媒を
除いた。カラムクロマトグラフィーによる精製後、3-ベンジル-6-(2-ブロモベンジリデン
)-1,3,4-トリメチルピペラジン-2,5-ジオンが1.6g量(収率72％)で得られた。
【０５０９】
HPLC-MS [m/z]： 413.0 [M]+。
【０５１０】
　同様の用法で、下記の表Bに記載した化合物I.aを調製した。
【０５１１】
表B：
【化２１】
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　Ex. No.　実施例番号
　RT　保持時間
　m.p.　融点
　n.d.　検出されず。
【０５１３】
　*) これらのデータは、ピペラジン骨格上の二重結合の立体化学を意味する。
【０５１４】
　**とマークされた化合物を除いて、本化合物は、いずれの場合にもピペラジン骨格の立
体中心に関してラセミ化合物である。**)とマークされた化合物はL-フェニルアラニン由
来であるため、この立体中心でS立体配置である。異性体1または異性体2は、いかなる立
体配置も指定されない本質的に純粋な異性体である。
【０５１５】
　実施例34：2-(5-ベンジル-3,6-ジオキソ-5-メチルピペラジン-2-イルメチル)ベンゾニ
トリル
　34.1　N-(ジフェニルメチレン)エチルグリシネート
　グリシンエチル塩酸塩(37g、0.27mol)を水(186ml)中のK2CO3(74.4g、0.54mol)の溶液に
溶解した。この溶液を15分間撹拌し、次いで、ジクロロメタンで抽出した(10×150ml)。
このようにして得られた有機相を合わせ、MgSO4で乾燥し、減圧下(500mbar)で溶媒を除い
た(収率～50％)。残留物(9.5g、0.092mol)をキシレン(76ml)中のベンゾフェノン(14.03g
、0.077mol)と一緒に溶解させた。BF3

*Et2Oを少滴添加した後、反応混合物を5時間水分離
器で還流条件下にて撹拌した。反応混合物を室温まで冷却した後、溶媒を減圧下で除去し
た。蒸留(80℃、5.5*10-2 mbar)により得られた残留物からN-(ジフェニルメチレン)エチ
ルグリシネートが48％の収率で単離された。
【０５１６】
　34.2　N-(ジフェニルメチレン)-α-(2-シアノフェニル)エチルアラニネート
　N-(ジフェニルメチレン)エチルグリシネート(5g、18.7mmol)、2-シアノベンジルブロミ
ド(4.1g、20.7mmol)およびテトラブチルアンモニウム硫酸塩(320mg、0.9mmol)を含むジク
ロロメタン(40ml)の溶液に、水酸化ナトリウム水溶液NaOH(10％濃度、40ml)を加え、この
混合物を室温で一晩撹拌した。相を分離させ、次いで、水相をジクロロメタンで抽出した
(2*50ml)。得られた有機相を合わせ、水相が中性を保つ限り水で洗浄し、MgSO4で乾燥さ
せ、濾過し、減圧下で溶媒を除いた。得られた残留物からフラッシュクロマトグラフィー
(SiO2；シクロヘキサン／酢酸エチル)によりN-(ジフェニルメチレン)-α-(2-シアノフェ
ニル)エチルアラニネートが83％の収率で単離された。
【０５１７】
　34.3　α-(2-シアノフェニル)エチルアラニン塩酸塩
　アセトン(95ml)中のN-(ジフェニルメチレン)-α-(2-シアノフェニル)エチルアラニネー
ト(11.4g、29.8mmol)の溶液に、HCl水溶液(1M、95ml)を加えた。この混合物を3時間室温
で撹拌し、次いで、減圧下で溶媒を除いた。得られた残留物にジエチルエーテルを加えた
(2×50ml)。上清をデカントした。残った固体はα-(2-シアノフェニル)-エチルアラニン
塩酸塩であり、これはそれ以上精製を行うことなく後続の工程で使用することができる(
収率87％)。
【０５１８】
　34.4　N-(tert-ブトキシカルボニル)-α-メチルフェニルアラニン
　ジオキサン／水(2：1、300ml)中のα-メチルフェニルアラニン(20g、0.11mol)の懸濁液
に水酸化ナトリウム水溶液(1M、170ml)を加えた。0℃の温度で、ジオキサン(50ml)中のジ
-tert-ブチルジカーボネート(29.2g、0.134mol)の溶液をこの反応混合物にゆっくりと滴
下添加した。添加終了後、反応混合物を室温で一晩撹拌した。この反応はLC-MS分析によ
ってモニターした。いずれの場合にも、出発物質がそれ以上検出されなくなるまで、当量
のジ-tert-ブチルジカーボネートの半分を加えた。いずれの場合にも、水酸化ナトリウム
水溶液NaOH(1M)を使用してpH9に調節した。次いで、10％濃度の塩酸水溶液を使用し、反
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応混合物をpH2に調節し、酢酸エチルで抽出した。得られた有機相を合わせ、水で洗浄し
、MgSO4で乾燥させ、濾過し、減圧下で溶媒を除いた。残留物として得られた収率88％のN
-(tert-ブトキシカルボニル)-α-メチルフェニルアラニンは、それ以上精製を行うことな
く次の工程に使用することができる。
【０５１９】
　34.5　(N-Boc-α-CH3-Phe)-(o-CN-Phe)-OC2H5の調製
【化２２】

【０５２０】
　0℃のN2雰囲気下で、テトラヒドロフラン(THF、13ml)中のN-(tert-ブトキシカルボニル
)-α-メチルフェニルアラニン(6.3g、22.6mmol)の溶液をTHF(34ml)中のN,N'-カルボニル
ジイミダゾール(CDI、3.7g、27.1mmol)の懸濁液に加えた。この反応混合物を8時間室温で
撹拌した。次いで、α-(2-シアノフェニル)エチルアラニン塩酸塩(8.6g、33.8mmol)の少
量を一度に加え、続いてジイソプロピルエチルアミン(DIPEA、8.7g、67.6mmol)を加えた
。反応混合物を45℃で一晩、次いで2時間還流条件下で撹拌した。この反応混合物を5％濃
度のクエン酸水溶液に注ぎ入れ、次いで、酢酸エチルで抽出した。得られた有機相を合わ
せ、飽和NaHCO3水溶液で洗浄し、MgSO4で乾燥させ、濾過し、減圧下で溶媒を除いた。残
留物からフラッシュクロマトグラフィー(SiO2、シクロヘキサン／酢酸エチル)により約40
％の収率で(N-Boc-α-CH3-Phe)-(o-CN-Phe)-OC2H5が得られた。
【０５２１】
　34.6　(α-CH3-Phe)-(o-CN-Phe)-OHの調製

【化２３】

【０５２２】
　トリフルオロ酢酸(TFA、8.20g、71.9mmol)を、ジクロロメタン(14ml)中の(N-Boc-α-CH

3-Phe)-(o-CN-Phe)-OC2H5(4.1g、8.5mmol)の溶液に加えた。この反応混合物を2時間室温
で撹拌し、次いで、減圧下で揮発成分を除いた。残留物をクロロホルムにとった。反応混
合物を飽和Na2CO3水溶液で洗浄した。有機相をMgSO4で乾燥させ、濾過し、減圧下で溶媒
を除いた。0℃の温度で、得られた残留物(～1g)をテトラヒドロフラン／水酸化ナトリウ
ム水溶液(2M)(1：1、10ml)の混合物にとった。この混合物を2時間この温度で撹拌した。
次いで、塩酸(10％濃度)を使用してpH7に調節した。混合物を酢酸エチルで洗浄した。得
られた水相を減圧下で乾燥させた。残留物は、中和から生じた(α-CH3-Phe)-(o-CN-Phe)-
OHおよび塩から成っていた。収率：1.2g(＜40％)。
【０５２３】
　34.7　2-(5-ベンジル-3,6-ジオキソ-5-メチルピペラジン-2-イルメチル)ベンゾニトリ
ルの調製
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　室温のN2雰囲気下で、(α-CH3-Phe)-(o-CN-Phe)-OH（0.92g、2.6mmol)およびジ(N-スク
シンイミジル)カーボネート(0.8g、3.1mmol)を無水アセトニトリル(35ml)中に含む懸濁液
を12時間撹拌した。次いで、ジイソプロピルエチルアミン(DIPEA、0.47ml、2.6mmol)を反
応混合物に加えた。反応混合物をさらに12時間室温で撹拌した。溶媒を減圧下で除去した
。残留物を水(2×5ml)にとり、撹拌した。沈殿した固体を濾過により単離した。分取HPLC
クロマトグラフィー(RP；移動相：水／アセトニトリル)によってこの固体から2-(5-ベン
ジル-3,6-ジオキソ-5-メチルピペラジン-2-イルメチル)ベンゾニトリルが315mg量(収率36
％)で単離された。
【０５２４】
　実施例35：2-(5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル)
ベンゾニトリル
　0℃のN2の雰囲気下で、無水ジメチルホルムアミド(DMF)中の2-(5-ベンジル-3,6-ジオキ
ソ-5-メチルピペラジン-2-イルメチル)ベンゾニトリル(0.3g、0.9mmol；実施例34から)の
溶液にNaH(144mg、3.6mmol)を加え、混合物を1時間この温度で撹拌した。次いで、ヨウ化
メチル(0.77g、5.4mmol)を加えた。反応混合物を1時間室温で撹拌し、次いで、溶媒を減
圧下で除去した。得られた残留物を分取HPLCクロマトグラフィー(RP；移動相：水／アセ
トニトリル)により分離した。2-(5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン
-2-イルメチル)ベンゾニトリルが2種類のジアステレオマーの混合物として77mg量で得ら
れた。これらのジアステレオマーは、分取薄層クロマトグラフィー(SiO2、シクロヘキサ
ン／酢酸エチル1：3)により単離した。第1のジアステレオマーは6mg量で得られた(Rf=0.2
5)。第2のジアステレオマーは24mg量で得られた(Rf=0.12)。これは10％の収率に相当する
。
【０５２５】
　実施例35a：2-(5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イルメチル)
ベンゾニトリルの代替調製
　窒素下で、メタノール(40ml)中の2-(5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペ
ラジン-2-イリデンメチル)ベンゾニトリル(0.5g、1.4mmol；実施例20から)の溶液に、メ
タノール(2ml)中の懸濁液としての活性炭担持Pd(0.1g)を加えた。得られた懸濁液を7時間
H2雰囲気下で水素化した。得られた反応混合物はセライトを通して濾過した。濾液は減圧
下で溶媒を除いた。このようにして得られた粗生成物は、カラムクロマトグラフィーによ
って精製した。これにより2種類の異性体が得られ、これらをHPLC-MSにより試験した。
【０５２６】
主要異性体：HPLC-MS： [m/z] = 362.1 [M+H]+；RT=2.834分；
副次異性体：HPLC-MS： [m/z] = 362.1 [M+H]+；RT=2.657分。
【０５２７】
　類似の方法により下記の表Cに記載した化合物I.bを調製した。
【０５２８】
表C：
【化２４】
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【表３】
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【０５２９】
　Ex. No.　実施例番号
　RT　保持時間
　m.p.　融点
　n.d.　検出されず。
【０５３０】
　パートB：使用実施例
　本発明による組成物の除草作用を下記の温室実験により証明した：
　用いた栽培容器は、培養土として約3.0％の腐植土を混ぜた壌質砂土の入ったプラスチ
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ック製フラワーポットとした。試験植物の種子を、それぞれの植物種について別々に蒔い
た。
【０５３１】
　出芽前処理の場合は、水に懸濁または乳化させた活性化合物を、微細散布用ノズルを使
って播種後に直接施用した。容器に穏やかに灌水して発芽と成長を促がし、続いて植物が
根づくまで透明なプラスチックフードで覆った。このカバーは、それが活性成分によって
不都合な影響を受けない限り、試験植物の一様な発芽をもたらす。
【０５３２】
　出芽後処理の場合は、まず試験植物を、その植物の習性に応じて、3～15cmの植物丈ま
で生育させ、その時点で初めて、水に懸濁または乳化させた活性化合物で処理した。この
ため、試験植物を同じ容器に直接蒔いて生育させるか、あるいは、最初に苗として別々に
生育させて、処理の数日前に試験容器に移植した。
【０５３３】
　植物種に応じて、植物を10～25℃または20～35℃にそれぞれ保った。試験期間は2～4週
間にわたった。この期間中、植物の世話をし、それぞれの処理に対する植物の反応を評価
した。
【０５３４】
　評価は0から100の尺度を用いて行った。100は植物の出芽がないか、少なくとも地上部
の完全な破壊を意味し、0は損傷がないか、正常な生育経過を意味する。良好な除草活性
は少なくとも70の値で得られ、非常に良好な除草活性は85以上の値で得られる。
【０５３５】
　所定の各成分AおよびBと、必要に応じてCを10重量％濃度の乳剤として製剤化し、これ
らを活性化合物を施用する規定量の溶媒系と共に噴霧液中に導入した。実施例では、使用
した溶媒は水であった。
【０５３６】
　試験期間はそれぞれ20日間および21日間にわたった。この間、植物の世話をしつつ、活
性化合物による処理に対する植物の反応をモニターした。
【０５３７】
　化学組成物によって生じた損傷についての評価は、0～100％の尺度を用いて未処理の対
照植物と比較することで実施した。0は損傷が無いことを意味し、100は当該植物が完全に
破壊されたことを意味する。
【０５３８】
　後述の実施例において、個々の活性化合物の活性が単に加法的なものである場合に予想
される数値Eは、S.R.Colby (1967) "Calculating synergistic and antagonistic respon
ses of herbicide combinations", Weeds 15, p.22 ffに記載の方法を用いて算出した。
【０５３９】
　Ｅ＝Ｘ＋Ｙ－（Ｘ・Ｙ／１００）
（式中、
　X = 活性化合物Aを施用量ａで使用した場合の活性％であり、
　Y = 活性化合物Bを施用量ｂで使用した場合の活性％であり、
　E = A＋Bを施用量ａ＋ｂで使用した場合に予想される活性(％)である。）
　実験で確認された値がColbyの式で算出した値Eよりも高いならば、相乗効果があるとい
える。
【０５４０】
　温室実験で用いた植物は以下の種のものであった：
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【表４】

【０５４１】
　これらの試験の結果を使用実施例1～18の表に示し、少なくとも1種の式Iで表されるピ
ペラジンジオン化合物と少なくとも1種の除草剤Bとを含む混合物の相乗効果を証明する。
【０５４２】
　これに関して、a.s.は100％の活性成分に基づく活性物質を意味する。使用実施例1～18
において、Colbyの式により計算した値Eは括弧(　)内に示している。
【０５４３】
　使用実施例1：出芽前処理法(pre-emergence method)により施用した、実施例20の化合
物とグループb1)のトリアレートの相乗的除草作用。
【表５】

【０５４４】
　使用実施例2：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb1)のプロス
ルホカルブの相乗的除草作用。
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【表６】

【０５４５】
　使用実施例3：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb2)のイマゼ
タピルの相乗的除草作用。

【表７】

【０５４６】
　使用実施例4：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb3)のイソプ
ロツロンの相乗的除草作用。

【表８】

【０５４７】
　使用実施例5：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb3)のテルブ
チラジンの相乗的除草作用。
【表９】
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【０５４８】
　使用実施例6：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb4)の2-クロ
ロ-5-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニ
ル]-4-フルオロ-N-[(イソプロピル)メチルスルファモイル]ベンズアミド(CAS 372137-35-
4)の相乗的除草作用。
【表１０】

【０５４９】
　使用実施例7：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb5)のピコリ
ナフェンの相乗的除草作用。
【表１１】

【０５５０】
　使用実施例8：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb5)のクロマ
ゾンの相乗的除草作用。

【表１２】

【０５５１】
　使用実施例9：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb5)のイソキ
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サフルトールの相乗的除草作用。
【表１３】

【０５５２】
　使用実施例10：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb9)のペン
ジメタリンの相乗的除草作用。

【表１４】

【０５５３】
　使用実施例11：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb10)のピロ
キサスルホンの相乗的除草作用。
【表１５】

【０５５４】
　使用実施例12：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb10)のピロ
キサスルホンの相乗的除草作用。

【表１６】
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【０５５５】
　使用実施例13：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb10)のフル
フェナセットの相乗的除草作用。
【表１７】

【０５５６】
　使用実施例14：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb10)のジメ
テナミド-Pの相乗的除草作用。
【表１８】

【０５５７】
　使用実施例15：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb11)のイソ
キサベンの相乗的除草作用。

【表１９】

【０５５８】
　使用実施例16：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb13)のキン
クロラックの相乗的除草作用。
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【表２０】

【０５５９】
　使用実施例17：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb9)のペン
ジメタリンの相乗的除草作用。
【表２１】

【０５６０】
　使用実施例18：出芽前処理法により施用した、実施例20の化合物とグループb10)のフル
フェナセットの相乗的除草作用。
【表２２】

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月12日(2010.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　A)　式I：
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【化１】

（式中、
　Rx、Ryは、各々水素であるか、または一緒になって化学結合であり；
　R1は、シアノまたはニトロであり；
　R2は、水素、フッ素、塩素、C1-C2-アルキル、エテニルまたはC1-C2-アルコキシであり
；
　R3は、フッ素または水素であり；
　R4は、メチルであり；
　R5は、水素、メチルまたはエチルであり；
　R6は、水素、メチルまたはエチルであり；
　R7は、水素またはハロゲンである）
で表される少なくとも1種のピペラジンジオン化合物と、
　B)　以下のb1)～b15)のクラスの除草剤：
　b1) 脂質生合成阻害剤；
　b2) アセト乳酸合成酵素阻害剤(ALS阻害剤)；
　b3) 光合成阻害剤；
　b4) プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤、
　b5) 白化除草剤(bleacher herbicides)；
　b6) エノールピルビルシキミ酸3-リン酸合成酵素阻害剤(EPSP阻害剤)；
　b7) グルタミン合成酵素阻害剤；
　b8) 7,8-ジヒドロプテロイン酸合成酵素阻害剤(DHP阻害剤)；
　b9) 有糸分裂阻害剤；
　b10) 長鎖脂肪酸合成阻害剤(VLCFA阻害剤)；
　b11) セルロース生合成阻害剤；
　b12) 脱共役除草剤；
　b13) オーキシン除草剤；
　b14) オーキシン輸送阻害剤；
　b15) ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレノール-メチル、シンメチリン
、クミルロン、ダラポン、ダゾメット、ジフェンゾコート、ジフェンゾコート-メチルサ
ルフェート、ジメチピン、DSMA、ダイムロン、エンドタールおよびその塩、エトベンザニ
ド、フラムプロプ、フラムプロプ-イソプロピル、フラムプロプ-メチル、フラムプロプ-M
-イソプロピル、フラムプロプ-M-メチル、フルレノール、フルレノール-ブチル、フルル
プリミドール、ホサミン、ホサミン-アンモニウム、インダノファン、マレインヒドラジ
ド、メフルイジド、メタム、アジ化メチル、臭化メチル、メチル-ダイムロン、ヨウ化メ
チル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペラルゴン酸、ピリブチカルブ、キノク
ラミン、トリアジフラム、トリジファン、および6-クロロ-3-(2-シクロプロピル-6-メチ
ルフェノキシ)-4-ピリダジノール(CAS 499223-49-3)とその塩およびエステルからなる群
から選択される他の除草剤；ならびに、
　C)　薬害軽減剤（safeners）、ならびに、
　前記活性化合物BおよびCの農業上許容可能な塩、カルボキシル基を有する場合には活性
化合物BおよびCの農業上許容可能な誘導体
から選択される少なくとも1種のさらなる活性化合物
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とを含む除草活性組成物。
【請求項２】
　式IのRxおよびRyが一緒になって共有結合である、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　(Z)異性体の形態の式Iで表される化合物、またはZ異性体を主として含むZ異性体および
E異性体の混合物の形態の式Iで表される化合物を含む、請求項2に記載の組成物。
【請求項４】
　R5がメチルである、請求項1～3のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項５】
　R6がメチルである、請求項1～4のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項６】
　ピペラジンジオン化合物として式I.aa：
【化２】

（式中、R1、R2、R3、R4、R5、R6およびR7は上記の意味を有し、R7がフェニル環の結合点
に対してメタ位またはパラ位に位置する）
で表される化合物を含む、請求項1～5のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項７】
　ピペラジンジオン化合物として式I.bb：
【化３】

（式中、R1、R2、R3、R4、R5、R6およびR7は上記の意味を有し、R7はフェニル環の結合点
に対してメタ位またはパラ位に位置する）
で表される化合物を含む、請求項1～6のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項８】
　式Iで表されるピペラジンジオン化合物が次のものからなる群から選択される、請求項1
に記載の組成物：
　2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]ベンゾ
ニトリル、および
　2-[5-ベンジル-1,4-ジメチル-3,6-ジオキソピペラジン-2-イリデンメチル]ベンゾニト
リル。
【請求項９】
　式Iで表されるピペラジンジオン化合物が2-[5-ベンジル-1,4,5-トリメチル-3,6-ジオキ
ソピペラジン-2-イルメチル]-ベンゾニトリルである、請求項1に記載の組成物。
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【請求項１０】
　下記に記載の化合物から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む、請求項1～9のいず
れか1項に記載の組成物：
　b1) 脂質生合成阻害剤のグループから：アロキシジム、アロキシジムナトリウム、ブト
ロキシジム、クレトジム、クロジナホップ、クロジナホッププロパルギル、シクロキシジ
ム、シハロホップ、シハロホップブチル、ジクロホップ、ジクロホップメチル、フェノキ
サプロップ、フェノキサプロップエチル、フェノキサプロップ-P、フェノキサプロップ-P
-エチル、フルアジホップ、フルアジホップブチル、フルアジホップ-P、フルアジホップ-
P-ブチル、ハロキシホップ、ハロキシホップメチル、ハロキシホップ-P、ハロキシホップ
-P-メチル、メタミホップ、ピノキサデン、プロホキシジム、プロパキザホップ、キザロ
ホップ、キザロホップエチル、キザロホップテフリル、キザロホップ-P、キザロホップ-P
-エチル、キザロホップ-P-テフリル、セトキシジム、テプラロキシジム、トラルコキシジ
ム、ベンフレセート、ブチレート、シクロエート、ダラポン、ジメピペレート、EPTC、エ
スプロカルブ、エトフメセート、フルプロパネート、モリネート、オルベンカルブ、ペブ
レート、プロスルホカルブ、TCA、チオベンカルブ、チオカルバジル、トリアレートおよ
びベルノレート；
　b2) ALS阻害剤のグループから：アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロ
ン、ベンスルフロンメチル、ビスピリバック、ビスピリバックナトリウム、クロリムロン
、クロリムロンエチル、クロルスルフロン、シノスルフロン、クロランスラム、クロラン
スラムメチル、シクロスルファムロン、ジクロスラム、エタメツルフロン、エタメツルフ
ロンメチル、エトキシスルフロン、フラザスルフロン、フロラスラム、フルカルバゾン、
フルカルバゾンナトリウム、フルセトスルフロン、フルメツラム、フルピルスルフロン、
フルピルスルフロンメチルナトリウム、ホラムスルフロン、ハロスルフロン、ハロスルフ
ロンメチル、イマザメタベンズ、イマザメタベンズメチル、イマザモックス、イマザピッ
ク、イマザピル、イマザキン、イマゼタピル、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、ヨ
ードスルフロンメチルナトリウム、メソスルフロン、メトスラム、メトスルフロン、メト
スルフロンメチル、ニコスルフロン、オルソスルファムロン(orthosulfamuron)、オキサ
スルフロン、ペノキススラム、プリミスルフロン、プリミスルフロンメチル、プロポキシ
カルバゾン、プロポキシカルバゾンナトリウム、プロスルフロン、ピラゾスルフロン、ピ
ラゾスルフロンエチル、ピリベンゾキシム、ピリミスルファン、ピリフタリド、ピリミノ
バック、ピリミノバックメチル、ピリチオバック、ピリチオバックナトリウム、ピロキシ
スラム(pyroxsulam)、リムスルフロン、スルホメツロン、スルホメツロンメチル、スルホ
スルフロン、チエンカルバゾン、チエンカルバゾンメチル、チフェンスルフロン、チフェ
ンスルフロンメチル、トリアスルフロン、トリベヌロン、トリベヌロンメチル、トリフロ
キシスルフロン、トリフルスルフロン、トリフルスルフロンメチルおよびトリトスルフロ
ン；
　b3) 光合成阻害剤のグループから：アメトリン、アミカルバゾン、アトラジン、ベンタ
ゾン、ベンタゾンナトリウム、ブロマシル、ブロモフェノキシム、ブロモキシニルおよび
その塩およびエステル、クロロブロムロン、クロリダゾン、クロロトルロン、クロロクス
ロン、シアナジン、デスメジファム、デスメトリン、ジメフロン、ジメタメトリン、ジコ
ート、ジコートジブロミド、ジウロン、フルオメツロン、ヘキサジノン、イオキシニルお
よびその塩およびエステル、イソプロツロン、イソウロン、カルブチレート、レナシル、
リニュロン、メタミトロン、メタベンズチアズロン、メトベンズロン、メトキスロン、メ
トリブジン、モノリヌロン、ネブロン、パラコート、パラコートジクロライド、パラコー
トジメチルスルフェート、ペンタノクロル、フェンメディファム、フェンメディファムエ
チル、プロメトン、プロメトリン、プロパニル、プロパジン、ピリダホール(pyridafol)
、ピリデート、シデュロン、シマジン、シメトリン、テブチウロン、ターバシル、テルブ
メトン、テルブチラジン、テルブトリン、チアジアズロンおよびトリエタジン；
　b4) プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤のグループから：アシフルオル
フェン、アシフルオルフェンナトリウム、アザフェニジン、ベンカルバゾン、ベンズフェ
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ンジゾン、ビフェノックス、ブタフェナシル、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン
エチル、クロメトキシフェン、シニドンエチル、フルアゾレート、フルフェンピル、フル
フェンピルエチル、フルミクロラック、フルミクロラックペンチル、フルミオキサジン、
フルオログリコフェン、フルオログリコフェンエチル、フルチアセト、フルチアセトメチ
ル、ホメサフェン、ハロサフェン(halosafen)、ラクトフェン、オキサジアルギル、オキ
サジアゾン、オキシフルオルフェン、ペントキサゾン、プロフルアゾール、ピラクロニル
、ピラフルフェン、ピラフルフェンエチル、スルフェントラゾン、チジアジミン、2-クロ
ロ-5-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニ
ル]-4-フルオロ-N-[(イソプロピル)-メチルスルファモイル]ベンズアミド(CAS 372137-35
-4)、エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ
-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(C
AS 353292-31-6)、N-エチル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロ-メチルフェノキシ)-5-メ
チル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3
-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキ
サミド(CAS 915396-43-9)、N-エチル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフ
ェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452099-05-7)、およびN-テト
ラヒドロフルフリル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチ
ル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 45100-03-7)；
　b5) 白化除草剤のグループから：アクロニフェン、アミトロール、ベフルブタミド(bef
lubutamid)、ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、クロマゾン、ジフルフェニカン、フ
ルリドン、フルロクロリドン、フルルタモン、イソキサフルトール、メソトリオン、ノル
フルラゾン、ピコリナフェン、ピラスルホトール、ピラゾリネート、ピラゾキシフェン、
スルコトリオン、テフリルトリオン、テンボトリオン、トプラメゾン、4-ヒドロキシ-3-[
[2-[(2-メトキシエトキシ)メチル]-6-(トリフルオロメチル)-3-ピリジル]カルボニル]ビ
シクロ-[3.2.1]オクタ-3-エン-2-オン(CAS 352010-68-5)、および4-(3-トリフルオロメチ
ルフェノキシ)-2-(4-トリフルオロメチルフェニル)ピリミジン(CAS 180608-33-7)；
　b6) EPSP合成酵素阻害剤のグループから：グリホサート、グリホサートイソプロピルア
ンモニウムおよびグリホサートトリメシウム(スルホサート)；
　b7) グルタミン合成酵素阻害剤のグループから：ビラナホス(ビアラホス)、ビラナホス
ナトリウム、グルホシネートおよびグルホシネートアンモニウム；
　b8) DHP合成酵素阻害剤のグループから：アシュラム；
　b9) 有糸分裂阻害剤のグループから：アミプロホス、アミプロホスメチル、ベンフルラ
リン、ブタミホス(butamiphos)、ブトラリン、カルベタミド、クロルプロファム、クロル
タール、クロルタールジメチル、ジニトラミン、ジチオピル、エタルフルラリン、フルク
ロラリン、オリザリン、ペンジメタリン、プロジアミン、プロファム、プロピズアミド、
テブタム、チアゾピル、およびトリフルラリン；
　b10) VLCFA阻害剤のグループから：アセトクロール、アラクロール、アニロホス、ブタ
クロール、カフェンストロール、ジメタクロール、ジメタナミド(dimethanamid)、ジメテ
ナミド-P、ジフェナミド、フェントラザミド、フルフェナセット、メフェナセト、メタザ
クロール、メトラクロール、メトラクロール-S、ナプロアニリド、ナプロパミド、ペトキ
サミド、ピペロホス、プレチラクロール、プロパクロール、プロピソクロール、ピロキサ
スルホン、テニルクロール、およびピロキサスルホンとは異なる式IIのイソキサゾリン化
合物：
【化４】
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（式中、
　R1、R2、R3、R4、X、Yおよびnは以下の意味を有する：
　R1、R2、R3、R4は、互いに独立して、水素、ハロゲンまたはC1-C4-アルキルであり；
　Yは、フェニルであるか、炭素環員の他に環員として酸素、窒素および硫黄から選択さ
れる1、2または3個の同一または異なるヘテロ原子を含有する単環式の5、6、7、8、9また
は10員ヘテロシクリルであり、この場合、フェニルおよびヘテロシクリルは非置換である
か、ハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルキルおよびC1-C4-ハ
ロアルコキシからなる群から選択される1、2または3個の置換基Ryyを有しており、好まし
くはフェニルであるか、炭素環員の他に環員として1、2または3個の窒素原子を含有する5
または6員の芳香族ヘテロシクリル(ヘタリール)であり、ここで、フェニルおよびヘタリ
ールは非置換であるか、1、2または3個の置換基Ryyを有しており；
　Xは、酸素またはNHであり；
　nは、0または1である）；
　b11) セルロース生合成阻害剤のグループから：クロルチアミド、ジクロベニル、フル
ポキサムおよびイソキサベン；
　b12) 脱共役除草剤のグループから：ジノセブ、ジノテルブならびにDNOCおよびその塩
；
　b13) オーキシン除草剤のグループから：2,4-Dおよびその塩およびエステル、2,4-DBお
よびその塩およびエステル、アミノピラリドおよびその塩およびそのエステル、ベナゾリ
ン、ベナゾリンエチル、クロランベンおよびその塩およびエステル、クロメプロプ、クロ
ピラリドおよびその塩およびエステル、ジカンバおよびその塩およびエステル、ジクロル
プロプおよびその塩およびエステル、ジクロルプロプ-Pおよびその塩およびエステル、フ
ルロキシピル、フルロキシピルブトメチル、フルロキシピルメプチル、MCPAおよびその塩
およびエステル、MCPA-チオエチル、MCPBおよびその塩およびエステル、メコプロプおよ
びその塩およびエステル、メコプロプ-Pおよびその塩およびエステル、ピクロラムおよび
その塩およびエステル、キンクロラック、キンメラック、TBA (2,3,6)およびその塩およ
びエステル、トリクロピルおよびその塩およびエステル、ならびに5,6-ジクロロ-2-シク
ロプロピル-4-ピリミジンカルボン酸(CAS 858956-08-8)およびその塩およびエステル；
　b14) オーキシン輸送阻害剤のグループから：ジフルフェンゾピル、ジフルフェンゾピ
ルナトリウム、ナプタラムおよびナプタラムナトリウム；
　b15) 他の除草剤のグループから：ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレ
ノールメチル、シンメチリン、クミルロン、ダラポン、ダゾメット、ジフェンゾコート、
ジフェンゾコートメチルサルフェート、ジメチピン、DSMA、ダイムロン、エンドタールお
よびその塩、エトベンザニド、フラムプロプ、フラムプロプイソプロピル、フラムプロプ
メチル、フラムプロプ-M-イソプロピル、フラムプロプ-M-メチル、フルレノール、フルレ
ノールブチル、フルルプリミドール、ホサミン、ホサミンアンモニウム、インダノファン
、マレインヒドラジド、メフルイジド、メタム、アジ化メチル、臭化メチル、メチルダイ
ムロン、ヨウ化メチル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペラルゴン酸、ピリブ
チカルブ、キノクラミン、トリアジフラム、トリジファン、ならびに6-クロロ-3-(2-シク
ロプロピル-6-メチルフェノキシ)-4-ピリダジノール(CAS 499223-49-3)およびその塩およ
びエステル。
【請求項１１】
　除草剤Bが次のものからなる群から選択される、請求項10に記載の組成物：
　b1) クロジナホッププロパルギル、シクロキシジム、シハロホップブチル、フェノキサ
プロップ-P-エチル、ピノキサデン、プロホキシジム、テプラロキシジム、トラルコキシ
ジム、エスプロカルブ、プロスルホカルブ、チオベンカルブ、トリアレート；
　b2) ベンスルフロン-メチル、ビスピリバックナトリウム、シクロスルファムロン、フ
ルメツラム、フルピルスルフロン-メチル-ナトリウム、ホラムスルフロン、イマザモック
ス、イマザピック、イマザピル、イマザキン、イマゼタピル、イマゾスルフロン、ヨード
スルフロン、ヨードスルフロン-メチル-ナトリウム、メソスルフロン、ニコスルフロン、
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ペノキススラム、プロポキシカルバゾン-ナトリウム、ピラゾスルフロン-エチル、ピロキ
シスラム、リムスルフロン、スルホスルフロン、チエンカルバゾン-メチル、トリトスル
フロン；
　b3) アトラジン、ジウロン、フルオメツロン、ヘキサジノン、イソプロツロン、メトリ
ブジン、パラコート、パラコートジクロライド、プロパニルおよびテルブチラジン；
　b4) フルミオキサジン、オキシフルオルフェン、スルフェントラゾン、2-クロロ-5-[3,
6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-4-フ
ルオロ-N-[(イソプロピル)メチルスルファモイル]ベンズアミド(CAS 372137-35-4)、およ
びエチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,
2,3,4-テトラヒドロ-ピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS
 353292-31-6)；
　b5) クロマゾン、ジフルフェニカン、フルロクロリドン、イソキサフルトール、メソト
リオン、ピコリナフェン、スルコトリオン、テフリルトリオン、テンボトリオン、トプラ
メゾン、および4-ヒドロキシ-3-[[2-[(2-メトキシエトキシ)メチル]-6-(トリフルオロメ
チル)-3-ピリジル]カルボニル]ビシクロ[3.2.1]オクタ-3-エン-2-オン(CAS 352010-68-5)
；
　b6) グリホサート、グリホサート-イソプロピルアンモニウムおよびグリホサート-トリ
メシウム(スルホサート)；
　b7) グルホシネート、グルホシネートアンモニウム；
　b9) ペンジメタリンおよびトリフルラリン；
　b10) アセトクロール、カフェンストロール、ジメテナミド-P、フェントラザミド、フ
ルフェナセット、メフェナセト、メタザクロール、S-メトラクロール、ピロキサスルホン
、および式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、II.7、II.8およびII.9のイソキサゾリ
ン化合物；
【化５】

　b11) イソキサベン；
　b13) 2,4-Dおよびその塩およびエステル、アミノピラリドおよびその塩およびそのエス
テル、クロピラリドおよびその塩およびエステル、ジカンバおよびその塩およびエステル
、フルロキシピル-メプチル、キンクロラック、キンメラック、および5,6-ジクロロ-2-シ
クロプロピル-4-ピリミジンカルボン酸(CAS 858956-08-8) およびその塩およびエステル
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；
　b14) ジフルフェンゾピルおよびジフルフェンゾピルナトリウム；
　b15) ダイムロン、インダノファン、オキサジクロメホンおよびトリアジフラム。
【請求項１２】
　ベノキサコール(benoxacor)、クロキントセット(cloquintocet)、シオメトリニル、シ
プロスルファミド、ジクロルミド、ジシクロノン、ジエトレート、フェンクロラゾール、
フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール、イソキサジフェン、
メフェンピル(mefenpyr)、メフェネート(mephenate)、MON4660[CAS RN 71526-07-3]、ナ
フタル酸無水物、オキサベトリニル、4-(ジクロロアセチル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4.5
]デカン(MON4660、CAS 71526-07-3)、および2,2,5-トリメチル-3-(ジクロロアセチル)-1,
3-オキサゾリジン(R-29148、CAS 52836-31-4)からなる群から選択される少なくとも1種の
薬害軽減剤Cを含む、請求項1～11のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項１３】
　少なくとも1種の式Iで表されるピペラジンジオン活性化合物と、除草剤Bおよび薬害軽
減剤Cから選択される少なくとも1種のさらなる活性化合物とを含む活性化合物の組み合わ
せ、ならびに少なくとも1種の固体担体または液体担体および／または1種または複数の界
面活性剤を含んでなる、一成分系組成物として製剤化された作物保護組成物の形態の請求
項1～12のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項１４】
　除草有効量の請求項1～13のいずれか1項に記載の組成物を植物、その生育地または種子
に作用させる、不要な植物を防除する方法。
【請求項１５】
　不要な植物を防除するための請求項1～13のいずれか1項に記載の組成物の使用。



(136) JP 2010-529170 A 2010.8.26

10

20

30

40

【国際調査報告】



(137) JP 2010-529170 A 2010.8.26

10

20

30

40



(138) JP 2010-529170 A 2010.8.26

10

20

30

40



(139) JP 2010-529170 A 2010.8.26

10

20

30

40



(140) JP 2010-529170 A 2010.8.26

10

20

30

40



(141) JP 2010-529170 A 2010.8.26

10

20

30

40



(142) JP 2010-529170 A 2010.8.26

10

20

30

40

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ａ０１Ｎ  43/70     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  43/70    　　　　          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/54     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  43/54    　　　Ｆ          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/40     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  43/40    １０１Ｆ          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/80     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  43/80    １０１　          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  33/18     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  33/18    　　　Ｂ          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/824    (2006.01)           Ａ０１Ｎ  43/82    １０１Ｂ          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/10     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  43/10    　　　Ｂ          　　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/42     (2006.01)           Ａ０１Ｎ  43/42    １０１　          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,SK,T
R),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,BY,
BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,K
G,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT
,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100122389
            弁理士　新井　栄一
(72)発明者  フーペ，アイケ
            ドイツ連邦共和国　６８１６１　マンハイム，２，エム　７
(72)発明者  モベルク，ウィリアム　カール
            ドイツ連邦共和国　６７４３３　ノイシュタット，ケレライシュトラーセ　１６
(72)発明者  ラインハルト，ロベルト
            ドイツ連邦共和国　６７１１７　リンブルガーホフ，ベルヴァールトシュタインシュトラーセ　６
(72)発明者  ジーヴァーニッヒ，ベルント
            ドイツ連邦共和国　６７４５４　ハスロッホ，ベルトルト－ブレヒト－シュトラーセ　１８アー
(72)発明者  キブラー，エルマー
            ドイツ連邦共和国　６７４５４　ハスロッホ，イム　ヴァッハテルシュラーク　１３
Ｆターム(参考) 4H011 AB01  BA01  BA06  BB04  BB09  BB10  BB13  BB14  BC03  BC07 
　　　　 　　        DA02  DA15 

【要約の続き】
とも1種のさらなる活性物質とを含む、除草活性組成物に関する。


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	written-amendment
	search-report
	overflow

